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中学校数学科の授業において、生徒たちが数学的な問題を解決するためには、数学的
思考が不可欠である。数学的思考力を高めるための具体的な方法のひとつとして、毎時
間の授業の中で数学的思考スキルを身に付けさせることが考えられる。本研究では、毎
時間何らかの形でグループ学習を位置づけ、数学的思考スキルの使用を促す授業の効果
について検討する。
1.中学校数学の授業の現状
2012年度から完全実施された中学校学習指導要領では授業の中での数学的活動が重
視されており、中学校指導要領解説数学編 (文部科学省,2008)には、数学的活動について、
試行錯誤したり、資料を収集整理したり、実験したりする内容も含まれ得るが、教師の
説明を一方的に聞くだけの学習や、単なる計算練習を行うだけの学習などは含まれない
ことが明記されている。また、2012年度 の「全国学力・学習状況調査 報告書」には
指導改善のポイントとして、[数と式][図形][関数][資料の活用]の領域ごとに、「調
べる」「確かめる」「とらえる」「求める」等の活動の重視と、「説明する」「考察する」等
の活動の充実が挙げられている。
確かに、教師の説明を一方的に聞くだけの学習や、単なる計算練習を行 うだけの学習
では、このような活動を重視し、説明する活動や、考察する活動を充実させることはで
きない。しかし、学習した内容が既習事項となり、それを用いて新たな数学的な性質や
事柄を見いだしていくことが学習の基本となっている中学校数学科の授業では、基礎的
な内容を身に付けさせることを重視するあまり、例えば計算はアルゴリズム的に処理す
ることを習得させ、それを繰 り返し練習することに終始してしまう授業も少なくない。
また、数学に対して得意・不得意、好き・嫌いがはっきり分かれてしまっている中学生
に対して、決められた授業時間数の中で多くのことを学ばせるためには、日常生活に目
を向けたり、根拠を明らかにし、伝えあう活動に時間を当てるよりは、多くの類似問題
を練習させたり、教師がその解説を行う授業の方が効率がよいとする面もある。しかし、
その結果、生徒は問題の解法は身に付けることができても、解法に至る過程、その理論
については考えることなく、多くの問題をただ処理するのみが数学の授業であると思い
がちになってしまうこともある。        ′
国立教育政策研究所が発表した、 IEA国際数学・理科教育動向調査の 2011年調査
(TIMSS2011)の国際調査結果報告によると、中学生への教科に対する質問の数学にお
いて、「勉強は楽 しい」「勉強が好きだ」と答えた生徒は、それぞれ 48%(国際平均 71%)、
39%(国際平均66%)1となっており国際的にもかなり低い割合になっている。この割
合は報告書に同時に記載されている小学生の算数 。理科と、中学生の理科に対する同様
の質問への回答の割合と比較しても最も低い値となっている。さらに、「先生の授業はわ
かりやすい。」に関しては69%(国際平均78%)であった。このことは、数学の勉強が
楽しくなく、授業はわかりにくいと思っている生徒が少なからず存在していることを意
味していると考えることができる。これは、授業の中で問題の解法を身に付けることが
できなかった生徒が、わからないまま我慢して教室にいる、という状態が少なくないと
いう現状に関連するのではないかと思われる。
また、経験的には「わかる」と思っている生徒の中にも、例えば「なぜ、負の2数の
積は正の数になるのか」の間に、「それはそう決まっているから。」とか、「そうぃぅもの
なのだ。」と答える生徒がかなりいる。「なぜそう決まっているのか ?」とさらに問うと、
けげんそうな表情になる。これは、「なぜ」とぃぅ間に慣れていないからではないかと思
われる。「なぜ」を追求することより、正答を出すことを重視し、そのための決まりや、
問題の処理の仕方の学習が数学であると生徒に思わせるような授業を教師側が展開して
いる可能性がある:このような授業の中では、理解を深めたり、数理的に考察したり表
現したりする力は育たないであろう。また、数学を活用して判断することも難しいであ
ろう。生徒が「なぜ」を追求する過程、すなわち数学的活動を積極的に組み込んだ授業
が求められていると言えよう。
2.数学的思考力とは
中学校学習指導要領数学科の目標は「数学的活動を通して、数量や図形などに関する
基礎的な概念や原理・法則についての理解を深め、数学的な表現や処理の方法を習得し、
事象を数理的に考察し表現する能力を高めるとともに、
1数
学的活動の楽しさや数学のよ
さを実感し、それらを活用して考えたり判断したりしようとする態度を育てる。」とされ
ている (文部科学省,2008)。この日標の中には理解、習得、考察、表現、実感、判断など
多くのことが含まれているが、これらはすべて数学的思考力に基礎をおくと考えられる。
吉本 (1981)は、思考力だけを取り出して形成するということはできず、授業におけ
る思考力の形成は、知識や技能を学習する活動を通して行われると述べている。その際、
どんな質の知識や技能を習得するかということが重要であり、学んだ知識や技能が、一
1比率 (%)は「強くそう思う」「そう思う」と回答した児童生徒の割合を合計し、小数点第 1位を四捨五入したものである。国際平均は中学校参加42か国の平均値を示した。
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定の属性を備えていなければならいと述べている。そして、思考力を規定する中核 とし
て、一般化の能力を挙げ、この一般化の能力を形成することが、思考力の発達にとって
不可欠であることを指摘 している。ここでいう知識や技能を数学的な内容に限定すれば、
それは数学的思考力について言及 していると見ることができる。
1960年代以降、数学的思考と似た意味で「数学的な考え方」という用語が使われるよ
うになり、多くの研究者によって論 じられてきた。中島 (1981)は「数学的な考え」の
構造と創造のための理論 として、①課題をより簡潔 。明瞭・統合する観点をふまえて把
握すること、②手探 りの状態からそれを実在化するための手法を探ること、③解決の鍵
として観点の変更や既習の知識とのつながりを再構成すること、④拡張・一般化による
創造の手法と論理を認識することを挙げている。また、古藤 (1995)は数学的な考えの
良さが実感されるのは、ア)思考や労力を節約することができる、イ)筋道を立てて考
えることができる、ウ)結果や過程に調和やリズムが実感される、工)概念や解決方法
に多様な考えが存在していること、オ)発展的に考えることのできるという5つの場面
にあるとしている。そして、片桐 (1988)は「数学的な態度」として、①自ら進んで自
己の問題や目的。内容を明確に把握しようとする、②筋道の立った行動をしようとする、
③内容を簡単明瞭に表現しようとする、④よりよいものを求めようとする、の4項目を
挙げ、「数学の方法に関係した数学的な考え方」として帰納的な考え方、類推的な考え方、
演繹的な考え方、統合的な考え方、発展的な考え方、抽象化の考え方、単純化の考え方、
一般化の考え方、特殊化の考え方、記号化の考え方の10項目を挙げている。さらに、「数
学の内容に関係 した数学的な考え方」として単位の考え、表現の考え、操作の考え、ア
ルゴリズムの考え、概括的把握の考え、基本的性質の考え、関数的な考え、式について
の考えの8項目を挙げている:
1955年から現行に至るまでの、学習指導要領や学習指導要録などの数学的な考え方に
関する記述をたどると (巻末資料 1参照)、 1955年の通達の際には「論理的な思考」と
いう言葉が使われている。さらに 1958年の告示施行の際は、日標の中に「数学的な考
え方」という表現が使われている。それ以降何らかの形で「数学的な考え方」や「論理
的思考」が目標の中に記載されているが、1977年告示の目標には「数学的な考え方」と
いう記載はなくなっている。しかし1980年の指導要録の評価観点の中に「数学的な考
え方」は表れる。これは学習指導要領にその表現はなくなっても、評価の際には「数学
的な考え」は必要との観点からであると考えられる。それ以降「数学的な見方・考え方」
は重要視され、現行の目標には「事象を数理的に考察し表現する能力 00。」とあり「そ
れらを活用して考えたり判断したりする態度を育てる」という記述が、数学的な考え方、
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数学的な思考にあたると考えられる。また、2007年11月に中央教育審議会 教育課程
部会 算数 ,数学専門部会より出された答申の「改善の基本方針」では,数学的な思考
力・表現力について、合理的,論理的に考えを進めたり,お互いの知的なコミュニケー
ションを図るために重要な役割を果たすものであると規定している。そして、「根拠を明
らかにし筋道を立てて体系的に考えることや,言葉や数,式,図,表,グラフなどの相
互の関連を理解し,それらを用いて自分の考えを分かりやすく説明したり,互いに自分
の考えを表現し伝え合ったりすることなどの指導を充実する。」と、これを育成するため
の指導内容や活動を具体的に示している。
先行文献や文部科学省の「数学的思考力」に関する記述を比較すると、これらには表
現方法は異なっていても多くの共通点がある。例えば、前述の中央教育審議会答申の「改
善の基本方針」の中にある「合理的に考えを進めること」は中島 (1981)の言う「①簡
潔 。明瞭 。統合する観点をふまえて把握すること」にあたり、古藤 (1995)の「ア)思
考や労力を節約することができる」にあたる。また片桐 (1988)はこれを「簡単明瞭」
と表現している。「論理的に考えを進めること」に関しては、吉本 (1981)や中島(1981)
の述べている「一般化」から導かれ、これに関して古藤 (1995)は「イ)筋道を立てて
考えることができる」で、片桐 (1988)は「数学の方法に関係 した数学的な考え方」で
表現している。本研究ではこれらをふまえた上で、課題解決2の過程のための5つの構成
要素と、それらを具体化した 11の思考のカテゴリー を想定し、「数学的思考力」ととら
えることとした (図1)。
ところで、数学的思考力を高めるための具体的な方法のひとつとして、毎時間の授業
の中で、数学的思考スキルを身に付けさせることが考えられる。思考力は長期にわたる
学習により身に付くと考えるのが一般的だが、例えば思考力が高いとされている生徒は、
「思考する」場面で、イメージしたり、図式化したりと何らかの具体的な思考の手法を
用いていると推測できる。一方、「考える」ことが苦手な生徒は、「考えなさい」という
指示がだされても、何をするのか分からないことがある。何をしていいのか分からない
生徒に、例えば「目的は何か考える」ことや、「使える資料は何か考える」こと、「整理
分類する」ことなどの、考えるためのスキル (skill;技能)があれば、これを用いて思考
しようとするであろう。このようなスキルを習得させ、活用できるようにさせれば、「考
える」ことが苦手な生徒の思考力も向上していくのではないかと考えた。ここでぃぅス
2課題解決と問題解決は教育学的には区別されているが、ここでは「解決を求められている問題」「与えられた問
題」などの意味に基づいて「課題」という言葉を用いることとする。
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キルとは、単に問題を解くための解法ではなく、考える上でのより詳細な手法と捉えた。
しかしながら中学生がどのように数学的思考スキルを使っているかについては先行研究
の中ではほとんど明らかにされていない。ここでは、授業の中で思考する際に使用可能
な具体的方法を提示 し、これを「思考スキル」とし、「思考スキル」を繰 り返 し学ばせる
ことにより、思考のしかたを身に付けさせ、数学的思考力の向上につなげたいと考えた。
思考のカテゴリー
1:2.3.4.5。6。7:8:9.10.11
問題解決の過程レベル
(1)合理的に思考し、思考労力を節約しようとする。
(2)課題内容を明確にした上でこれを簡潔明瞭に表現し、進んで日常生活に生かそうとする。
(3)前段階で発見した一応の結論を検証して、その妥当性、一般性雄 かめようとする。
(4)解決された問題を基にして、新しい問題な の中に含めてようとしたり、新しい問題に発展させようとする。
(5)新しい結果と既有の知識の統合化を図リー 般化しようとする。
思考のカテゴリー
1目的把 握する。
2見通しを立てる。
3的確に判断する。
4使える資料は何か考える。
5関係付けてものをとらえようとする。
6筋道立った考え方をする。
7内容を明確にし、的確にそれらを記録したり、伝えたりする。
8分類整理する。
9問題を算数的(数学的)に解決できる問題に作つていく。
10思考を対象的思考から操作的思考に高める。
11自他の思考とその結果を評価し、洗練する。
図 1数学的思考力
3.グループ学習との関連
授業過程の中で、数学的思考スキルを効率よく身に付けさせるためには、学習者が主
体的に授業に臨む姿勢が必要であると考えられる。また、単に教師が生徒へ数学的思考
スキルの使用を促すだけでなく、生徒同士がお互いに数学的思考スキルを使用すること
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を促 し合えば、より効果的に数学的思考スキルが定着すると考えられる。生徒が自ら主
体的に学び、生徒同士が互いに影響 しあえる学習形態としてグループ学習が考えられる。
これまで、生徒同士が自ら学び合う形の授業形態について多くの研究が行われてきた。
例えば、子どもの感覚や共感など情意面への効果を取り上げた研究 (出口,2002;磯崎。長
谷川,2000)や、現場と連携した「バズ単元見通し学習」という協同学習のモデル作り (杉
江,2004)などが見られる。古くはジグソー学習の効果 (蘭,1983)を報告したものもある
が、これはAronsOnらが 1970年代にアメリカで実践した結果に一致しており、小集団
の成員の好ましい人間関係が学業成績の向上を促す方向へ作用するというものであった。
グループを用いた学習は、従来の教師を中心とした一斉学習に比べ多くの効果が期待で
きることはこれまでの研究からも明らかである。
吉本 (1981)は、学習活動の中に現れる「わかり方」の多様性、対立・矛盾を生徒一
人ひとりの認識発達の原動力として組織し、そのために生徒を相互にかかわりあわせる
必要性を述べている。これに関して中原 (1995)は、学習集団理論においての相互作用
の重視と、その集団思考機能の活用を通じた分かり合う授業の創造、認識力としての学
力の形成を指摘している。この生徒間の相互作用により、数学的思考は活性化されてい
くと考えられる。
勝 (2007)お事び勝 (2010)は自らの授業実践のいくつかの成功例を報告している。
これらの授業で見られた生徒間の相互作用と試行錯誤や多面的検討の様相をもとに、数
学に関するグループ学習における理想的な生徒間相互作用をモデル的に示すと次のよう
になる。
グループ内で常に相互作用が働く最も単純な場面は2人で問題を考える場面であろう。
数学の授業では一方が他方に問題を教えている場面が想定される。例えば、Aという生
徒がBといぅ生徒に教えている場合、一方的にAだけが話しているようだが、Bが一度
でわからなければ、AはBがわかるように、別な表現や分類、関係付けをしてBにわか
らせようとするだろう。その結果、Bが理解できるようになるとともに、Aも多様な考え
を整理し、的確な判断など多くの思考カテゴリー を使用し身に付けることができると思
われる。さらに、3人日のメンバーCが加わるとすると、Cが他の考えや、分類 。整理の
方法を持ち込むことによっても多様な考え方を検討することになると考えられる。これ
は単純な例であるが、実際はこの繰 り返しが数分の学習の中で、何度も行われているだ
ろうし、メンバーもそれぞれが意図せずにいろいろな役割を担っていることが多い。ま
た、3人または4人のグループで容易に解法が思いつかないときは、4人で回り道をしな
がら、問題を解決しようとすると思われる。このときはまず、思いつくアィディアを各々
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が出し合い、それぞれを互いに検討するであろう。そして、4人が最も良いと思われる
方法、例えば既習の中の使えるものと関係付けたり、整理・分類したり、内容を吟味し
ながら課題解決をしようとするだろう。ここで、持っよったアイデイアを数学的に解決
する問題に作つていくと思われる。これが正解ならば、これで問題は解決するであろう
が、不正解ならば、また互いに検討する場面に戻つて、同じような作業を繰 り返すこと
になる。これが試行錯誤であり、これにより4人の相互作用が多面的検討を生んでいく
と考えられる。次に3人、または4人グループでの話し合いの理想的な展開と、数学的
思考との関連を考えてみる。ここではまず個人として、「自分で考える」ことが重要であ
る。「分からない」なら何が分からないのか。考え方なのか、問題の意味なのかなど、自
分の考えの状態を知ることが、その後のグループ学習につながると考えられる。まず 1
人が周りのメンバーに呼びかけるとする。はじめ目的把握ができない生徒がいたとして
も他のメンバーの説明により、問題の意味を把握できるだろう(1目的)3。それにより、
既習事項の何を使えばいいか他のメンバーは確認することができる (5関係)。 そこで、
なぜそれを使うかと質問するメンバーがいたとしても、それに対してまた別のメンバー
がその´けを説明するだろう (3判断)。 そして、問題を解く方向性が見いだされ (2見
通し)、 また、別のメンバーより疑間が差し挟まれたとしても、例えば具体的に図に表す
などにより(7内容明確)、 問題を数学的に処理する形が見えてくる (9数学的解決へ)。
そのとき分からない生徒がいたとしても、分かる生徒がなぜかを説明するだろうし (6
筋道)、 生徒同士で分かるかどうかを確認することもできる。そこでまた疑間のある生徒
がいても、別の既習事項を使 うことを提案したり (5関係)、 より合理的に進めるために
別の方法が提案されることもあるだろう(3判断)。そうすることで、周りが納得すれば、
より簡単に解ける方法を使おうとするだろう (11洗練)。 こうして具体的に解いていく
作業がなされる (10操作的思考)。
このように展開するグループ学習と数学的思考との関係を仮説的にモデル化したもの
が図2である。この図は、次のような仮想的な展開を示している。まずtグループ学習
では、少ない人数による話しやすさ、お互いを尊重する人間関係により、話し合いが活
性化する。また、誰でも疑問「なぜ ?」 を日にできることで、問題に意欲的に取り組む
ことができるようになってくると考えられる。さらに、プラスの評価は自己存在感を持
たせることとなり、数学が苦手と思っていた生徒にも、「分かりたい」「納得したい」と
いう気持ちが生まれる、そこでまた「なぜ ?」 と質問できるようになるだろう。これは
3図1[数学的思考のカテゴリー」に対応 している。なお、表記は簡略化している。
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活性化
数1学1的艦 |‐カ
図2グループ学習と数学的思考力・数学的思考スキルの
関係についての仮説的モデル
生徒が主体的に授業に参加 している姿であり、そうすることで 「分かつた」「糸内得した」
気持ちを持たせることとなる。ここまでで、生徒一人ひとりの発言頻度は増加 してくる。
これがつまり思考が活性化することであろう。一方で、グループ学習では、誰かひとり
だけが説明するのではなく、そこでは他の成員が必ず何らかの、質問や意見を述べてい
て、その中で成員全員が考え、迷いながら解決策を見いだしていく。この点から見ても、
グループ内では常に相互作用が働いていると言えるであろう。そのようなグループ学習
の中で数学的思考スキルを習得 し、活用することは、質問や疑間の増加につながり多面
的検討や試行錯誤を起こさせ、それによりまた思考を活性化させることができると考え
た。またこの相互作用の中で生徒同士が数学的思考スキルそのものを習得していくこと
も可能である。このようにして思考が活性化されていくことが数学的思考力を高め、数
学的思考力が高まればさらに思考力の活性化につながる。
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ところで、グループ学習により、図2で示したような効果を期待するためには次のよ
うな留意点がある。
① 課題の特性への配慮
やや高いレベルの課題、既習の事柄から新たな法則を見つけだすような課題、解答
がひとつに定まらない課題 (オー プンエンドの課題など)の提示。
②グループ内相互作用の活性化
「なぜ ?」 を意識した、発見や発想ができるような相互作用の促進・強化。
③グループ学習を可能にする前提条件への配慮
間違いを許容できる学級の雰囲気の醸成と、級友を分け隔てしない学級集団の育成。
図3は以上の考察に基づく「グループ学習を活用した授業のモデル」を示している。
図3グループ学習を活用した授業のモデル
まず、数学的思考スキルを意識させる。そして課題を提示し、必要においては説明を
加えるのであるが、どんな場合でもまず個人で考える。その後グループでの学習に移る。
場合によっては、グループ間の交流がなされることもある。その交流は学級全体で行わ
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れることもあるし、2または3グループによる交流も考えられる。最後に、授業のまと
めとしてグループで感想を述べ合 うこともあるが、個人で必ず自分の考えを整理 しまと
めるような指導が必要であろう。
課題提示をした後は必ず個人で考えさせるのであるが、この時、分からないなら何が
分からないのかなどをふまえ、どんな思考スキルを使えばいいのかについて考えさせる
ことが重要である。これにより生徒は自分の考えを持つて学習に参カロすることができる。
次にグループ活動の場面では、前提条件をふまえながら、学習が進められ、生徒たちの
間では試行錯誤しながら多面的検討がなされるであろう。この時グループ内の意見交換
の様子を見ながら、必要に応 じて相互作用が働くように助言することも重要である。そ
の後のグループ間の交流の中でも質問や批判などが起こることにより、思考は活性化さ
れると予想できる。また、最後のまとめの中では、生徒個人が思考スキルをどのような
場面で、どのような形で使用 したかを振 り返ることが必要である。これにより生徒は本
時の授業の中での重要な思考スキルを整理することができ、また、他のメンバーが使用
した思考スキルを知ることにより、次時の授業で活かすことができる。これが思考スキ
ルの習得 。活用につながるものであると考えられる。
この授業モデルの授業が毎時間行われることは難 しいが、このモデルに沿ってその一
部を取り入れたり、必要な部分をアレンジすることにより、毎時間の授業に組み込むこ
とは可能である。
4。 本研究の目的  |
本研究では、中学校数学科の授業において、図3に示 したモデルに基づく授業が継続
的に行われることにより、図2に示した効果が期待できるとして、次の2つの仮説を設
定した。
仮説 1:数学的思考スキルの使用を促すグループ学習を組み込んだ授業は、それらのス
キルを習得させる。
仮説 2:数学的思考スキルの習得 。活用は、課題解決の場面における試行錯誤や多面的
検討を促す。
ところで、生徒が使用している数学的思考スキルの種類や使用度を測定するテス トは
見られない。本研究では、これを測定するためのテス トを作成するため、テス ト問題の
選定を目的として予備調査 1を行 う。また、生徒が思考するために具体的にはどのよう
なスキルを多く使用 しているかをとらえるため、数学的思考スキル測定尺度を構成する
ための予備調査 2を行 うこととする。
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【目的】
数学的思考スキルを用いて問題を解決する力を測定するためのテスト問題を選定する。
【方法】
1.協力者  現職中学校数学教員 4名と同大学院生3名め計 7名が協力者として参加
した。
2.数学的思考スキル測定問題
細水(2011)、フォーミン,ゲンキン,イテンベルク(1998)、片桐(1994)を参考に、図 1
で示した 11の思考のカテゴリー のいくつかを意識しながら解決でき、なるべく既有の
数学的知識の差が結果に表れないような問題20間を選定した (図4)(具体的問題は巻
末資料 3‐1,3‐2,3‐3参照)。                         '
1.奇数のカード1～111、1人目に1のカード、2人層に3とうのカード、
3人員Iこ7,9,11の力…ドを波1-何人に記れる?
2.5人で身長比べ、わかっている条件は3つ。真ん中は?
3′3人一緒のスポーツチーム、3人の言い分「サッカーでも野球でもないよ』
「テニスでも卓球でもないよ.」「テニスでもパスケットボールでもないよ」
3人の所属しているチームは?
4.6人で100nl走 条件3つ。3番目にゴールしたのは誰?
う′1位が10k g、2位以下1ま前の順位の人の半分の重さの「金の日まりJがもらえる。
ス賞者のうちで最も低い順位の人:ま、その前の順位の人と同じ童さの「金のかたまり」
がもらえる。100位までをス賞とすると、金は全部で何kg?
6.デジタル時計 同じ数字連続3つ以上並.ぶのは1日のうちで何分間?
7.くぎ24kg 大群で9 kg取り出すには?
8.ぼく、おとといlo歳 来年13歳?こオ■は可能?そのわけは?
9,本を致った,嶺りとった部分の一番上のベージls3ベージで、
最後のベージは最初の′｀こ―ジと同じ数字が異なる順序・ぐ並んでいる。
破りとったのは全部で何ベージ?
10鈴木、性藤、中村さ3人.3人の名本Lは、「たかし」「みらい」「ちよしj,
鈴木さん:ま本当のことを言っている。他の2人はわからない毯3人の氏名は?
11.正画面体の見取り図 ‐の向きをみて、正しい展開図を選ぶ。
12.折り紙を2回折って1回切る.開いたときに示された形になるのはどんな切り方?
13.立方体頂点は自と黒. 見本と同じ立方体をすべて選ぶ。
14.問題文に示された図をフリー ハンドでなるべく正しく作図する,
15.トボロジー 図に示された形になるのはどれ?
16.三負形 1辺に数字が3つ計6個。直線上の数の和を等し′くするには?
17.覆面算 Aの値:ま?
18.正6角形 4本の直線で区切られた形をすべて使っ・で長方形を作る
19.魔法障 3＼3.3つの数字が書き込まれている。空欄を埋めよぅ
20、ある年の1月。金曜日は4回ありまL′た。月曜日も4回。1月20日は何曜日?
図4数学的思考スキル測定問題
?
?
3.問題内容判定項目
図 1の思考のカテゴリー11のうち、「11自他の思考とその結果を評価 し洗練する。」
を除いた lo項目を、問題を解くために必要な具体的思考過程項目として設定した。「数
学的思考スキル測定問題」の 20問それぞれについて、問題を解くために特に必要な項
目を判定するために、協力者が問題を解くために必要と考える具体的思考過程項目に○
をつける形式であった。 (巻末資料2参照)
4.数学的思考スキル測定問題の難易度
数学的思考スキル測定問題 20間の、それぞれの生徒にとっての難易度を、7人の協力
者がそれぞれ 5段階(5難しい～1易しい)で評定し、その平均値を求めた。
5。 実施手続き
問題を記載 した用紙とは別に、項目と問題番号が記載されている表を用意し、個別に
回答手続きを文書と口頭で説明した上での留置法で行った。
【結果】
7人の判定の結果を集約し、問題内容判定項目につけられた○の数を加算 し、それを
各々の問題間の類似度 (距離)として、数学的思考スキル測定問題のクラスター分析 (グ
ループ間連結法)を行つた。この結果、数学的思考力測定問題20間は3つのクラスタ
ーに分けられた (図5)(巻末資料 3・1,3‐2,3‐3)。
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図 5数学的思考スキル測定問題に関す るクラスター分析の結果
注 :数字は問題の番号を示す
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クラスターIは1,16,19,7,17,5であり、これらは「問題A見通しを立てる」を中核 とす
る問題であった。クラスターⅡは、3,8,2,10,20,11,12,13,でありこれらは「問題B的確
に判断し筋道を立てて考える」を中核とする問題であらた。またクラスターⅢは
4,6,9,18,15,14で、「問題 C目的を把握し内容を明確にする」を中核 とする問題であった。
この中から最終的な数学的思考スキルテス トは3セット構成し、各セットの問題は 3
つのクラスターおよび、問題の難易度を考慮して選定 (表1)した。
表 1 選定されたテス ト問題 難易度評定値の平均値 と標準偏差
A(問1) B(問2) C(問3) 3問全体
問題番号
〔1][〕 fI1 1警
θ
∫::IZ?晋
;2:ili何
曜 」翠ル毒∫「
目に
 」.00
SD       O.41         o.84         0.82
問題番号    ノθ       ′      θ
〔i[][〕  用IIき 19魔1.s:×3  スポー:17ム  倉b何:1:破
つ
   9.00
SD       l.lo        o.98         0.98
問題番号    7 ノθ θ
デジタル時計 同じ
数字連続3つ以上
3.00      9.oo
l.41
〔趾〕」][[鮮謂I諏
り
論の常増
A:見通しを立てる。
B:的確に判断 し筋道を立てて考える。
C:目的を把握 し内容を明確にする。
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【目的】
数学の問題を解くとき、生徒が思考するために具体的にはどのようなスキルを多く使
用しているかをとらえるため、「数学的思考スキル尺度」を構成し、因子構造の分析を行
う。
【方法】
1.対象
Ytt N中学校 1年生 138名を対象とした。
2.質問紙の内容 (巻末資料 4)
(1)数学的思考スキル尺度
「数学的思考力」を具体的な思考段階 (カテゴリー)(図1)として表現した11項目
に対 応 させ 、30項目の ス キル (例:重要な情報は何か考える。問題と解くときどの解き方が簡単か考
える。重要な情報は何か考える。など)を設定した。回答形式は (「ものすごくする」～「全くしない」
の5件法)であうた。
(2)数学の問題を解くことに対する苦手意識と好感度の自己評定。
「数学の問題を解くのが得意だ」に関する自己評定を苦手意識、「数学の問題を解くの
が好きだ」に関する自己評定を好感度とし、それぞれに「すごくあてはまる」～「全く
あてはまらない」の5件法で回答を求めた。
(3)実施手続き
数学の時間に担当教員が教室単位の集合調査法で実施した。なお、所用時間 10分～
15分であった。
(4)実施時期
2013年1月に行つた。
【結果】。
1.尺度項目の因子分析
数学的思考スキル30項目について項目分析を行い、また評定分布を検討した(表2)。
項目17についてフロア効果が見られたが、項目内容が重要であることおよび項目分析
を通過したことにより、この項目も採用して全項目を用いて因子分析(表3)を行つた。(主
因子法→プロマックス回転)。 因子数を2～9まで変化させて結果を検討したところ、因
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子の解釈容易性という観点から、5因子構造が妥当であると判断した。但し、第5因子
に高負荷していた因子は2項目のみであったので解釈は保留し第 1因子から第4因子ま
でを採用した。第 1因子は「15長さ、重さ、広さなどは、その大きさをイメージしなが
ら考える。」「23文章問題を解くとき、状況を思い浮かべながら考える。」などが高負荷
しており、「場面と解決法のイメージ化スキル」と解釈した。第2因子には「1600の
場合はどうか、など場合に分けて考える。」「12「はじめに、」「次に、」「それから、」と
いうように順序だてて考える。」などが高負荷しており「理路整然思考スキル」と解釈し
た。第3因子には「5重要な情報は何か考える。」「4聞かれていることは何なのか考え
る。」などが高負荷しており「情報整理スキル」と解釈した。第4因子には「21必要だ
と思うときには、大切なことを図や表に表して考える。」「6問題を図や表、グラフ、式
などに表して考える。」などが高負荷しており「思考過程の顕在化スキル」と解釈 した。
以上、数学的思考スキルは「場面と解決法のイメージ化スキル」、「理路整然思考スキル」、
「情報整理スキル」、「思考過程の顕在化スキル」、の4次元でとらえることができる。
(表3)
2.苦手意識と数学的思考スキル尺度得点
数学の問題を解くことに対する苦手意識評定値上位25%を得意群、下位25%を苦手
群とした。数学的思考スキルの各因子に含まれる項目の評定値を合計し項目数で割つた
値を個人の数学的思考スキル得点とした。表4は数学の問題を解くことに対する得意群
と苦手群間の平均値を比較したものである。すべての数学的思考スキルについて群間に
有意差が見られ、いずれも得意群の方が平均値が高かった。そこで本尺度は数学的思考
スキル使用度の高低を測定しうる尺度として使用できると判断した。
15‐
表2数学的思考スキル尺度項目の評定平均値と項目分析の結果
? 。
?
?
項    目 t値
F題柳 くとき、どの解 き方 が簡 単か考 える。 2.86 o.98 3.62 o.89 2.12 o.73 7.6F
2 大事な情報 を仲 間わけしたり、結 むつ けたりして考える。 ].79 1.lo 3.32 1.o4 1.82 0,67 7.癖
ュ 頌を追って、ひとつひとつ確かめながら、解いてぃ圧 2.86 1.04 3.76 1.o2 2.38 0.95 5,78*キ
4 聞かれていることは何 なのか 考える。 p O.95 2.74 o.9o 5■3Ⅲ5 重要な情報 は何か考 える。 3.28 1.14 3.94 o.92 2.35 H5 6.29・ヰ
6 F題を図や表、グラフ、式などに表して暑える。
7
2.86 1.lo 3.15  1.lo 2.32 1.o1 3.21再
の 重 要 な こ こは 、線 を 引 レ 、しるし
8
9
ひとつ ‐ て 、 な が らるのカ
どんな せ ばいいのか
いこと
2.82   1.31   3.35   1.28   2.24   1.37  3.48手*
子.62 ■oo 3.29 o.91 1.91 0.87 6.43将
3.06  1.13   3.74  1.11  2.44  0.99  5.07ホホ
10 くとき ifO 上H &53 0.93 ■94 o.897.22ホオ
要 だ と 、抜き出してメモして
はじめに、」「次 に、」
りの人 の
」というように
一 番 良 い と
1.99   1.o4   2.79   1.23   1.50   o.79  5.18ホ*
2.08   1.o7   2.91   1.11   1.35   0.54  7.35・+
3.46   1.22  4.15  o.93  2.58   1.16  6.95ネ*
14今まFに学んだことがらの何を使って解こぅか考え圧甘毒増轟覇戴瑞驚瘍繁尋亀不縦=半導
生■里空」2型重■憂亜ゲホ
2.99  1.20   3.79   1.o9  2.21   1.o9  5.98オ・J90の場合はどうか、など場合に分けて考える。 蟹 9   1.04   3.35   o.88   1.65   o.85型 、85 .12・中
・ラlく・かける・害
"る
、な
2.07   1.14   2.74   1.33   1.41   o.66  5.19・+
て,′揮こ 3.57   1.o9   4.21   o.91   2.65   o.88  7.15**
重要な情報 を見つ けようとする。 2.22 1.13 4.12 o.69 2.21 0.959.54・・20簡単 に角子けそうか 、難 しそぅか考 える。 ■tt l.28 4.21 1.o4 2.74 1.19 5.43Ⅲ21挙要だと に は 、大 切 な こ
え と の 人 の 答 え
表 に し て 2.72   1.19   3.24  1.18  1.97   1.o9  4.59・*
22 ロ 3.34  1.16   3.97  o.97  2.68   1.12  5.09**
23文章問題 を解 くとき、状 況 型思い浮かべながら考え奎   旦:9z l:1全 旦:竪 p.98 2.21 1.o4 6.86料
の順番 を考
…
問題を思い浮かべて考える。 ■02 1.34 4.26 o.93 2.26 1.21 7.62ホ摯
至 国じンを集めるなど、似ているものをまとめて考える: 2.54 1.o5 3.29 o.72 1.94 1.o1 6:「
ダ 自分の出した答えが、誤ってぃないか見直しをする。 85 1.18 2.65 ■o'4.41**28今までに学んだことがらで使 えるものはないか考 える。  3.10 1.04‐^ ―⌒ ,―― ヽ 一     
ノrよ′よV・″‐ぅ た0 ●.■0 1.04 3.82 o.83 2.35 o.92 6.92料
翌 整 の本 きさや つながりを数直線 などを使って考える。 1.13 1.76 6.61 4.5F死f=董デ モIデニ|ギ==3.35   1.22   4.18  0.94  2.38   1.16  7.04**
df=66   **pく.01
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表3数学的思考スキル尺度の因子分析
番号 項  目 因子
3
第1因子:「場面と解決法のイメー ジ1ヒ凄 ,レlα=.32
15長さ、重さ、広さなどは、その大きさをィメー ジしながら考える。
14今までに学んだことがらの何を使って解こ) 考ヽえる。
23文章問題雄 くとき、状況υ思い浮かべながら考える。
18足す。引く。かける。割る、など、どんな計算で解こり 考ヽえる。
24問題を解くとき、まずはじめ1動子き方の順番を考える。
28今までに学んだことがらで使えるものはないか考える。
13自分や周りの人の考え方の中から、一番良いと思われる考え方を使おうとする。
1問題黎 くとき、どの解き方が簡単か考える。
洸儡 卜 蓼[帯ド 言｀3驚bS算段
工 吼a
1600の場合はど) 、ヽなど場合に分けて考える。
12「はじめに、」「次に、」「それから、」というように順序だてて考える。
26同じ形を集めるなど、似ているものをまとめて考える。
17問題の内容を、記号や、○×△などに置き換えて考える。
lo文章問題を解くとき大事なことがらと,そうでないことがらなかけて考える。
8ひとつひとっ順樋 って、なぜそうするのかを考えながら解いている。
11問題の中の重要だと思うことがらは、抜き出してメモして考えれ
29数の大きさゃっながりを数直線などを使つて考える。
25似てしる問題狙 い浮かべて考える。
第≦∫訴鷲祗軍聾晋鷲斬洗電冠早な線を引いた味じる財けて考れ
5重要な情報は何か考える。
4聞かれていることは何なのか考え乙
2大事な情報神 間わけしたり、結びつけたりして考える。
19重要な情報を見つけようとする。
第4因子:「思考過程の顕在化スキノ吻α=.61
21必要だと思うときには、大切なことを図や表に表して考える。
6問題を図や表、グラフ、式などに表して考え乙
20簡単に解けそり 、ヽ難暖 うか考える。
3順樋 って、ひとっひとっ確かめながら、解いている。
27自分の出した答えが、誤ってぃないか見直しをする。
0.41   0.25
0.27   0.54
0.37   0.33
0.30   o.32
0.55   0.33
0.40   0.29
0.25   0.49
0.50   0.35
0.30   o.24
0.29   o.o8
8   0.12
26   0.51
   0.22
0 13   0.34
6   0.21
5   0.49
34   0.45
3   0.38
0 10   0.27
0 29   0.26
0.43   0.23   0.26
0.19   0.29   0.24
0.12   0.21   0.18
0.20  0.32  -0.04
0.48   0.20   0.27
0.31   0.28   0.25
0.27   0.22   0.21
0.33   0.42  -0.o4
0.10  0.46   0.37
0.17   0.22   0.20
0.52
0.39
0.39
0.36
0.41
0.36
0.20
0.35
0.42
0.06
0.43   0.35
0.30   0.27
0.37   0.51
0.52   0.49
0.38   0.33   0.13
0.15   0.24   0.28
0.39   0.35   0.14
0.32   0.41   0.34
0.21   0.25
0.29   0.42
0.06   0.12
0.14   0.48
0.18
0.17
0.30
0.06
0.58
0.56
なるべく簡 る方法を考え
0.30
0.45
0.23
0.45
2
0.581
0.27
0.45
0.23
0.07
4
0.387
0.394
因子間相関
1
2
3
01461
0.42
1
表4数学の問題を解くことに対する苦手意識別に見た
数学的思考スキル尺度得点の平均とsD
理路整然思考スキル
情報活用スキル
2.87 0.73
3.68     o。78
0.66     6.40**
0.69     3.99**
0.75     5.72**
2.66
2。18
2.61
思考過程の顕在化スキル     3.23   o.84   '::8   6:|五  ::1;**ノゝ′キ                             ^ ^_
0・99 3.12料
場面と解決法のイメー ジ化スキ/L/  3.64
全体 3.62
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df=66    **pく,01
授業実践
<プロジェク ト実習>
1.対象
Y市立N中学校 1年生 103名(男57名,女46名)の生徒を対象とした。生徒は2チ
ームに別れ4、 チ_ムA(N=51(男33,女18))に対しては授業者Aが授業モデル (図
3)に基づく実践を行った。チームB(N=52(男5,女28))に対 しては授業者Bが自
分のスタイルで教師の講義を中心とした一斉の形の授業を行った。5
2.指導計画
(1)指導単元
「正の数 。負の数」29時間扱いのうち、「3加法と減法の混 じった計算」以降の17時間
を担当した。
(2)単元目標
☆負の数の存在を知 り、それらを用い数学的な処理を行 うことができ、負の数を用いる
ことの意味や利便性を知り、日常生活の中で正の数。負の数を見つけだし必要に応じて
使いこなすことができるようにする。
①正の数・負の数の必要性とその意味を理解する。
②正の数・負の数の四則計算の意味を理解する。
③正の数・負の数の四則計算に習熟する。
④日常の場面で正の数 0負の数を用いて表したり処理したりすることができる。
⑤数の計算の可能性を四則計算に関係付けて理解し、数の世界の広がりに気づく。
(3)単元構成
教科書をもとに構成し、指導計画を作成した。(巻末資料7参照)
3.授業の実践
実践にあたっては、数学的思考スキル使用の活性化を図るために、次の3点を授業の
ポイントと位置付けた。
1)4つの思考スキルの提示
初回の授業で、「4つの考える」と題した数学的思考の具体的スキルについて説明し、
それを毎時間提示する (図6)。学習内容に応じてそれらのスキルを生徒に意識させ定着
4当該中学校では1年生の数学の授業において少人数授業を実施 している。 1組から3組までのそれぞれのクラス
の中で出席番号順に2つのチームに分け、前半をチーム A、 後半をチームBとしてぃる。5授業者 A、 授業者Bともに教職歴 25年黙上で授業者Aは女性教諭、授業者Bは男性教諭であった。
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を図る。
この「4つの考える」は<予備調査 2>で実施 した因子分析の結果を基に、それぞれ
の因子に対応させ、生徒に定着しやすいように具体的なスキルの名称を次のように設定
した。
1頭の中で考える。・・ 。「場面と解決法のイメージ化スキル」
2頭の外で考える。・・・「思考過程の顕在化スキル」
3情報を活用して考える。・・ 。「情報整理スキル」
4筋道を立てて考える。・・ 。「理路整然思考スキル」
2)図表や具体物の活用
日々の学習内容、授業計画に応 じて、なるべく具体的な図表や品物を用意 し、生徒の
興味付けを図る。そしてそれらを継続的に使用することで、抽象的概念を具体的レベル
で考えさせ一般化させる (図7)。
図6毎時間提示した 「4つの考える」
。2人継でトランプを引
く.
・個人で式に表す゛
・2人で議認しながら式
に表す。
(1頭の中、2餌の外〉
。お=いの針擦の後方で、効率がよいの1まどれか考
える。(1、類の中、3構
機の活用)
2人総、4人
・計算の敵諄や、組み合
わせを変えてII算できる
ことであることを確認す
る。
(2 願の外ヽ
図7具体物の例 トランプを用いて交換法則・結合法則を考える授業展開
(巻末資料5指導案本時案 1より)
の中で考ぇる。
の外で考える。
な活用して考え
道を立てて考える。
ンプの合計得点
を計糠するとき
の方法を調べる
ことにより、加法
の交換議lll、継金
法lllが窯 り立ち
ことを構総的に
理解する、
4核の 合 計 得 点 を
簿するとき、自分がどのように
針縛しているかを考え、式に表
す。
。2人組でトランプを4枚ずつ
31く`
―合計得点を出す式をウ:いた燿
に表す。
―カー ドを見ながら合計得点を
どのように櫛すか考える。
學カー ドを交換したり、集めた
りしても答えが等しいことに気
づく。
・議回上静書を行い、自分の作
つた式とカー ドを比べながら、
理解を譲める。
0精法の交換法則、結合法lllと
言う言葉を知る。
加法の交換法lll
e+b tt btt a
加法の結合法則
くo あヽ),r tt α■(δャ●)
・ トランプの
■1.を一、1`を
十とするを
31いた朧Iこ加
法の式に表す
ことと、計算
した畿を式に
表すことの区
別をさせる。
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3)ゲー ム的展開の活用
拝業の展開に応 じて、ゲーム的な要素を取 り入れ帰納的に考えさせ、学習内容の概念
的理解に役立たせる (図8)。
rとこに いるかな ?」 ゲ ーム を しょ う。(ゲー ムの鋭明 ト
● カー ドの機 継金
蛉
・ 4極蟻 t●一貸れ―な色一ゼンク〉
臓 色
図‐圏圏画
図8ゲー ム的展開の例 正負の数の乗法の導入で行ったゲーム
(巻末資料5指導案本時案 3より)
また、グループ学習に対する支援としては、次の4点に留意した。
1)授業ルールの徹底
初回の授業で授業者Aが担当する一連の授業の流れを説明し、「グループ学習の仕方」
「模範的なグループ学習」を紹介しながら、「グループ学習」の模範的な姿を学ばせる。
(巻末資料 5,6)
2)グループ内での活動の具体的な指示
生徒がグループ活動を容易に行えるよう、初めのうちは「1問ずつ問題を解く」「答え
合わせの方法」「話し合 う内容の具体化」など詳細な指示を出す。
3)個々 の生徒への対応
グループになじめない生徒や、1人だけ先行してしまう生徒など、個々の生徒の特徴
をつかみ、その都度、個別に評価的フィー ドバックを与え、ア ドバィスをする。
4)グループの構成とメンバーの入れ替え
基本的にはグループは席順で4人を基本として構成するが、グループ学習を活性化さ
せるため、メンバーの特性を勘案した上で変更する。
これらのポイントや留意点を重視しながら、授業モデルをもとに、毎時の指導案を作
成し、授業を実践した。(巻末資料 8,9)
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4.授業効果の測定
1)数学的思考スキルテス ト
予備調査の結果 3つのタラスターに分けられた「数学的思考スキル測定問題」をそれ
ぞれのクラスターから1問ずつ選定し合計3間の「数学的思考スキルテスト」を3セッ
ト用言した。(表1,巻末資料 10‐1,lo‐2,10‐3)
難易度は予備調査の結果をもとに平均点を算出し、セット間で等しくなるように配慮
した。また、この解答用紙には生徒の思考の過程が分かるように、自由に考えが記述で
きるキうな欄を設け、1間につき1枚用意した。(巻末資料 11)
2)数学的思考スキル尺度
予備調査の結果を基に、具体的な思考スキルに対応させた16項目略4項目×4スキル;
例 :重要な情報は何か考える。;長さ、重さ、広さなどは、その大きさをイメージしながら考える:;必要だと思う
ときには、大切なことを図や表に表して考える。など)を選定した。項目の選定にあたっては、4因
子それぞれに声負荷していた順と、項目の表現 (ワーディング)に配慮し、4項目ずつ
を選定した。回答形式は、「ものすごくあてはまる」～「全くあてはまらない」の5件
法であった (表5)。
さらに数学の問題を解くことに対する苦手意識と好感度の自己評定を求める項目を加
えた。いずれも回答形式は、「ものすごくあてはまる」～「全くあてはまらない」の 5
件法であった (表6)。
3)グループ学習に対する態度尺度
グループ学習に対する積極的、好意的態度4項目lJll:難しい問題でもグルー プでみんなと一緒
に考えれば解ける気がする。)を設定した。回答形式は「ものすごくあてはまる」～「全くあて
はまらない」の5件法であった。(表6)
表5 授業効果の測定で用いた数学的思考スキル測定尺度の項目
スキルの名
1頭の中で
考える
2頭の外で
考える。
3情報を活
用して考え
る
4筋道を立て
て考える
。長さ、重さ、広さなどは、その大きさ
。今までに学んだことがらの何を使って解こうか考える。
。必要だと思うときには、大切なことを図ゃ表に表して考える。0問題を図や表、グラフ、式などに表して考える。
。文章問題称 くとき、状況を思い浮かべながら考える。
重塾L」土望ゴる。割る、など、ど 算で解こうか考え
。簡単に解けそり 、ヽ難しそうか考える。
確かめながら、
。重要な情報は何か考える。
:聞かれていることは何なのか考える。
。大事な情報を仲間わけしたり、結びつけたりして考える。
聟 な情報を見つけよ
。○○の場合はどうか、など場合に分けて考える。。「はじめに、」「次に、」「それから、」というように順序だてて考える。・同じ形を集めるなど、似ているものをまとめて考える。
事なこと ないことが
表6 グループ学習及び数学の問題を解くことに対する態度尺度
グループ学FF′鸞 、皆ものトプで話し合って考えた方習糧墓ょる|ヂ彬ビ翼濶 ζ理を″獄 薫勒 頸謀ミ纂すぃと思先
υ
“
融  ・数学の問題夢犀くの力済 き几
の グループ内相互作用の記録
グループ学習時の会話は、毎時間グループごとに ICレコーダーで録音した。特に、
各単元の最後には、効果測定の場面として「活用」の授業を設定し、グルニプによる課
題解決の過程を録音した。グループの課題は「4つの思考スキル」を意識させ、試行錯
誤ができるような課題とした。(授業で学習した単元の内容を用いながら日常生活の場面
に活用できるような課題を用意し、各グループが異なった課題に取り組むようにさせた。)
(巻末資料 15,16参照)
5)毎授業後の「振り返 り」記述
毎授業後に、生徒の学習ノー トの下に次の①～③の「本日の振り返 り」を記入させた。
①今日の「なぜ」の回数 ②今日わかったこと ③質問・感想 (「4つの考える」をもとに。))
5。 手続き
単元計画に沿つて、グループ学習を組み込んだ授業モデルに基づいて毎時の授業を行
つた。授業効果の測定 [4の(1)(2)(3)]は、それぞれ実習開始時と、終了時に実施し
た。グループ学習の会話をICレコーダーに毎時間録音したが、スィッチのON,OFFは
それぞれのグループの生徒が行った。
毎回の授業後に生徒のノー トを回収しコピーを保存した。
6。 実施時期
実施時期は2013年5月7日～6月7日であった。
【プロジェクト実習から改善実習へ】
プロジェクト実習における授業実践の過程と結果をふまえて下記の諸点について改善
を行った。
1)「4つの思考スキル」の定着を図るため、4つを別々に提示し、授業の中でも積極的
に使用していることを意識させる。
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2)グルニプ学習の活性化を図るため、クラスの状況に応 じ一部、または全てのグルー
プ編成を見直す。
3)録音されたグループ内相互作用の中から、思考スキルが活性化されていると思われ
るグループの会話を次時の授業の中で紹介する。
の 毎授業後に記入する「振り返り」の内容を改善した。4つのスキルをどの場面で使
つたかを具体的に記入できるようにする (図9)。
図9改善した振り返り用紙
5)回収したノー トの「振 り返り」記述の中で「4つの思考スキル」「グループ学習に対
する意欲」が表れているものを、次時の記入時に紹介する。
6)グループ学習の際に、グループ単位でホワイ トボー ド (380×540mm)を活用し、
そこに自分の考えをメモしながら話し合うようにさせる。
7)学習内容の理解を確認する小テス トを実施し、さらに定着を図るため、一定の基準
に達しなかった場合、テス トに合格するためにグループでの繰り返し学習を行う。
【改善実習】
1.対象
プロジェクト実習と同じ生徒を対象にした。
2.指導計画
(1)指導単元
「文字式」19時間扱いのうち「文字式の表し方3/5」以降から「文字式の活用1/2」
までの13時間を担当した。
0)単元目標
☆文字式や文字を用いた式についての基礎的 。基本的な知識および技能を身に付け、
文字式の利便性に着日し、事象を数学的に処理する良さを知り、特に考えを深めるこ
とに活用できるようにする。
本時の振り返り2                ~~~~
Aなぜの回数     回         、
Bわかつたこと(                   )
C今回使つた「考える」
亀想畑 懲:笏藁黎
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①文字を用いることの必要性と意味を理解し、その利便性に気づく。
②文字式を用いた式における乗法 。除法の表し方を理解する。
③l次式と数の乗法、1次式÷数、簡単な1次式の加法・減法の計算をすることができ
る。
④数量の関係を文字を用いた式に表すことができることを理解し、文字式を用いて表し
たり、読みとつたりできるようにする。
⑤様々な事象を文字式を用いた式で表したり、それを用いて関係性に気づくなど、文字
の良さを利用し、活かそうとする。
(3)単元構成(巻末資料 12)
3。 実践
【プロジェクト実習から改善実習へ】1),2),3),5),6,)7)を実施。それ以外はプ■ジェクト
実習に同じであった。(授業計画、毎時の指導案については巻末資料 13,14参照。)
4.授業効果の測定         |
【プロジェクト実習から改善実習へ】で示した4)を実施。それ以外はプロジェクト実習
に同じ。なお、 4.授業効果の測定 1),2),3)は実習終了時に実施した。
5。 手続き
授業効果の測定は実習終了時に実施。それ以外はプロジェクト実習に同じ。
6。 実施時期
2013年6月25日～7月12日に実施した。
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結果
まずプロジェクト実習と改善実習における生徒の数学的思考スキルの使用状況の変容
を把握するために、「数学的思考スキル尺度」と「数学的思考スキルテスト」を分析した。
これはプロジェク ト実習開始時 (1回日)、 プロジェクト実習終了時 (2回日)、 改善実
習終了時 (3回日)に実施した。lo3名の対象者の中から、学習全体に対する理解が不
十分で、サポー トティーチャーによる指導が行われている生徒、今後サポー トティーチ
ャーによる指導が検討されている生徒計 3名と、測定日に欠席した生徒を除外し、本研
究の分析対象者とした。
次に、グループ学習時の会話分析を通して、グループでの数学的思考スキル使用の時
期ごとの比較を行 うととともに、課題解決に至る過程と数学的思考スキル使用との関連、
さらに個人の数学的スキル使用について検討した。
l.数学的思考スキル尺度と数学的思考スキルテストの妥当性の検討
実施時期 (1回日、2回日、3回日)6ごと、生徒個人ごとに、数学的思考スキル尺度
16項目への評定値を合計し、各時期における個々の生徒の数学的思考スキル尺度得点と
した。また、各回に実施 したそれぞれ3問ずつの数学的思考スキルテス トの採点は、単
に正答であるかどうかを判断するのではなく、生徒がそれぞれの課題を解決するために、
数学的思考スキルを使い思考しているかどうかを、解答用紙の記述から読みとることに
より行つた。数学科教育を専門とする現職教員3名が合議の上、採点のためのルーブリ
ック (図10)を作成し、それをもとに3人で合議の上、それぞれの解答について5点満
点で得点化した (テス トの得点は 15点満点)。 このように採点した生徒の個人得点を、
各回ごとに、テス ト得点の平均値と標準偏差を用いて、偏差値に換算した。
さて、一般に数学の学カテス トの得点には、基本的に生徒の数学的思考スキルの使用
度が反映されていると考えられる。そこで、数学の中間テス トの得点を基準として、数
学的思考スキル尺度と数学的思考スキルテス トの基準関連妥当性を検討した。
表7は数学的思考スキル尺度、数学的思考スキルテス トと数学の中間テス トとの相関
係数、ならびに数学的思考スキル尺度と数学的思考スキルテス トの相関係数を、各回ご
とに示したものである。
6実施時期は、プロジェクト実習開始時 (1回目)、 プロジェクト実習終了時 (2回目)、 改善実習終
了時 (3回日)であった。
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図 10「数学的思考スキルテス ト」得点化のためのルーブリック
表7数学的思考スキル尺度得点及び数学的思考スキルテス ト得点
(偏差値)と「数学」の中間テス ト得点との相関係数(r)
1回目     2回目     3回目
(N=98)    (N=99)(N= 5)
0.218*
数学的思考スキル尺度得J点
0。263*  0.203+(SS)
数学的思考スキルテスト(偏 0.532** 0。603** 0.630**差値)(ST)
r(ss_sT)     o。135   0。328** 0.244*
**p〈.01,*p〈.o5,十p〈.10
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数学的思考スキルテス トは3回の測定のいずれの回においても中間テス トとの間に中
程度の相関がみられた。また、数学的思考スキル尺度はいずれの回においても弱い相関
を示した。数学的思考スキル尺度得点と数学的思考スキルテス ト得点の相関は、2,3回
日は弱い相関を示 したものの 1回日
｀
は無相関であった。また、チームA、 チームBごと
の相関を見ると、チームAでは数学的思考スキル尺度と数学的思考スキルテストの間に
1回日は相関は見られないものの、2回日3回目において中程度の相関が見られるよう
になった (表8)。以上の結果より、中間テス トの妥当性を仮定した上で、これを基準と
した場合、数学的思考スキル尺度と数学的思考スキルテス トの基準関連妥当性はあるも
のと判断された。
表8チー ムごとに見た数学的思考スキル得点と中間テスト得点との相関係数(r)
数学的思考スキル尺度体得点
(SS)
数学的思考スキルテスト
(偏差値)(ST) r(ss_sT)
1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2E]日   3[]目
チ■ムA  O。303* 0.338** 0.218*   0.563** 0.526** 0,728**   o。16  0.421** 0.401**
佃=4つ 佃=40 佃=40 綴=4つ 佃=40 佃=40 伸=4つ 佃=40 佃=40
チーム]B   o.246*  0.057  0。118   0。5 3** 0.667** 0.542**   o.104  0.224*  0.067
1N5D CN 5D IN 5p rN 5D幅D llN-5D IN 5D薇勇5漏 墓3
**p〈.01,*p〈.o5
2.数学的思考スキル測定尺度得点の分析
数学的思考スキル尺度 (16項目)の全体得点の平均値は、1回日、2回目に比べ、3
回目はチームA,B共に極端に低くなっていた。また、3回目の「数学的思考スキル尺度」
の回答の直前に行った「数学的思考スキルテスト」の解答に対する自信度 (あなたの出し
た答えは正しいと思いますか?)は他の2回に比べ低かった (「正しい」に○をつけた生徒の割合
1回目50%,2回目44%,3回目37%)。6割強の生徒に持たれた失敗感は、3回日の数学的思考
スキル尺度の回答に、マイナスの影響を及ぼす可能性があると考えられた。そこで本分
析では3回目を除き、1,2回目の数学的思考スキル尺度得点を、チームAt Bそれぞれ
において比較した (表9,図11:図12)。なお、4つの数学的思考スキル尺度の得点は
それぞれ4項目の評定値を加算して求めた。
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表9チー ム別にみた数学的思考スキル尺度得点の時期別平均点とSD
1回目   2回目 t値
平均 56。72  59。87??
?
?
チームA
(N=47) t=2.85**10.1710.06
チームB
(N=50)
平均 56.58   58。14
8.48 8.06t=1.42 nos.SD?
?
?
?
?
?
? チー鳳
(N=47)
平均 14.89   15。49
3.14 2.84t=1.65 nos.
チームB
(N=50)
平均 14.62   15.20
2.92 2.65t=1.55 nos.?
?
?
?
?
?
? チーM
(N=47)
平均 14.47   14.96
SD 3.11 2.67t=1.30 nos.
チームB
(N=50)
平均 14.88   14.52
2.56 2.51
t=0。78n.s.
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
チームA
(N=47)
平均 14.96   15.66
SD 3.04   3.00t=1.72 
†
チームB
(N=50)
平lナ旬   14.5815。32
SD 2.81    2.63t=1.83 +?
?
?
?
?
?
?
?
?
チームA
(N=47)
平二J旬   12.40   13.77
2.97 3.71t=2.57*
チームB
(N=50)
平均 12.50   13.10
2.70 2.84
t=1.39 nos.
?。
??
??
??
??
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
**p〈.01 *pく。05 +p〈。10
チームA
翻1回目
餞2回目
チームB
翻1回目
曇2回目
'オpく.01
チーム別に見た数学的思考スキル尺度
全体得点の時期別平均値
チームA チームB
図 H
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チームA
目1回目
国2回曰
チー ム8
颯1回日
麟2回目
'pく.05, ヤpく。10
図 12チーム別に見た4つの思考スキル尺度得点の時期別平均値
全体得点について、チームBにおいては時期による差を認められなかったが、チーム
Aにおいては2回目の平均値が 1回目に比べ有意に高かつた。また、4つのスキルのう
ち、「筋道を立てて考える」スキルの得点は、チームAでは 1回目より2回目の方が有
意に高かった。「情報を活用 して考える」スキルの得点については、どちらのチームにお
いても2回日の方が高い傾向が見られた。チームAでは他の2つのスキルでも、平均値
は相対的に上昇 していた。
3.数学的思考スキルの測定テス ト得点の分析
数学的思考スキルテス トの偏差値平均を、時期ごとにチームA、 B間で比較 した (表
10)。チーム(2)×時期(3)の2要因の分散分析を行つたところ有意な交互作用は見られな
かつた (F(2,90)=1.02,nos。)。
次に、各回ごとにチームA,B間の平均値の差を比較 したところ、1回日、2回目にお
いてはチーム間に有意差は見られなかった。 しかし、3回日の平均値はチームAがチー
ムBより有意に高かつた。
表10チームごとにみた各回の数学的思考スキルテス ト得点の偏差値の平均点とSD
1回目 2巨]目 3回目
平均   SD 平均   SD   平均   SD
チー ムA
(N=43)
チームB
(N=49)
2.34*
51.64  10,39   50。7 9.90    52.53  9.92
48.56  9.63   49。31  10.24   47.78  9。74
‐29
t値 1.49 nos. 0。71n.s.
*pく.05
4.グループにおける数学的スキルの使用の変容
プロジェクト実習 。改善実習を通して、毎時間何らかの形で行われたグループ学習の
録音記録の中から、両実習の間メンバー構成が全く変わらなかった5つのグループにつ
いて、プロジェクト実習開夕台時 (1回目 (巻末資料9指導案本時案4:乗法2/5))、プロジェ
クト実習終了時 (2回目 (巻末資料9指導案本時案14:活用2/2時差))、改善実習終了時 (3
回目 (巻末資料14指導案本時案13:活用 文字式))の3回の会話を文字化しその分析を行つ
た (表11)。この表には、グループ間の会話で数学的思考スキルがどの程度使用されて
いるかを、使用回数と、全体に対する使用回数の割合を数値で示した。また、これら4
つの数学的思考スキルの使用が課題解決に役立てられているかどうかを、会話記録や生
徒が記入したホヮィ トボー ドの記録などから読みとり、課題解決に役立てられている順
に◎、o、 △、×で表した。さらに、グループ内での相互作用の結果として、多面的検
討や試行錯誤がなされた場面や、課題解決への転換のポイントとなった発言も記録した。
数学的思考スキルの使用度は、相対的には1回目より2回目または3回日の方が高く
なってぃた。特に、2組1班、3組4班については時期を追 うごとに4つのスキルのど
のスキルも使用の割合が高くなっていた。そしてそれにともなって、与えられた課題が
解決できるようになっていた。3組3班と3組5班は数学的思考スキルの使用の割合は
高くなっているが、スキルの使用が直接課題の解決に結びついていなかった。また、グ
ループ学習の過程で、試行錯誤する場面は2,3回日には必ず表れているが、1回目は 2
つのグループのみであった。課題解決のための多面的検討は 1回目より2,3回日に行わ
れている。さらに課題解決に近づくための転換のポイン トが、教師による発問以外に、
他のグループの発言や、グループ内の生徒の気づきによるものである場面がいくつか見
られた。(表11 2組班2回目「38:東京と比べていこぅよ。→42:どのくらい離れているか考
えればいいんだよ。42:前の日なんでしょ。夕飯食べ終わったばかりなんだよ」,3回目 「42:この
はじをさ、囲んだやっをやって、」,3組4班 3回目「49:マイナス5だよ。・・。これによリイメ
ージがはつきりした。→76:だからこっち+5に・・・」,3組5班2回日「86:なんかさあ、1班の
やつ見本にすればいいんじゃない。→85:うん、日本を基準にしよう。」)
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4.1796
×
単純なわり算
xの意味
間跳 読みとり
花壇のイメージ
わり算
T:1番目に狭いのって、花壇の
面積のここだよ。→78正方形
だか悦 →77こだったら20×
20、1番目の問題もまちがえて
んじゃね。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
4Jl識のみで「な
ぜ」は考えられ
ていなし、
33[コ
21.29%
△
9E]
5.81%
×
4回
2.5896
×
0[コ
0.00%
×
?
?
?
?
?
?
?
?
S76
S79
S83
95
53
45
発表後、他の現
の指摘により正
澪
34回
17.62%
◎
19回
9.84%
○
14回
7.25%
△
8回
4.1596
○
26時間前の出
し方
26時間前は何時か
出す方法。
発表後、他の班より「時差は考
えなくて、計算の中に入つてレ｀
ますか」→T:どこの6/9のH
時ですか?→79:時差考えて
?
?
?
?
?
?
?
?
?
Э合ってる
②合ってる
Эもう少し
106[コ
30,90%
◎
38回
11.08%
O
45[コ
13.12%
◎
21[コ
6.12%
◎
〕0分の扱し、
まじきの表の使
′ヽ方。
30分の考え方。
①答えの出し方
②2時間半後の表し
方、計算の仕方。
49:マイナス5だよ…・。これに
よリイメー ジカ■まっきりした。→
76:だからこっち+5に・…
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
54
72
ゲームのフレー
ルを使って考え
られていなし、
25[コ
14.71%
20回
11.76%
∧
3回
1,76%
×
16回
9.41%
△??
?
?
〓
?
?
?
ンクフレ〇
後は全てできて
いなレ、
60[コ
18.24%
△
36[コ
10.94%
×
34[]
10.33%
△
13回
3.95%
×
当7/1、話がかみ合つ
ていなし、
86:なんかさあ、1班のやつ見
本にすればいいんじゃなし、
→85:九、日本を基準にしよ
9.
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
??
?
?
??
①②途中 27ロコ
8.36%
×
45Fコ
13.93%
△
33[コ
10.22%
△
35匡コ
10.84%
△
イメー ジを回む
ために状況を
話 し合うところ
で、いくつかの
場面を出してい
る。X割ヒう式の
意味。
行きに2時間力勁 っヽた
ときの速さについて。
Xを使うことについて。
T:そしたら、どんな絵?84:
やつぱりこうだったんだ。(前半
に言っている。(どっちが長い
か分かるね)
注 1 内容は行った授業。乗法2は乗法の授業の2時間目。時差 。文字式の下につけた数字は、取り組んだ課題の番号である。
注2:「スキル使用度」の数字で1回目より、2回目・3回日において割合が増加 してぃる
注 3:「課題解決の様子」の①②等の数は課題中の小間の番号を意味する。   `
注4:「転換のポイント」のTは教師の発言、数字は生徒の番号を示す。
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ものを太字で表した。
表 12は、プロジェクト実習から改善実習にかけて1人でもメンバー変更が行われた
グループ7について、改善実習の開始時 (改善2(巻末資料14指導案本時案2:文字式の表し
方2/3))、改善実習終了時 (改善 138(巻末資料14指導案本時案13:活用 文字式))の会話の
分析の結果を示したものである。メンバーの変更は改善実習の最初に、8つのグループ
で行った。そのうち5つのグループは1っのクラス全体で編制をし直し、3つのグルー
プは1,2名のメンバーを入れ替えた。ここでも、4つの数学的思考スキ′レの使用が課題
解決に役立てられているかどうかを、会話記録や生徒が記入したホヮィ トボードの記録
などから読みとり、課題解決に役立てられている順に◎、〇、△、×で表した、これに
よるとここでも、改善2より改善 13の数学的思考スキルの使用が、課題解決に役だっ
ていた (スキル使用度の欄参照)。
また、それぞれのスキルごとに改善2と改善13を比較してみると、「頭の中で考える」
スキルについては、全てのグループで課題解決へ役立てていく方向に変化していたのに
対して、「頭の外で考える」スキルは1つのグループ、「情報を活用 して考える」スキル
は4つのグループに課題解決に役立ってぃるとはいえない傾向が見られた。「筋道を立
てて考える」スキルは、5つのグループで課題解決に役立つ方向に変化していたが、3
つのグループは変化なしであった。グループ学習時の試行錯誤は改善 13では1つのグ
ループを除いて全てのグループで起こちていた。(1組1班はやり直す場面はあったが試
行錯誤とまでは言えない状態であった。)
5。 個人における数学的思考スキル使用の変容
2つの実習期間を通して、メンバー構成が全く変わらなかった5つのグループにおけ
るグループ学習 (3回設定された課題解決場面)時の分析をもとに、これらのグループ
に属する生徒 17人それぞれの、4っの数学的思考スキルの使用割合 (個人の全発言にし
めるそれぞれの数学的思考スキルの割合)を算出した (表13)。
「その他」の割合が全ての生徒において1回目より2,3回日の方が低くなっていた。
「頭の中で考える」スキルは最も多く使用されていたのに対して、「筋道を立てて考える」
スキルは発言の10%に満たない場合がほとんどであった。「頭の外で考える」「情報を活
用して考える」スキルについては、個人差や課題の特性によりその使用の割合にかなり
差があった。                            ・
7改善実習中盤 (改善実習授業8時間目)にメンバー変更をした2つのグループについては、2回日と
比較する授業の期間が短いため、分析から除外した。8表9で示した3回目の授業と表 10の改善 13の授業は同様のものである。
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表12グループ学習時の会話内容をもとに判定した実習期間でメンバー変更を行ったグループ内での
数学的思考スキルの使用頻度とグループ内相互作用の時期的変化
班
?
?
?
? メン
バ ー ー
?
? 課題解決の
様 子
スキル
[頭の中  12頭の外
使用度
13倍螂の活用14館措
"寺
タト プ学習
多面的検討1  試行錯誤  1  転換のポイント
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
??
?
?
??‐
??
生間中1問不
正角子4/x×
正しくはx/4
× × △ ×
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
??
??
??
150
49
74
1,7
∪有えた
が、まちが
い。
△ △ × なされていな
い 。
3を考えるときに、
′｀くらかやり直して
′ヽる。
「:真ん中は峠にあるとは限ら
いいんだよ。→5:つてことは下
,の方が長かつた。→6:帰りは
下りの方が長いから、
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
】????
??
?
??
?
??
正角旱
問題作りもし
ている。
△ △ ○ △
1/1200か1200/a
りヽこついて、表を
吏つて考えた。
?
?
??
?
?
?
?
?
?
514
315
1ヽ7
119
69
121
D②どちらt
途中 ○ ○ △ △
いいた図から
面積を出う~
た作り
5000+130計算
レンガ9個の図から
面積を出す
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
? ?
?
‐?
?
??
?
最後の問題
やっていな
い
× ○ ○ × 1/xかx/“、 R相談して(特に2度日)
?
?
?
?ー
?
?
?
?
?
?
????
?
16〔
2[
13乏
,1
①最終的に
正解
②正解 ◎ ◎ ◎ ○
乏使う式の作り
九 答えの表し
方。
①の翅」う式、帰納
的に考えているの
で、式との整合性に
苦労している。
〕:19×Aの人分で、×9
じゃん。→これで、全員に
式の意味が理解できた。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
? ??
?
? ‐?
6(
5[
欠席
三角7
欠席
△ △ ○ × 単位の付け方。K/4か4/xの検討。
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
??
17(
12[
Э速さ
Э途中 ○ ○ △ ×
場面状況の理
解
②で高速道路
問題文の読み解き整
]雪E。
得られた数値は道の
りか時間か
T:時間分かつているんじゃなし
の。→16:時間分かつているん
だから速さだけでいいんじゃな
いの。卜につ いて
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
??
51
54
欠席
E解
湯題作りもしてい
う。
欠席
○ △ ○ ○
?
?
?
?ー
課 文
題 字
3式
Sl
S10
Sll
?
?
‐??
?
??
Э完ぺき
ЭほぼできてZ
Эまだ
◎ △ ○ ◎
問題の把握場
面、時間の表し
方
問題文の理解過程で
まちがいに気づかず
進んでいて間違いに
気づいた場面
T:こうすけ君とよしてる君は一
緒に出発しているの?→10:基
準になる時間が間違つてまし
た。→1:プラス10
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
345
S47
348
350
?
??
??
??
正解 △ × ◎ ×
「 :もう一回言つてとかゆくつり
言つてとか言って、
→48:が参カロできるようになっ
た。
?
?
??
?
?
?
?
?
?
345
347
548
〕50
85
46
50
152
Dまだ
ら完ぺき
◎ O ○ ○
`の
意味、なか
なか正しく捉え
bれないので、
′ヽろいろ考えて
ハス_
るい乗の意味、課
題に合わせる。
Kの意味の検討。
T:鵠る君が例え|力人に連絡
したら、AはBに何人に連絡す
るの?→48:9人亀
50:1人9 じゃん。それが9人
いるんだよ →式に展開
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?????
??
?
??
?
??
正角旱 △ △ ○ × x/4カ4/x
T:分からなかったら絵か きヽな
さし、→絵都 きヽ1401mlのイ
メー ジ枷 んだ。
?
?
??
課 文
題 字
1式
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
? ○ ◎ ○ ○
速さをたしてしま
うの力、Xなの
う、それがまち
うヽ とヽ気づいた
ちとの状況をつ
いむ場面
速さを足したり、かけ
たり。間違いと分かっ
て状況わ かみなお
している。
T:全部が一本だとする
と、・¨…51:反対じゃれ 51:
どうせ同じじゃん。行きと帰りは
往復なスンだから。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
????
?
??
I角7 ○ ○ ○ ○
140kmの扱い
単位の付け方
49:これ答えじゃないよ。
→残りだと分かる。
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
??
??
22
206
195
①②完ぺき ◎ ◎ ◎ ◎
問題文の理
解過程で少
し。
問題文の理解過程で、
52と49が会話すること
により、試行錯誤睦 ガ
ら正しし龍握につなげ
た。
52:でも高速道路で速さ変
わるか呪
注1:内容は行つた授業。改善2は改善実習の2時間目。改善 13は改善実習の13時間目。改善 13は表9の3回日と
同様の授業である。文字式の下につけた数字は、取り組んだ課題の番号である。
注 2:「課題解決の様子」の①②等の数は課題中の小間の番号を意味する。
注 3:「転換のポイント」のTは教師の発言、数字は生徒の番号を示す。
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表 13グループ学習における時期別個人の数学的思考スキルの使用の割合
?
?
?
ー
?
?
ー
?
全発言回数
分析の時期(回日)
1 2 3
生 И
 世頭の中        頭の外 その他
分析の時期(回日)     分析の同暢(回日)    分析の時期で回日)    分析の時期(回目)123 123 12o 123
17  36  8211.813.926.80.o8■塁 5.92.83.70.o4o.082 4 72.2 65.9
32  90 1o918.8 24.4 34,9     3.1  144  曇     3.1  10.0  10.1    3.1   5.6  6.471 9 45 41 3
2-l s417  12  210.0   0.0  33.3     0.o  ,50   4」塾    o.0   8.3  14.3     0.o   o.0   0.010 0 66.7 47.6
32 167 19918.828.140.7 3.1曇 曇  15.6 7.2 7.0 0.o 6.0 7.062.5 42.5 39.7
88  305  4115.924.336.0 2.31月l L6 8.0 7.5 7.5 1.1 望  曇 72.7 47.9 45.7
50 122 15026.0  23.8  120    28.0  27.0  20.0     4.0   8L2   2■1    4.0   6.6   9.338.0 34,4 31.3
42 111 20526.2  18.9  405     9.5  'S'  176     4.8   5=生   4.4     4.8   2,7   曇 54.8 47.7 31.7
6  56  6716.730.435.8  00堕 17  o.o l.8 9.O  o.o 8.911.983.3 26.8 25.4
98  289  4225.5  232  167    18.4  曇 lR A  4,1   5.9   6.24.1 5 5 8.148.0 38.1 30.6
74 128 23518.910.929,8 12.2 1R R 9.4 9.5曇 9_80.0  ■■  鯉 59.5 51.6 44.3
S78 44 104 11625,0 11.5 119 11.411.512.1  13.6型 12.10.0   1,9   4.350.0  54.8  307
3--3s8145  82 12611.1 9,8214  o.o 曇  塁  2.2 1R A 曇 0.0    匹     o.o 86,7  61 0  667
20  11  2715.0 36.4 40,7     5.0   0.0  11 l     o.0   興    o.o0.0    0.O    o.o80 0 54.5 48.1
全体  183 325 50418.O H.7'RR 8.2製曇  7.7160 曇 0.0   4.0   4.266 1  55,1 49.0
53  95 16418.920.027.4  7.5147里1.9 し 318.30.0   7.4   8.571,7 51.6 30.5
56  53  6617.920,836.4 8,9 5.7 6.1 3.6興 曇 0.0   1.9   7.69  60.4 42.4
46  45 113     28.3   8.9  127    o,o   4.4   8.0     2.2   4.4   8.80,0   0.0   1.869.6  82.2  4R7
全体 15519334321.3 17.6興 5.8 9.811.1  2.6 7.313.10,0 4.1 6.170.3  61.1  38.8
54  90  8118.5   13.3   9.9     18.5   8.9  12.3     1.9  1o.0  14.81.9  1.1  鯉 59.3  66.7  16R
72 123 1279.7  '20   8.7     9,7  14.6  15,0      1.4  11 4   8_Z19.4   8.1   11.859 7  430  興
44116115田218.1 7.9 6.8 8.613.9 2.3 曇 塁 2.3    1.7   13 070.5 62.1 57.4
全体  170 329 32314.7  :R2   8.4   11.8  10.9  13.9      1.8  101  10,9.4   4.0  曇 62.4  561  5LZ
注1全発言回数を除き、スキルごとの数値は%で示す。%は個人の全発言数に対する該当するスキル (その他)の
割合。
注2:太字で表された数字は 1回目→2回目→3回日と割合が高くなつているもの (但し、その他については割合
が低くなっているもの)を示した。
注3:下線部のあるものは1回目より、2回目,3回目において割合が高くなっているもの (その他については低
くなっているもの)である。
6。 グループでの数学的思考スキルの使用と課題解決に関する相互作用との関連
表 11、表 12で示 したスキルの使用度の◎、〇、△、×をそれぞれ 4点、3点、2点、
1点に得点化し数学的思考スキル使用度得点とした。さらに、多面的検討や試行錯誤に
ついても会話分析をもとに、起こった度合いを4点～1点の間で得点化し (4点:複数の
場面で何度も起こっている、3点:1つの場面で何度も起こっている、または複数の場面で1,2回起こ
つている、2点:1つの場面で1,2回起こっている。1点:起こっていない)、 それぞれの起こり方
得点とした。表 14は得点化をもとに、グループ単位で見た各回の数学的思考スキル使
用度得点の平均値を比較 したものである。なお、表 11で示 したメンバー変更をしなか
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つたグループは、会話分析を3回行っており、表 12で示 したメンバー変更をしたグル
ープの会話分析の2回に合わせるため、メンバー変更をしなかったグループは1回日と
2回目の平均を求め、3回目と比較した。また、メンバー変更を行ったグループについ
ては改善2と改善 13を比較 した。これによると、スキル使用度全体得点 (4つのスキル
の合計得点)は、2回の平均値の間に有意差が見られた。4つのスキルそれぞれに見る
と、「情報を活用 して考える」以外の3つのスキルはいずれも有意な差が見られた。
表 14グループ単位で見た各回の数学的スキルの
使用度に関する平均値の比較
(1回目+2回目)/2
改善2
3回目
改善13 唯
?
?
?
?
?
?
全体得点
頭の中で考える
頭の外で考える 平均値   2.00
11.31
3.23
t==3.36**
t=3.87**
t==3.44**
2.77
0.93SD 0.68
df-12     **p〈0.01
また、表 15は、グループ単位で見た各回における多面的検討の起こり方得点と、試
行錯誤の起こり方得点の平均値を比較したものである。多面的検討の起こり方得点、試
行錯誤の起こり方得点のどちらについても2回の平均値の間に有意な差が見られた。
表 15グループ単位で見た各回の多面的検討の起こり方
得点と試行錯誤の起こり方得点の平均値の比較
m覗疹ロン2 縄l  t輌自
多面的検討  干翌値  1.31     3.15
情報を活用して考える 平均値   争9,       そ.92     t=0.12n.s.SD    o。77        o.95
_筋三年
立て
下
考える 平均値   :《      〔|::     t=3.09**
夕四Fり梗ヨ]  sD   6::う     5:35    t=7.61**
試行錯誤 二塁「 網  }“  t=ュ H料
平均値
SD
8.62
2.
・35‐
d←12     **pく0,01
次に、数学的思考スキル使用度得点と多面的検討の起こり方得点・試行錯誤の起こり
方得点との相関について検討した。多面的検討の起こり方得点と試行錯誤の起こり方得
点との相関係数はr=o.814という高い相関が得られたが、多面的検討と試行錯誤は概念
的には別々にとらえられる項目であり、会話分析などの実態を踏まえたうえでそれぞれ
の関係をとらえることとし、これを表 16に示した。スキル使用の全体得点と多面的検
討の起こり方得点・試行錯誤の起こり方得点との間には中程度の相関がみられた。また、
4つの思考スキルのうち「情報を活用して考える」スキル使用度得点と多面的検討の起
こり方得点との間は無相関であったが、それ以外の3つのスキル使用度得点と、多面的
検討の起こり方得点・試行錯誤の起こり方得点のいずれの間にも中程度の相関がみられ
た。
表 16数学的思考スキル使用度と多面的検討の起こり方
得点 。試行錯誤の起こり方得点との相関係数 (r)
多面的検討 試行錯誤
全体得点 0.538**  0。603**??
?
?
?
?
頭の中で考える
頭の外で考える
情報襦 用して考える
筋道を立てて考える
0.604**
0.521**
0.128
0.481**
0。600**
0.647**
0.493**
0。493**
N=26 **p〈0.01
図 13～図16は 改善実習終了時 (巻末資料14指導案本時案13:活用 文字式)のグルー
プ学習時の会話を、4つの数学的思考スキルに対応させ、グループごとに時系列的に示
したものである。分析対象としたグループは課題を解決できたグループと、解決に至ら
なかったグループから、それぞれ特徴的だと思われるグループを2グループずつ選定し
た。
図 13‐1,図13‐2,図13‐3は課題解決に至ったグループ、3組1班における会話の流
れを示したものである。はじめ、課題文の情報を間違って受け取つたり (会話番号 15
～23)、勝手にyという使つてはいけない文字を使って考えて (会話番号52～60)レヽた
が、図を正しくかいて (会話番号67～80)、その中から必要な情報を取り出す (会話番
号86～99)ことで、順序立てて考えることができるようになっている。その上で、何度
も試行錯誤を繰 り返し (会話番号 100～117)、また、図に戻つて検討している (会話番
36‐
号 118～140)。ここでは文字を使い演繹的に解決 している (会話番号
が、自信のなかった解答が正 しいことを、既習事項の 「代入」を使 う
179)ことで確認 している。
143～157)のだ
(会話番号 159～
?
?
?
?
?
?
?
＝
＝
?
1 3 4
注 :先頭の数字は会話番号、そのあとの数字は生徒番号、Tは教師を表す。
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図 14・1,図14‐2も同じく課題解決に至ったグループ2組5班の会話の流れを示した
ものである。S52の情報の把握のまちがいをS49が指摘する形で、お互いに必要なイメ
ージが頭の中に作られている (会話番号 16～34)。また、情報と図が整理されて全体像
が見えている (会話番号 52～58)ので、順序立てて考えられて (会話番号29～80)い
て、既習事項を使用して必要な事柄を見いだす (会話番号55,59,60,63,77～79)
こともできている。4つの数学的思考スキルを無駄なく適切に使用している。しかし、
ほとんど試行錯誤がなく、会話がS49とS52の間だけで進められているので、S40の発
言がほとんど見られない。解答が得られた後、S49とS52が何度も繰 り返して、S40に
理解を深めるための説明をしている (図14‐2最後)。
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図 14-2数学的思考スキルとの関連でみたグループ学習時の会話の流れ (2組5班)
次に、課題解決に至らなかったグループの会話の流れを示す。図 15‐1,図15‐2,図15‐3
は3組2班の会話の流れである。前述した 2‐5班と同じ課題であるが、一見して「頭の
中で考える」スキルの使用が多いことが分かる。「何が求められるでしょうか ?」 という
課題に対 して、文章の中から得られる事柄にしか思考が及んでいない(会話番号 17～20,
84,123～128)。ここでは、問題文の状況を適切な図に表 し、必要な情報を書き込んで
いくことで、問題文からだけでは分からない事柄を求めることができるのだが、「頭の外
で考える」「情報を活用 して考える」スキルがうまく利用されていない。また「筋道を立
てて考える」スキルもほとんど活用されていない。後半、ア ドバイスによりやつと適切
な図に表し (会話番号 133～145)考えを整理し (会話番号 154～162)、S70が正答を
つぶやく (会話番号 168,169)のであるが、これは他のメンバーには伝わらず終了し
ている。
数学的思考スキル との関連でみたグループ学習時の会話の流れ (3組2班)
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図 16‐1,図16‐2,図16‐3もまた課題解決に至らなかったグループ3組5班の会話の
流れを示 したものである。ここでは、4つの数学的思考スキルは、バランス良く使用さ
れているように見えるが、課題文の内容から必要な情報をうまくくみ取れない (会話番
号8～22)ために、内容を正 しくイメージできず、図に表すこともできていない (会話
番号 25～32)。したがって、順序立てて考えることも難 しくなっている (会話番号42
～58,83～91)。この課題文では会話の中だけでなく、会話の後に、この課題を解決す
るためのヒン トが幾つも示されているのだが、それを必要な情報と受け取ることができ
ていない (会話番号 149～173)ことがわかる。
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図16-2数学的思考スキルとの関連でみたグループ学習時の会話の流れ (3組5班)
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図 16-3数学的思考スキルとの関連でみたグループ学習時の会話の流れ (3組5班)
7.数学的思考スキルテス トの解答時における数学的思考スキル変容事例の分析
図 17,図18は、チームAにおける1回目 (プロジェクト実習開始時)の「数学的思
考スキルテス ト」の得点偏差値を高点1贋に並べ、その上位群、中位群、下位群それぞれ
3人ずつの、その後の「数学的思考スキルテスト」得点の偏差値と、3回の「数学的思
考スキル尺度」得点の結果である。これらの結果と授業者Aによる観察をもとに、それ
ぞれの群の3人のうち特徴のある生徒を1人ずつ選定し事例的に分析した。選定した生
徒は次の3人であつた。
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生徒 S49:上位群の中では 1回目の偏差値は一番低いものの、「数学的思考スキル尺度」
の得点は最も高い。3回目も他の2人の「数学的思考スキルテス ト」得点と、
「数学的思考スキル尺度」得点がともに下降しているにもかかわらず、どち
らも上昇 している。授業の中では目立つ方ではないが、大事なときに重要な
発言をすることができる。
生徒S42:中位群の中では「数学的思考スキル尺度」の得点が他に比べてかなり低い。
2,3回目も得点はほとんど変わらないが、他の2人が3回目の「数学的思考
スキル測定テス ト」で偏差値が下がつているにもかかわらず、この得点もま
たほとんど変化がない。授業の中ではほとんど日立たないが、豊かな発想を
持っていることを感 じさせる発言がある。
生徒S77:1回目の「数学的思考スキルテス ト」の得点偏差値は最も低い。 しかしなが
ら、2,3回日では偏差値が急激に上昇 している。また、「数学的思考スキル
尺度」得点も2,3回日で大きく上昇 している。授業の中では、計算力がな
いので苦労しているが、注目すべき発言が時々ある。
数学的思考スキルテス ト1回目の得点 (偏差値)
上位群 。中位群・下位群各3人の偏差値の変化
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これら3人の課題解決時の数学的思考スキル使用の様相を「数学的思考スキルテス ト」
の解答欄への記述をもとに分析した。
S49の場合
図20のS49は「数学的思考スキルテスト」への解答に際し、1回日からきちんと図
に表して考えている。特に1回目問1では、数を段に並が、見やすく整理している。「頭
の中で考える」スキルが適切に使われている。それに対して、1回目問2のカレンダー
問題では、カレンダーをかいてみたものあ、曜日の情報を取り入れて順序立てて考える
ことができていない。「筋道を立てて考える」スキルがうまく使われていないものと考え
られる。しかし、2回目の間1では「1から9までの和→45、45+3」というように式化
して考えている。また、3回日の問 1、 間2においては問題文の内容を適切に図に整理
できている。このようにS49は4つの数学的思考スキルを適切に使用することができて
いるが、回を追うごとに、それらを無駄なく正確に使用している。このことは、グルー
プ学習における会話の中にも表れており、前述した図 15‐1,図15‐2の中で、S52に対
して必要に応じてまちがいを訂正しながら、自らもS52の発言に反応することで、「頭
の中で考える」スキルイメージを的確につかみ、「筋道を立てて考える」スキルの使用に
つなげている。
S42の場合
図21のS42は1回日、「①この問題を読んで思ったことを書いてください。」に対し
て、「ながくなりそうでめんどくさい。(問1)」「よくわかんない。(問2)」などと記入
しているが、「③あなたの出した答えは正しいと思いますか。」に対して、「ひさしぶりに
あたまがかいてんした気がしたから。」と記入した。面倒、分からないと書いているわり
には、考え方欄に図や絵をかいており、「頭の外で考える」スキルを使うことができてい
る。S42はグループでの会話の中でも、重要な情報を整理して発言したり、じっくり順
序立てて考えて発言し、それがグループの課題解決の転換のポイントとなることもあつ
た (図23発言番号 3.7。9)。「グループ学習における時期別個人の数学的思考スキルの使
用の割合」では、「筋道を立てて考える」スキルの発言率が、1回日は0%であったのに、
3回目に11.9%となっており、このスキルについては、十分に使用できていると考えら
れる。しかしながら、本人の「数学的思考スキル測定尺度」においては、1,2,3回目
どの回も得点が低かつた。
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S77の場合
図22のS77は1回目の「数学的思考スキルFn5題」では、ほとんど「考え方」欄が自
紙の状態で、「①この問題を読んで思ったことを右の吹き出しに書いてください。」では、
「だるそう (問1)」「どうかんがえていいかゎからない (問2)」「ややこしそぅ、やる
気がうすれてくる (問3)」 と記入している。はじめからやる気が見られず、「考え方」
欄も問1は空欄、間 2、 問3も問題を解くために工夫している様子はなかつた。ところ
が、2回日のテス トでは、「①」の設間に対して「できそうな予感がする (問1)と書き、
3間とも「考え方」欄に試行錯誤した跡が残っていたり (問1)、説明が整理して書かれ
ていたり (問2)、計算が書かれていたり (問3)している。「頭の外で考える」スキル
が使えるようになってきている。3回日も同様に「考え方」欄には思考の様子が書いて
あり、問 1と問3では図に適切な説明も加えられている。「頭の中で考える」スキルや
「筋道立てて考える」スキルが使用できているものと考えることができる。
グループ学習時の会話では、4つの思考スキルの使用の割合は、上昇傾向にあるとは言
えないが、グループ内での発言の回数が飛躍的に増えていた。
1.S77:え―と、あの、マ ドリー ドが8時でモスクワに着いたのが3時。時間差が2時間で、
あの―、8時に出発したときにモスクワはすでに10時だから、
2.S77:書いておこう。10時で、こっから、3時までずっと計算 していったら5時間で。
3.S78:わかった。
4.S77::つまり、ここは5時間になる。
5.S77:モスクワに 16時で7時
6.S81:4時に出発 して日本朝の7時。
7.S78:12時じゃん。
8.S77:日本
“
ま12口寺
9,S78:5時間差
10.S78:モスクワを出発するのが4時、そこから、
11.S81:着くのが朝の7時(数えてる声)
12.S78:こっちは朝の7時じゃん。
13.S77:15, 101寺間。
14.S77:えっと、書いていい?
15.S77:めんどくさいけど、こうやって書かないとわかんないんだよ。
16.S77:10時間。
17.S77:一個ずつ、4時に出発 して 7時に着くんでしょ。
18.S77:ここまでの過程を書いていって、ここの 1時間 2時間3時間・・・て 15時間になっ
て、時間差は5時間で、
注 :図中先頭の番号は発言番号、Sは生徒番号
図 19プロジェクト実習終了時活用2/2時差の授業における 3・3班のグループ学習の会話よリー 部抜粋
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特に3回日 (改善実習終了時)は、同じグループの他のメンバーの2倍以上発言 してい
た。さらに、プロジェク ト実習終了時 (巻末資料 9指導案本時案14:活用2/2時差)のグル
ープ学習の会話記録の中に、図 19の場面がある。
ここで見ると分かるように、S77は問題文の必要な情報を取り入れながら順序立てて説
明をしている (会話番号 1)。その後、図にかいて説明しているのであるが (会話番号 2,
4,5)、この説明が図を使って丁寧に行われている。そして、自分でも説明しながら納
得するために、「めんどくさいけど、こうやって書かないとわかんないんだよ (会話番号
15)。」という発言があり、情報を整理して図に記入していた (会話番号 18)。
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図 20S49の「数学的思考スキル測定テスト」の解答 (1.2.3回日)
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図 21S42の「数学的思考スキル測定テス ト」の解答 (1.2.3回日)
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図 22S77の「数学的思考スキル測定テス ト」の解答 (1.2.3回日)
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8.試行錯誤・多面的検討と課題解決との関係
(1)課題解決へとつながったグループの例
改善実習終了時 (巻末資料 14指導案本時案13:活用 文字式)の2組2班は課題番号5(巻
末資料 16)に取り組んだ。これは花壇を作るために使用したレンガの数を求め、そこから
花壇の面積を考えていく課題であった。このグループははじめ、花壇のレンガも含めた外
側の面積を考えるのであるが、「花壇の面積」力｀レンガを含まない内側の面積であるという
ことが分かる。そこで、はじめ考えた外側の面積から使用したレンガの面積を引けばいい
ことに気づく。しかしxをどのように考えればいいのか、レンガひとつ分の面積を周りの
長さと間違える、などいくつもの試行錯誤を繰 り返すうちに、外側の面積から使用したレ
ンガの面積を引けばいいことをメンバー全員が忘れてしまう。そこで、授業者Aの「白い
面積」という言葉から→S39「そのレンガ分をひいて」。→S42「ここのはじをさ、囲んだや
つをやって。」という発言が課題解決の転換の場面になる (表11,2組2 1JI,転換のポイ
ント参照)。
図23は、このときのホワイ トボー ドに記入した内容であり、図24はこのときの会話の
最後の場面の記録である。それまで数々の試行錯誤と多面的検討を繰 り返してきた3人は、
ホワイ トボー ドの図を使いながら、計算式を作り (会話番号 1～10)、お互いのつまずきや
まちがいを補いながら (会話番号 11～19)、一気に課題解決 (会話番号20～26)へと会話
を進めていく。そして、答えが出た後、S39の「どう、これでいいの?」「これ、あつてる
のかな。」「あってるかだけ知りたい。」という発言になる。最後の振り返 りで、S39「なぜ
の回数、何回あつたんだろう。」S38「死ぬほどあったよ。」S42「無限。」と述べていた。
図 23改善実習終了時 (指導案本時案 13:活用文字式)に於ける2組2班のグループ学習で
記入したホワイ トボー ド
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1.S38:と、まず、こことここを計算して、20×20、
2.S39:600、 ま)?
3.S42:これ引いてから、ここ
4.S39:X+300、400X、あ、引き算だから、足し算の、
5.S39:400Xはこの横の長さ、が2コあって、で、この縦幅が 10だから。横の長さ×縦の長さ。
6S39:そ、この全体をだせるから。
7.S42:あと、これも引かなきゃいけないでしょ。
8.S38:あ、これも引かなきゃいけない。
9.S42:これも、書いとかなきゃ
10.S39:1000, 1000, 1000か。
11.S38:え―と、こことここの面積が400X+200で、こことここの、
12S38:あ、
13S39:200Xでしょ。
14.S38:わかった。
15S39:200Xじゃないの。
16S38:だから、レンガを引けばいいんだから、まず、え～となんだっけ。20X+10かける20X+10
まではいいじゃん。それで、ここ出んじゃん。だね。
17.S38:ここ出たあと、レンガ引けばいいから、使うレンガは4Xって決まってて、え―と、
1コのレンガの面積が、ここ10ここ 20、
18.S39:どっかが、4なんだよ。
19.38:だから、200なの。だから、こっから、200
20.S39:待って、200、いける。いける。1番だけでも。
21.S38:で、 4X
22.S39:20X+10、20X+10、足す?
23.S39:足す-200X
24S38:―-800。 ・ ・
25.S39:800、 8 0かけZ5 ・・ ・
26S39:どう、これでいいの?
27.S38:これでいいんだと思う。たぶん。
28.S39:最初のさ、問題を言わないと何言つてるか分からない。
29.S39:これ、あってるのかな。
30.S39:あってるかだけ知 りたい。
31.S39:なぜの回数、何回あつたんだろう。
32.S38:死ぬほどあったよ。´
33.S42:無限。
注 :図中先頭の番号は発言番号、Sは生徒番号。
図24改善実習終了時 (指導案本時案13活用文字式)における2組2班のグループ学習の会話より (一部抜粋)
(2)課題解決につながらなかったグループの例
図25は、「表9グループ学習時の会話内容をもとに判定した実習期間でメンバー変更を
行わなかったグループ内での数学的思考スキルの使用頻度とグループ内相互作用の時期的
変化」で示した1組1班の改善実習終了時 (巻末資料 14指導案本時案13:活用文字式)におけ
る会話の一部である。
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上S6:こが、ここからここがx
2.S4:Xで、
3.S6:に、 しようね。
4.S4:なんで、ここさ。こっちとこっちの距離が違ったら、おかしいじゃん。
5.S7:違わないじゃん。
6.S4:だから、上りに行くと、まあ、つらいからおそくなるわな。そういうことなのかな。
7.S5:い。や、 そういう 。 ・ ・
8.S7:理論的にはこういうことでしょ。
9.S7理論的には、
10.S6:まあ、そ うだね。
11.S5:だけどさ、峠って山だから、上って下るじゃん。
12.S4」をう」をう、
13.Sな距離は変わらないけどさ、
14.S7:走って帰ってきたんじゃない。
15.T:そうかあ～
16.S4:違うよ。歩いたらって書いてあるじゃないか。
17.S5:走って帰るはないと思う。
18.S4:う～ん、ということは早くなっちゃうんだね。:どぅしても。
注_:図中先頭の番号は発言番号、Sは生徒番号、Tは授業者A
図25改善実習終了時 (指導案本時案 13
1組1班のグループ活動の会話より
:活用文字式)における
(前半一部)
このグループは課題 1(巻末資料 16)に取り組んでおり、これは前半の課題文を把握す
る場面である。
S4の「なんで、ここさ。こっちとこっちの距離が違ったらおかしいじゃん。(会話番号 4)」
という指摘に対して、S7が「違わないじゃん。(会話番号 5)」と返しているのだが、その
根拠は述べられていない。そのあとS4「だから、上りに行くと、まあ、つらいからおそく
なるわな。そういぅことなのかな。(会話番号 6)」と、自分の発言に納得しようとする考え
を述べるが、それにはS5が「いや、そういう (会話番号 7)」という曖味な言葉を返してい
る。さらに、S7の「理論的にはこういうことでしょ。」に対しては、「理論的」の意味を考
えることなく会話は進んでいく。そして、S4の「距離は変わらないけどさ(会話番号 13)」、
S7の「走って帰つてきたんじゃない。(会話番号14)」というように会話は展開し、この課
題の最初のポイントである、『行きの方が帰りより時間がかかるのは、行きは上りの距離が
長かつたから。』には思いが至らず、このA地点、峠、B地点の位置関係の図に結びつける
ことができなかった。
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考察
数学的思考力の形成には、数学的思考スキルの習得と活用が効果的であろうととらえて
本研究を進めてきた。実践の中で生徒に提示し習得、活用を促 してきた4つのスキルは、「頭
の中で考える」「頭の外で考える」「情報を活用して考える」「筋道を立てて考える」であっ
た。「頭の中で考える」とは、「長さ、重さ、広さなどは、その大きさをイメージしながら
考える、文章問題を解くとき状況を思い浮かべながら考える」などであり、「頭の外で考え
る」は「問題を図や表グラフなどにして考える、順を追って一つひとつ確かめながら解い
ている」などで、「情報を活用して考える」は「重要な情報は何か考える、聞かれているこ
とは何なのか考える」など、「筋道を立てて考える」は「○○の場合はどうかなど場合に分
けて考える、同じ形を集めるなど似ているものをまとめて考える」などである。この4つ
の思考スキルは、片桐 (1988)によって述べられた「数学的な態度」に依拠するところが
大きいといえる。
この数学的思考スキルの使用を促す授業の効果として、(1)それらのスキルの習得との関
連、(2)グループ内の相互作用に与える影響についての考察を行う。そして、グループ学習
での数学的思考スキルの使用と課題解決の過程を明らかにしながら、授業での効果を検証
する。
1。 仮説の検討
(1)数学的思考スキルの使用を促す授業と数学的思考スキル習得との関連
まず、数学的思考スキルの習得についての仮説を検証する。「数学的思考スキルの使用を
促すグループ学習を組み込んだ授業はそれらのスキルを習得させる」(仮説 1)に関しては、
次の結果が示された。
数学的思考スキル尺度の全体得点と4つのスキルのうち、「筋道を立てて考える」スキル
の得点が、チームAにおいては2回日 (プロジェクト実習終了時)の平均値が 1回目 (プ
ロジェクト実習開始時)に比べ有意に高かった。「情報を活用して考える」スキルの得点に
ついては、2回日の方が高い傾向が見られた。他の2つのスキルでも平均値は相対的に上昇
していた。数学的思考スキル尺度、つまり、自分は思考スキルを使用しているかどうか自
身を振り返って回答した質問紙尺度において、授業モデルに沿つた授業を行つたチームA
については授業を行う前より後の方が自分は数学的思考スキルを使用していると、生徒自
身が評定するようになっていたと言える。ただし、この数学的思考スキル尺度への回答は、
直前の授業やテス トによって影響を受けるとも考えられ、その状況を教師が適切に判断す
る必要があると思われる。
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また、数学的思考スキルテス トによる、数学的思考スキルテス ト得点の偏差値の 1回目
の平均値はチーム間で有意差が見られなかったのに、3回日 (改善実習終了時)のテス トに
おいてチームAがチームBより有意に高くなっていたことは、授業モデルを用いて数学的
思考スキルの使用を促す授業を行ったことが、数学的思考スキルを用いてこのテス トの問
題を解くことに効果的であったことを意味していると考えることができる。
さらに、グループ学習の会話記録の分析により、グループ単位の数学的思考スキルの使
用に関して、相対的には 1回目 (改善2)より2回目または3回目 (改善 13)の方が高く
なっていた。個人の数学的思考スキルの使用の変容についても、授業が進むにつれて 4つ
の数学的思考スキル以外の発言が減っていた。これはグループ学習の中で個々の生徒の数
学的思考スキルの使用が増えていうたことを意味しているととらえることができる。すな
わち、グループにおいても個々の生徒においても、継続して行った授業モデルに沿つた授
業の中で、数学的思考スキルが習得されていったと考えることができるであろう。
次に、事例的に取り上げた3人の生徒の変容について検討する。これらの生徒は、1回目
の数学的思考スキルテストの上位群、中位群、下位群からそれぞれ選定された生徒であつ
た。S49は4つの数学的思考スキルを適切に使用することができていたが、回を追うごと
に、それらを無駄なく正確に使用して課題解決に役立てていた。このことは、グループ学
習における会話の中にも表れており、「頭の中で考える」スキルのイメージを的確につか
み、「筋道を立てて考える」スキルの使用につなげていた。また、S42はグループでの会話
の中でも、重要な情報を整理して発言したり、じっくり順序立てて考えて発言し、それが
グループの課題解決の転換のポイントとなることもあった。表 13の「グループ学習におけ
る時期別個人の数学的思考スキルの使用の割合」では、「筋道を立てて考える」スキルの
発言率が、1回日は0%であったのに、3回目に11.9%となっており、このスキルについて
は、使用の割合が増加していると考えられる。しかしながら、「数学的思考スキル尺度」
への本人の自己評定は、1,2,3回日のどの回も得点が低かった。これは、数学の問題を解
くことに対する本人の自信のなさの現れと考えることもできるし、思考過程をメタ認知す
る力が弱いとも考えることができるだろう。最後にS77は分析の回を追うごとに、「頭の
外で考える」スキルが使えるようになっており、徐々に「頭の中で考える」スキルや「筋
道立てて考える」スキルが使用できるようになっていった。グループ学習時の会話では、4
つの思考スキルの使用の割合は、上昇傾向にあるとは言えないが、グループ内での発言の
回数が飛躍的に増え、「めんどくさいけど、こうやって書かないとわかんないんだよ。 (図
19会話番号 15)」など「頭の外で考える」スキルの重要性を意識した発言も見られた。数
学的思考スキルの使用を促す授業の中で、それらのスキルが習得されたことの現れと言え
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るであろう。S49とS77はプロジェクト実習と改善実習の期間中に、数学的思考スキルを
習得し、グループ学習での相互作用により、学習内容の理解が深まったことが推測される。
特にS49は活用問題の会話分析で、必要なイメージが頭の中に作られ、情報と図が整理さ
れて全体像が見えているので、順序立てて考えられていて、既習事項を使用して必要な事
柄を見いだすことができていたことが例証している (図14‐1,図14‐2,図20)。また、S42
については、本人の自信のなさや、思考過程をメタ認知する力が低いことから、「数学的
思考スキル尺度」の得点に思考スキルの習得を読みとることはできないが、4つの数学的思
考スキルのうち、ほとんどの生徒の使用割合が10%に満たない「筋道を立てて考える」ス
キルにおいて、10%以上の使用の割合が見られたことは、このスキルを使用したことが学
習内容の理解につながっていると考えてよいであろう。
以上、数学的思考スキルの使用を促す授業と数学的思考スキル習得との関連について、
数学的思考スキル尺度、数学的思考スキルテスト、会話分析、個人の変容と言つた異なっ
た観点から検討した結果、仮説1は支持されたと考えられる。
数学的思考スキルの使用を促すグループ学習では、自らの思考スキルの使用について的
確な判断ができるようになり、それらを使って問題を解こうとするようになる。すると、
数学的思考スキル尺度の得点が上昇し、数学的思考スキルテストにおいては、授業の中で
数学的思考スキルの使用を促すことのないチー
^よ
りもその得点は有意に高くなる。そし
てグループ学習でもそれらを使用した発言が増加すると考えることができる。
しかしながら、4つの数学的思考スキルのうち、「筋道を立てて考える」スキルの使用が、
他のスキルに比べて低いことが、表 11、表 13のどちらからもわかる。「筋道を立てて考え
る」スキルは、①OOの場合はどうか、など場合に分けて考える。②「はじめに、」「次に、」
「それから、」というように順序だてて考える。③同じ形を集めるなど、似ているものをま
とめて考える。④文章問題を解くとき大事なことがらと、そうでないことがらを分けて考
える。という項目で構成されているが、これらは、目的や情報を的確に捉え、必要な図を
かくなど、他のスキルとも関連している。他のスキルを効果的に使用し、その上で、「筋道
を立てて考える」スキルを適切に利用するという、他のスキルに比べて一段高度なスキル
であるということが、このスキルが他の 3つのスキルに比べて使用割合が低くなった要因
のひとつとして推測される。
(2)数学的思考スキルの習得 。活用がグルニプ内の相互作用に与える影響
次に、グループ内の相互作用に与える影響について検証する。本研究における仮説 2で
は「数学的思考スキルの習得 0活用は、課題解決の場面における試行錯誤や多面的検討を
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促す。」であった。
グループ学習時の会話を分析したところ (表 11、表 12)、実践期間を通してメンバーが
変更されなかったグループについては、課題解決のための多面的検討はプロジェクト実習
開始時 (1回日)より、プロジェクト実習終了時 (2回日)、 または改善実習終了時 (3回日)
おいて、より多く行われていた。1回日の課題でもゲームについて振り返りながら「なぜ ?」
と考える過程など、試行錯誤や多面的検討がなされる場面は幾つも考えられるのに、それ
がほとんどのグループで行われていないのは、グル‐プ学習の際に数学的思考スキルを使
用して活動する経験が、それまでには全くなかったことが挙げられる。
さらに2回日、3回目においては、課題解決に近づくための転換のポイントが、教師によ
る発問以外に、他のグループの発言や、グループ内の生徒の気づきによるものである場面
がいくつか見られた。これは試行錯誤や多面的検討の結果、生徒間で新たな発想や、手が
かりを得る手段を見つけられたことの表れともいえるだろう。
また、メンバーを途中で変更したグループについても、改善 2の課題が多面的検討ので
きにくいものであったため改善 13との単純な比較はできないが、試行錯誤は改善13では 1
つの班を除いて他の全てのグループで起こっていた。これらのグループでは、メンバーが
変更されたとはいえ、すでにプロジェクト実習でグループ学習の際に数学的思考スキルを
意識し、それを使用して学習を進めることが確立されていたので、改善13ではより効果的
に数学的思考スキルを使用できたのではないかと考えられる。ただし、1組1班に関しては
改善13でも数学的思考スキルを効果的に使用できているとは言えないし、多面的検討や試
行錯誤もほとんど見られない。これはこのグループ内では、周りの考えをじっくり聞いて
考えるということが行われにくく、多面的検討がなされるような状況にならなかったこと
が、原因のひとつと考えられる。
また、数学的思考スキルと多面的検討 0試行錯誤について、それらを得点化して平均値
を比較し (表14、表 15)、それらの相関を求めた (表16)。その結果、スキル使用度全体
得点 (4つのスキルの合計得点)の2回9の平均値の間に有意差が見られた。4つの思考ス
キルそれぞれを見ると、「情報を活用して考える」以外の3つのスキルにはいずれも2回の
平均値に有意な差が見られた。また、多面的検討の起こり方得点、試行錯誤の起こり方得
点のどちらについても2回の平均値の間に有意な差が見られた。そして、スキル使用度得
点と多面的検討の起こり方得点、試行錯誤の起こり方得点との相関については、スキル使
用の全体得点と多面的検討の起こり方得点、及び試行錯誤の起こり方得点との間には中程
92回とは、メンバーが変更されなかったグループにおいては、1回目。2回日の平均値と3回日、メン
バーが変更されたグループにおいては改善2と改善 13を指す。
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度の相関がみられた。また、4つの思考スキルのうち「情報を活用して考える」スキルの
使用度得点と多面的検討の起こり方得点との間は無相関であったが、それ以外の3つのス
キル使用度得点と、多面的検討の起こり方得点、及び試行錯誤の起こり方得点との間には
いずれも中程度の相関がみられた。これらのことは時期を追うごとに数学的思考スキルが
習得され、同時に多面的検討や試行錯誤が起こりやすくなり、この両者には因果の関係が
あると推測されることができよう。多面的検討 。試行錯誤が数学的思考スキルの使用度を
増加させたとぃう見方も否定できないが、今回の実践の中に、数学的思考スキルの習得・
活用を促す展開が組み込まれていたことを考慮すれば、数学的思考スキルの習得 。活用が
多面的検討や試行錯誤を促したと考える方が自然であると考えられる。したがって、数学
的思考スキルを適切に使用したグループ学習の場面では、試行錯誤や多面的検討を繰り返
し、相互作用が活性化されていると考えることができる。しかし、本来仮説2は多面的検
討や試行錯誤について個人レベルで設定されたものであった。グループ内で起こった多面
的検討や試行錯誤は個人にも反映されていると推測できるが、個人単位での数学的思考ス
キルの習得・活用が多面的検討や試行錯誤に与える影響については、本実践では検討され
ていない。よって、ここでは仮説2は「支持される方向にあった。」としておく。
2.グループ学習における数学的思考スキルの使用と課題解決の過程
表17は数学的思考スキルの使用という観点から課題が解決できたグループと課題解決に
至らなかったグループの課題解決過程の特徴を整理したものである。
表 17課題解決グループと課題解決に至らなかったグループの課題解決過程の特徴
?
?
?
?
?
?
ー
?
過程の概要
。図を正しくかいてその中から必要な情報を取り出すことで、順序立てて考えることがで
きるようになっている。
・何度も試 行錯誤 を繰り返し、また、図に戻つて検討 している。
3組1班
 I争電i5         
裏漁 入」を使 うことでメンバー全員が納得する状態に
・「頭 の外で考 える」「情報を活用して考 える」スキルを適 切に活用している。
・情報と図が整理 されて全体像が見えている。
2組51JI i堰
『
立てて考えられていて、既習事項を使 用して必要な事柄を見いだすこともできて
。4つの数学的思考スキルを無駄なく適切に使用して、課題解決がなされている。
・ほとんど試行錯誤がなく、会話が2人の生徒だけで進められているので、もう1人の生
徒の理解が不十分である
る|ス‐A/1/の使用が他のスキルに比べて大変多し、。「頭の中で考え
課
粟 3組2班
解
。「何が求められるでしょうか ?」という課題に対して、文章の中から得られる事柄にしか
思考が及んでいなし、
・問題文の状況を適切な図に表し、必要な情報を書き込んでいくことができていない。
?
?
?
・「頭の外で考える」「情報を活用して考える」スキルがうまく利用されていないため、「筋
を立てて考 えるJスキルもほとんど活用されていない。
・4つの数学的思考スキルは、バランス良く使用されているように見えるが、問題文の内
容から必要な情報をうまくくみ取れていなし、
L 3組5班 ・内容を正しくイメー ジできか、歯 に裏すこともできてぃない。
・順序立てて考えることも難しい。
・ヒントが幾つも示されているのだが、それを必要な情報と受け取ることができていない。
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これによると、グループにおける課題解決の条件として次の4点が指摘できる。
① 4つの数学的思考スキルを偏りなく適切に使用する。
② 「情報を活用して考える」スキルを使用して必要な情報を読みとる。
③ ②で得た情報を「頭の外で考える」スキルを適切に使用して図 (絵)に表す。
④ ②③より、式や線分図など数学的に処理しながら、「頭の中で考える」「筋道を立て
て考える」スキルを使用する。
ここで、注目すべきは「頭の外で考える」「情報を活用して考える」スキルの使用の重要性
である。3組2班はグループでの話し合いの中で、なかなか図に整理しようとしなかった。
問題文の中にすでに答えがあると思いこみ、図に整理してから見えてくるものに気づけな
かつた。3組5班は問題文の中にある必要な情報に気づけず、最後まで問題の全体像がつか
めなかった。いかに、重要な情報を見つけだし、その情報を適切な形で処理するかが、課
題解決のカギになる。生徒たちが、このスキルを適切に使用できない原因として、次のよ
うなことが考えられる。数学の教科書やテスト問題では、たいていの場合すでに問題の中
に図が描かれてあったり、途中まで描かれている図や表に解答者が残りの部分を埋める形
で問題が提示されている。また、問題文もあらかじめ整理されており無駄な情報はほとん
ど含まれていない。さらに、出題形式も「～～を求めなさい。」のような形が多く、「何が
求められるでしょうか?」 のような形はほとんど見られない。このような教科書やテスト
問題で学習を進めてきた生徒たちにとっては、必要でない情報も含まれている問題文の中
から、必要な情報だけを見つけ出し、それを活用することや、問題にあった適切な図や表
を自分でかくことは相当困難なことであろう。
次に課題解決と相互作用との関連であるが、ともに課題解決に至った3組1班と2組5
班の大きな違いは、試行錯誤する場面の有無であった。メンバー4人で、何度も試行錯誤を
繰り返した3組1班は、最後に全員が納得してこの課題の解答を得ることができた。それ
に対して、2組5班は2人の生徒の会話により、ほとんど試行錯誤することなく解答を得て
いた。この場合、話し合いを進めた2人の生徒の理解は高いものがあるが、もう1人の生
徒が納得して理解することはできなかった。この残りの 1人の生徒は会話に全く参力日して
いなかったわけではない。課題の解答を得た後、理解できた2人が、2度3度と言葉を変え
て、1人の生徒に説明を繰り返している場面が会話記録に残つている。グループ学習では分
かる生徒が一方的に説明するよりも、お互いに試行錯誤しながら会話を進めていくことが、
メンバー全員の理解につながることの例である。
ところで、試行錯誤と多面的検討の観点から課題解決に至ったグループと至らなかった
グループにおける会話を検討したところ、試行錯誤や多面的検討が起こることが課題解決
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につながっていると考えられた。課題解決に至った2組2班の場合を例に取ると、このグ
ループの3人は連携して課題解決にあたり、試行錯誤を繰り返すうちに、「なぜ ?」 の回数
が増加し、相互作用により、思考が活性化しているようであった。それに対して、1組1班
の例では、他の意見を聞いてじっくり考え、それに対する意見がつながっていく状況には
ならなかった。周りの意見を聞いて納得して自分の意見を述べることができていないので、
生産的な相互作用とはならずグループ内で多面的検討がなされるような状況にならなかっ
たのではないかと推測できる。このグループの例から、周りの考えをじっくり聞いて、そ
の上で思考スキルを使用しないと、課題解決に至ることは難しいことが言えるのではない
かと思われる。グループ学習での生徒同士のお互いの意見を聞くことの重要性が示唆され
ている。
以上、グループ内の相互作用を事例的に取り上げながら、グループ学習における数学的
思考スキルの使用と課題解決の過程について検討してきた。数学的問題を解決する過程に
おいて、「頭の外で考える」「情報を活用して考える」の2つめ数学的思考スキルの重要性
と、試行錯誤や多面的検討の必要性が挙げられた。
最後に、本実践研究に対して、いくつかの問題点を指摘しておく。
①授業モデルに組み込んだ「2または3グループによる交流」をほとんど実施することがで
きなかった。
グループ学習により習得・活用される数学的思考スキルは、2または3グループによる交
流により、さらに深められるものと考えられる。学級全体でのグループの交流よりも小さ
い単位での交流によつて、他のグループがどのように思考スキルを使用しているのかを的
確に知ることができ、自分のグループの思考スキルの活用につなげられると考えられる。
今回の授業実践では少人数クラスの授業で1クラス5グループであったが、その中で2ま
たは3グループの交流があれば、数学的思考スキルの活用が一層促進され、課題解決につ
ながる場面もあったのではないかと思われる。
②グループのメンバーの変更の時期が遅かった。
改善実習の初めに必要なグループのみメンバー変更を行つたが、もう少し早い時期にメ
ンバー変更をすれば、変更したグループの状況に応じてさらにメンバー変更を行うことも
できた。そうすることで、数学的思考スキルの活用に伴って、さらに試行錯誤や多面的検
討が起こりやすくなったのではないかと推測できる。
③「活用」の授業展開が生徒にとって納得のいくものではなかった。
2つの単元のまとめの意味で設定した「活用」の授業は、当初、数学的思考スキルの習得・
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活用の状況を評価しようとするものであった。しかし授業を実施してみると、この授業の
中で数学的思考スキルそのものを習得するために、「活用」の授業が大きな役割を果たして
いることが、会話記録などから推測された。また、5つのグィレー プそれぞれが別の課題に取
り組み、その内容も高度なものであったために、課題解決に至らなかったグループもあり、
さらに他のグループが取り組んだ課題については、お互いに内容を共有することが不十分
であつた。「活用」の授業は、内容が日常生活に関わっており、5つのグループがそれぞれ
異なった課題に取り組むという点から見ても、時間数やグループ活動のさせ方を工夫する
ことで、数学的思考スキルの習得・活用が促進され、同時に多面的検討や試行錯誤が起こ
りやすくなることが推測されるb本実践の指導計画では1時間扱いの内容であったが、こ
の時数を増やし、グループ学習の中にジグソー 学習 備 1983,アロンソン他1986)の方法を取
り入れたグループ間の交流を組み込むなど、今後に向けて改善する必要がある。
④数学的思考スキル尺度、数学的思考スキルテストの妥当性の検討
本研究では、数学的思考スキル尺度、数学的思考スキルテストのどちらも予備調査をも
とに構成したが、尺度項目の表現 (ワー ディング)や設問内容などが中学生にとって適切
であったかどうかについては疑問も残る。したがってこれについては再検討する必要性を
感じる。また、中間テストを利用して数学的思考スキル尺度と数学的思考スキルテストの
関連妥当性を検討したが、他の基準を指標とする関連妥当性も検討する必要があるだろう。
⑤個々のケースの取り上げ方には偏りがなかったのか。
いくつかの分析で個々の生徒やグループの事例を取り上げたが、選定の仕方や、解釈の
仕方が妥当であったかということについては吟味する必要がある。事例解釈の妥当性を高
める方法についての検討が必要である。
さらに、今後に向けての検討課題として次の′点があげられる。
①数学的思考スキルの使用をさらに定着させ、より多くの生徒に数学的課題解決の力をつ
けるための授業モデルのアレンジと効果的な活用について検討する。
②数学的思考スキル習得のためのグループ学習の有効性は実証されたが、これを長期的に
実施することの効果についてはさらに検討する必要がある。
③「筋道を立てて考える」スキルの使用についての分析をさらに進め、それを高める方法
について検討する。
さらに、④今回の実践と結果の分析を通じて、もうひとつ生徒に修得させるべきスキル
が示唆された。課題解決の場面で生徒にとって難しいのは、必要な情報を見いだすことで
あり、自分たちの出した答え (考え)が正しいのか検証することである。逆に考えると、
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これら2つができているグループは、課題解決に至っていたといえる。前述した3組1班
は自分たちの出した答えに自信がもてなかったのだが、既習事項である「代入」すること
により、解答の正しさがわかリメンバー全員の納得へとつながった。つまり、生徒に修得
させるべきもう一つのスキルとは、当初設定した課題解決のための思考段階 (カテゴリー )
の11番目、「自他の思考とその結果を評価し、洗練する」に対応したスキルである。これ
に関連した内容は、「自分の出した答えが、誤つていないか見直しをする」「自分の答えと
周りの人の答えを比べ、違いや同じ点を見つけようとする」「自分や周りの人の考え方の中
から、一番良いと思われる考え方を使おうとする」で、「頭の中で考える」スキルの中に含
まれていた。しかし、今回の生徒のつまずきや学習状況を見ると、これに「必要な情報を
使えているか考える」という内容を含めた「振り返って考える」スキルを加える必要性が
あると考えられる。
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プロジェクト実習1年数学 本時案 3
プロジェクト実習1年数学 本時案 4
プロジェク ト実習 1年数学 本時案 5
プロジェクト実習1年数学 本時案 6
プロジェクト実習1年数学 本時案 7
プロジェクト実習1年数学 本時案 8
プロジェクト実習1年数学 本時案 9
プロジェクト実習1年数学 本時案 10
プロジェク ト実習1年数学 本時案 11
プロジェクト実習1年数学 本時案 12
プロジェク ト実習1年数学 本時案 13
プロジェクト実習1年数学 本時案 14
プロジェク ト実習1年数学 本時案 15
10‐1 数学的思考スキルテス ト1回目
10・2 数学的思考スキルテス ト2回目
10・3 数学的思考スキルテス ト3回目
11.数学的思考スキルテス ト解答用紙 1目問 1
12.改善実習単元指導計画
13。 改善実習授業計画
14.改善実習指導案
改善実習1年数学 本時案 1
改善実習1年数学 本時案 2
改善実習1年数学 本時案 3
改善実習1年数学 本時案 4
改善実習1年数学 本時案 5
改善実習1年数学 本時案 6
改善実習 1年数学 本時案 7・8
改善実習1年数学 本時案 9
改善実習1年数学 本時案 10
改善実習1年数学 本時案 11
改善実習1年数学 本時案 13
15.プロジュクト実習活用授業課題
16。 改善実習活用授業課題
●●● ●0● 0● ●● ● 1
00000000●● 2
0000●●● ●●● ● 3
0000000●● ● 4
0 0 0 0 0 0 o O●o0 5
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0000●●oOoo0 7
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●000●000●008
0 0 0 0 0 0 ● ● 0 ● ● 10
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11
0 0 0 0 0 , 0 ● o O ° 11
●0● ●●●0000013
●●00●00000014
00000●0000015
0● 00●●o O●● ●17
00000000●018
0● 0● ●● 0● 00019
● ● 0 ● 0 0 0 0 0 0 020
0000000000021
0 0 0 o o o o o o o 023
0 0 ● ● ● 0 0 0 0 0 024
0 ● ● ● 0 0 0 0 ● 0 025
0 ● ● ● ● 0 0 0 ●● ●26
● ● ● ● ● ● 0 0 0 0 027
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 029
●●● ●●●● ●●●031
0000000000031
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0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 032
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 033
0 0 0 0 0 0 ● 0 035
0 0 0 0 0 0 0 0 ● 36
0 0 0 0 0 0 0 0 ● 0 ●36
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 038
● ● 0 ●● 0 0 0 0 0 ●40
0000000●0● 041
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 042
● ● 0 0 0 0 0 0 0 0 043
● 0 0 0 0 0 0 0 0 0 044
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 045
0 ● 0 0 ● 0 0 ● 0 0 046
0 0 0 0 0 ● 0 0 0 ● ●47
0 0 0 0 0 0 0 0 0 ● 048
0 0 0 o O o o o o o 050
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【資料1】 学習指導要領等における数学的な考え方に関する記述
年 月 日 記 齢 彗 記 載 事 項 内 容
中学校指導要緑
学 の 意 義 を理 解 し、数 学 に積 極 的 に
考
量 ゃ 獅 墓 轟 函 薦 葬苦 蔵 ●●l―lpttr f‐
通 達
示されていない
1958.101
告示施行
中学校学習指導要領
目標
1・……より進んだ数学的な考え方や処理の仕方を生み出す能力を伸ばす
2-・…それらを的確かつ育ヒ率的に活用できるようにする。
ばす。
・数量や図形についての性質や関係を簡潔 、明確に表現したり、思考を進めたりする能力を伸
能力を基『
解決の見通しをつける能力を伸ばすとともに、確かな根拠から筋道を立てて考えていく
1961.2.13
通達 中学校生徒指導要録
敗学への関心 数量や図形に積極的な興味・関心を持ち、進んで問題を数量的に処理しようとする。数量的な処理において、たえず創意くふうしようとする。
知識・理解 数量や図形に関する概念や原理、法則、用語、記号などを理解している。
翼を計算脱 り雛 式を鷲したりtグ邦 t だヽけ る
・
となどが正確it
速くできる_おに育ヒ
直感・見通し 敗量や図形や数量的な関係を直接的にはあくしたり、明確に見通しをつけること力ぐできる。
論理的な思考 1数量的な関係を、論理的に筋道を立そて考えることができる
19686.6P字夜 の 教 育 課 程 の
■姜 につ い て 1目標について ・数学的な考え方がいっそう育成されるようにするととも:こ・
1969.4.14
告示
1972.4.1
施行
日標 :手家を数理問にとらえ、論理的に考え、総合的、発展的に考察し、処理する能力を育成する
コ FE平的に活用する能 力を伸ばす。
中学校学習指導要領 3.……数量や図形についての性質や関係を簡潔、明確に表現し、思考を進める能力と態度継 う。
4……適切な見通しをもち、論理的に思考する能力を伸ばすとともに、目的に応じて結果を検討し、
処理する態度を養う。
19722.27
通知 中学校生徒指導要錦 数学的な考え方 数の構造をとらえたり、関数的な考え方、統計的な考え方などができる。また、直観・見通し、論理的な思考ができる。
1977.7.23
告示
1981.4.1
施行
中学校学習指導要領
目標 :数量、図形などに関する基礎的な概念や原理・法則の理解を深め、数学的な表現や処理の仕
方についての能力を高めるとともに、それらを活用する能力を高める。(数学的考え方の記述は特に
なし)
1980.229
通知 中学校生徒指導要録 数学的考え方
数量や図形の間の関係なを 的確にとらえるとともに、数学的な推論のブ
法を身につけ、論理的に考えることができる。
数 字 に 対 す る 関 心・態 度
1989.3.15
告示
1993.4.1
施行
中学校学習指導要領
目標 :数量、図形などに関する基礎的な概念や原理・法貝りの理解を深め、数学的な表現や処理の仕
方を習得し、事象を数理的に考察する能力を高めるとともに数学的な見方や考え方のよさを知りそれ
らを進んで活用する態度を育てる。
1991.3.20
通知 中学校生徒指導要録
数学的な考え方
数量、図形などについての基礎的な知識と技育ヒの習得や,舌用を通して、
敗学的な見方や考え方を身に付け、事象を数学的にとらえて論理的に考
察する。
的 な
数量 、図形などについて
1998.121
4告示
2002.4.1
施行
中学校学習指導要領
目標 :数量、図形などに関する基礎的な概念や原理・法則の理解を深め、数学的な表現や処理の仕
方を習得し、事象を数理的に考察する能力を高めるとともに、数学的活動の楽しき、数学的な見方や
考え方のよさを知りそれらを進んで活用する態度を育てる。
2001.4.27
通知 中学校生徒指導要録
数学 への関心・意欲・態度
・……数学的な見方や考え方の良さを知り、それらを事象の考察に進ん
で活用しようとする.
数学的な見方や考え方 数学的活動を通して、数学的な見方や考え方を身に付け、事象を数学的にとらえ、論理的に考えるとともに思考の過程を振り返り考えを深める。
敗学的な表現・処理 ・推論の方法を身に付けている。
数量 、図形などについて
つ知識・理解
2008.9
告示
2012.4.1
施行
中学校学習指導要領
目標 :数学的活動を通して、数量、図形などに関する基礎的な概念や原理・法則の理解を深め、数学
的な表現や処理の仕方を習得し、事象を数理的に考察し表現する能力を高めるとともに、数学的活動
の楽しさや数学のよさを実感し、それらを活用して考えたり判断したりしようとする態度を育てる。
2010.5.11
通知 中学校生徒指導要録
数学 への関心・意欲・態度 数学的事象に関心を持つとともに、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し、数学を活用して考えたり判断したりしようとする。
数学的な見方や考え方 事象を数学的にとらえて倫理的に考察し表現したり、その過程を振り返って考えを深めたりするなど、数学的な見方や考え方を身に付けている。
敗学的な技能 事象を数量や図形などで数学的に表現し処理する技能を身に付けている。
敗量、図形などについて
の知識・理解
数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則などについて理解
し、知識を身に付けている_
注 :1955～2010に至る学習指導要領や学習指導要録をもとに作成した。
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【資料 3-1】数学的思考力を見る問題A
数学的思考力を見る問題 クラスター 分析後
【1】
A君は1から111までの奇数番号だけをカードに書き込んで数字カー ドを作りました。
1人目に、1のカードを渡します。
2人目に、3と5のカードを渡します。
3人目に、7, 9, 11のカードを渡します。
4人目に、13, 15, 17, 19のカードを渡します。
このように渡していくとA君は何人の人にカードを渡すことができますか?
16】
下の図の空欄に2, 3, 4, 5を入れて直線上の数の和が等しくなるよ
してください。
,
左の()コのマス日に数を入れて、縦、横、ななめの数の和が全て等し
くなるように並べたものを魔法陣といいます。(左の場合|よ3方向
では、問題です、右の空欄に1～9までの残りの数を入れて、縦、横、
ななめの数が等しくなるようにl´なさい。
(ヒント:1から9までの数の和は?)
7】
くぎが24kg分袋に入つています。右のような天粋ばかりを使い、
kg分だけ、くぎを取り出すにはどのようにすればよいでしょぅか?この天粋
かりにはメモリがなく、釣り合つているかどうかだけがわかるようになつてい
九
【17】
次の筆算のAは全て同じ数字です。Aにあてはまる数は何ですか?
2A8
2A2
88A
+A2A
2164
【5】
未来の数学オリンピックでは、入賞者の賞品に「金のかたまり」がもらえます。
1位が10kg、2位以下は前の順位の人の半分の重さの「金の固まり」がもらえます。
ただし、入賞者のうちで最も低い順位の人は、その前の順位の人と同じ重さの「金のかたまり」がもらえます。
100位までを入賞とすると、金を全部で何kg用意すればよいでしょぅか?
‐3‐
【資料 3-2】数学的思考力を見る問題B
【8】
A君がいいました。「おとといぼくはlo歳だったけど、来年は1
能でしょうか?そのわけも説明してくださし、
【2】
Aさん、Bさん、Cさん、Dさん、Eさんの5人で身長を比べました。
①Eさんは、Cさんより低く、Dさんより高い。
②Aさんは、Cさんより低く、Eさんより高い。
③Bさんは、低い方から2番目
背の順に並んだとき、真ん中になるのは誰でしょう。
1101
:31
A君、B若、C君の3人はいぅしょにあるスボーツのチームにいまふ
3人にどんなスポーツのチームカ瀬 | たヽところ、次のように答えました
3人のうち2人が,そをつき、 1人だけが本当のことを言つていま九
この部屋にいるのは、鈴木さん、佐藤さん、中村さんの3人で九
ili「枇Υおよ」キ嘩 ,
I:鮮
諜翼
聰
【20】
3歳になるんだよ。」このようなことは可
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ある年の1月の金曜日は4回ありました また月曜日も4回ありました。この年の1月20日は何曜日でし
ょうか,
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下の日―回om●ぅ|..コみ立てたときにく口0)の■四■体になるのはどれ‐ か,
`ⅣIダ
【121
下の国のように紙を折つていき、最後にできた形Elの何力所かを切り取りました
それを
"い
てみると、0の形ができあがりまし
た
さて、口をとのように切ると0の形になるでし
ようか? 下の回～目の中からあてはまるも
のを一つ凛びましょう。
?
?
:13】
立方体の板を自と黒のねんとで頂点をつないで、
見本のような立体を作りました
見えないもう1つの頂点は黒いねんどでつないで
ありま丸
下の8つのうち、見本と同じ立方体を全て選んでく
ださし、
膳ご予′
【資料 3‐3】 数学的思考力を見る問題C
【4】
A君、B君、C君、D君、E君、F君の6人で100m競争をしました。
①E君は、D君より早くゴールした。
②F君は、D君、A君より早くゴールした。
③A君は、C君より早く、D君より遅く、B君と同時にゴールした。
さて、3番目にゴー ルしたのは誰でしょう?
【6】
デジタル時計の時間表示で、同じ数字が連続して3つ以上並ぶのは、1日のうち何分間あるでしょうか?
ただし、このデジタル時計は12時間表示で、正午、真夜中の12時は12:00と示します。
(12時台は、たとえば12:34というように示すということです。)
E9】
A君はある本から連続したページを何枚か破りとつてしまいました。破りとつた部分の一番上のページ数は
183ページで、最後のページは最初のページと同じ数字が異なる順序で並んでいます。A君が破りとつたの
は全部で何ページでしょうか?
【18】
図の正六角形を 一 線で切りはなして①から⑤までの図形を作り、
これを並び替えて図形を作る。ちなみに③はひし形です。
① から⑤のいくつかを使つて長方形を一つ作ります。
長方形を作るために使う形を選び、それを使つて長方形をかき、使つ
た図形の番号を書き入れなさい。
【15】
下の<図①>の曲がった線やOを右の図のようにかきかえました。さて、<図②>はどのようにかきかえる
にとができますか? 囲～国の中から選ん
くださしヽ
1滓遮
【14】
台形ABCDは、AD:BC=2:3で、ADとBCは平行です。今、辺AB上に点P、辺CD上に点Qを
とると、三角形ADQ、三角形APQ、三角形CPQ、三角形BCPの面積は、それぞれ3d、5d、4“、
3dとなりました。この文の図をかいてくださし、 (フリー ハンドでなるべく正しい図になっているように意
識してかいてください。)
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【資料 4】 数学的思考スキル尺度
どのように考えているかな?
1 1  1     ‐   I               II・■
1義|■め商1議を難くとき:あな|た●きわょうな1考ぇ方をしますぶ?‐ |     |
次の1～30までのそれぞれについて、あなたの感じIこ蛾もあてはまる答えの警書ひとつにOをつlサてくださもヽ。
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L_71,■11鶴 を解くとき、どの整豊なが簡単か考える., pll‐91F‐_J
2 3 8-3大準な情織締 間ゎけしたり、結びつftたりして考えるヾ
312716…21rltを通つて,ひとつひとつ確かめながら、解いている。 輌
:… 1 蘭かれていること:ま何なのか考える。
燎繋な情報は何 か考える。 ‐ 
…
-1
0
6 3 0-11聞題を図や嶺、グラフ、武などに表して考える`
…712317-l llS継の中の驚藤なことがらに1ま、線を31いたり、じるけ鋼fけて考えるを         ―f 4二312 1812216-3ひとつひとつ餓を違つて、なぜそうするのかを考えながら解もヽてもヽる。
…9 はじめIミ間鋼の答えをどんな形で出せはいいのか考えるパo人、戦_億
予
痕L壼工L………
=:1番T番1舞|文章問選をな とき大事なことがらと、そうでないことがらを分けて考えるっ10 3-3
1■ 3017-21問趣の中の麓欝だと思うことがら1ま、擦き出してメモして考える。l           f鳳二二■■LJ
12 26 6‐1「はじめに、lF次に、』rそれから、」というように緩序だてて考える。           1=凛鳳
'1『
 J
1312111-3自分や翔りの人の考え方の中から、一器良いと思われる考え方を使おうとする。     .β14‐9 想
!● 316-3今までに学んだことがらの何を使つて解こうか考える。     1            514 312 1
16 112-3長さ、鱒さ、広さなどは、その大きさをイメー ジしながら考える。 5二
=1_二
議i`夕  」
16 8‐3…200の場合はどうか、など場合に分1サて考える。 514 312 1
17 1919-2間機の内容を、記号や、OX△などこ畿き換えて考える。 S14 312 1
18 20 0～3菫す・3:く・かIナる・割る、など、どんな81算で解こうか考える。  I           1011111プl
1911014-2螂警事情報を見つけようとする。 5141,I夕 J
20 12 2…2鱗単に解けそうか、難しそうか考える。 5_色321J
211 7 7-31必婆だと思うときに!ま、大切なこと魯図や表に表して考える。
―
221 311-2,自分の籍えと周りの人の答えを比べ、選いや綺じ点を見つけようと手る。         .514‐312 1
2311511-2文撃離題をな とき、状況を思い浮かべながら考える。    |           |…
2412112ヽ鶴趣を解くとき、まず:まじめに騨き方の願警を考える。
…25 1 6-11■ltている隧構を思い洋かべて考える岬 臨 轟
111 1 ,¨●同じ形を集める三二、黎ヽいるものをまとめて考える`
…妥■壼塁事曖 する,
2812316…2今までに学んだことがらで使えるもの(まないか考える。    |           |'11‐0■LJ
2011010‐4数の大きさやつながりを厳臨線な酵 使つて考える。     1           ‐縫二ふ轟二颯LJ
30 15 3-2卿趣攀 くとき、なるべく簡単に解ける方法を考えるようにしている、          11独凛二鳥二鉱」
r警1lFぃ11午1■||■|イ,摯|サiサ)●1マ1摯1摯): |ハヽ■
“31
32
数学の綺鶴をな のが縛慧だ。 5    1    4    1    3 1
1
1数学の間総撃 くのが好きだ。 3    1    4    1    3
こんな風に進められるといいね !(例)
グループ学習のイメージ
これはひとつの
"な
ので、みんなでもつともっとわか,ゃすく、
でIt、グループでも次の4つの「考える」を意識しよう。
。・頭の中で場面を想像したり、どんなとき方を使うか考えたり、今までに学習し
どの事柄を使おうか考えたり、状況を思い澤かべたりすることです。
・・ 声に出してつぶやしヽたり、式にしたり、絵を描いたり、グラフにしたり、書を
てヽ考えを確かめたりしながら考えることです。
ヽ。聞かれていることは何か考えたり、わかつていることを整理したりヽ 仲
したりしながら考えることです。
・・順序立てて考えたり、一つひとつ整理しながら考えたり、国を活用しなが
考えたりすることです。
さんは、これらのことを今までにも使つて考えてきました。
そして、これらは,1,を単独で使うのではなく、時に1ま2つ3つと一織に考えています。
・たぶん000だ:             Ⅲ途申までわかるけど・・・どうかな?
・00かなあ?自信ないけど・・・      ・ もやもやしているなあ・・
・う～ん、どんなやり方を使うのかな?    。わからな～い::
“課題の意― からない???       ・ こうやれはいいんだ::
8産けどき、こ,
ちltなせ、そう00だつて、～～t
,tいか。
10摯日のことを籠
えはこうまるよ
8X味がゎかん
なし)よ。
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9】口に,
くときは、ただぼんやり考えるのではなくて、この「4つの考えるJを重議しましょう。
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グループ学習の授業ルール
大前撻:r教室は間違えるところだIJ
◎閥違えることは悪いことではないま:
蠣殴器 r。間違いはかっこわるい。
な。闘連え●■とに対するマイナスイメー シ ンメE颯
Orわからない二11 Q嶼晴 11多言え率く凛発する)犠壼
‐   0“わかo ll本は rかからなぃ:」 r,???:1‐Ae■けょぅ。
orわから●い:IJ■?'''I:Jこ思った人晨 rゎかるJ人に菫こう:
☆
―
arL二rL
O 姿勢長く座る。
0 聞きなが略 かない。・・聞くとき、議すとき、書くとき に書を写す)・・・劇 に々。
・ (考えながら)
0 声を発しよう。・・・ 発言に対して言葉で答える。
一自分の声を固くこと一 ～考えを声に乗せること～
0 スクール隊形だつたとしても、周りに気を配ろう。
i:篇I::il[:F::IilFる
。卜を分ljEてしない:
☆7rL―■挙彗でのrL―||
0 ■をきちんとつける。
0 ノートを使うときは、全員ポノートをのでける位置に置く。 (饉きない)
0 牧書を使うときは全員がさゎれる場所におく。 (関われる)
【間層農雷の時〕・・・指示されたとおりに同層をやろう。
・ 1人だけ～2人だけ先行しない。
・答え合わせはみんなで。 (ひとりだけが答えを言うのではなしヽ。)
・固童いは必ず直す。 (みんなで探す→持機→どこが薇違ってぃるのか?→闘違えた饉所からやリ
菫す く全部浦してはじめからやり直すのではなしヽ :)》
・分からなt 子ヽには周りで教える。 (声は出さなくても参加している。)
「
A-3人 2人→2人
 :☆
=:☆
]教える子は書いてあlftい:書かせる!:・答えを教えるのではなくす彗ξF軍 ]駐■_1=言。1る。
【みんなで考えるとき】・・・はじめはひとけで考えたとしても0 みんなで意見や考えを出し合う。
0 試行錯誤する。 く薇違えてもいい。やり直す。)
0 わかつた人″l■満足するのではない。→みんなでわかつて残足する。→みんなが説明できるように。
【作業をするとき】
0分担する。
0 みんなで闘わる。
こ見出すとき】
0 みんなて関わる。
【資料7】 プロジェクト実習単元指導計画
1章:正の数・負の数
【単元構成】・・。全29時間のうち後半17時間
項 目節
?
? 内  容 グループ学習 思考カ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
2
①正の数・負の数についても加法の交換
法則と結合法則が成り立つことを理解
し、それらを用いて加法の計算をする。
②式の項の意味を理解し、加法と減法の
混じつた式を項だけを並べた式になお
して計算する。
②教え合い、聞き
合い、
問題作り、
問題出し合い。
②
3半J断
4使える資料
7的確に記録
9数学的解決
11評価洗練
練習 しよ
う1
1 計算練習と小テス
?
?
3乗法 口除
法
1乗法
5
①速さ、時間、道のりの関係を基にした
ゲームを通して、正の数・負の数の乗法
の意味を理解する。
②数直線を用いゲームの内容の意味を
考えながら乗法の計算の方法を考える。
③正の数・負の数の乗法の計算方法を理
解し、それに基づいて乗法の計算をす
る。
④乗法の交換法則、結合法則が成り立つ
ことを理解し、それらを用いて乗法の計
算をする。
⑤3つ以上の数をかけ合わせた時の積
の符号や絶対値について理解し、その計
算をする。
⑥累乗の意味を理解し、式を累乗の形に
したり累乗の計算をしたりする。
①速さ、時間、道
の りの関係教え
合い。
②数直線を用い
計算方法を考え、
説明し合う。
③
④⑤⑥説明をし
合う。
ゲーム→式化→
具体で考える。
①
1目的 3判断
5関係付け
②
2見通し
5関係付け 6
筋道 9数学的解
決
11評価洗練
④⑤⑥
2判断 3見通
し
5関係付け
8分類整理
9数学的解決
11評価洗練
2除法
3
①乗法を基にして、正の数・負の数の除
法の計算の方法を理解し、それに基づい
て除法の計算をする。
②逆数を使い、除法を乗法になおして計
算する。
③乗法と除法の混じつた計算をする。
①②③
教え合い、聞き合
い 、
問題作り、
問題出し合い。
①②③
2見通 し 3判
断
5関係付け
6筋道
11評価洗練?
?
?
?
?
?
?
?
?
? 2
①四則やかつこが混じった式の計算の
順序を理解し、その計算をする。
②正の数・負の数についても分配法則が
成り立つことを理解し、分配法則を用い
て式の計算をする。
③練習と問題作り
②分配法則の良
さを見いだそう。
②
2見通 し 3判
断
6筋道
8分類整理
練習 しよ
う2
1 計算練習と小テスト
4正の ①具体的な場面で正の数・負の数を活用 ①具体的な場面 具体的場面への
‐8・
数 日負の
数 の 活
用
2
できることに気づく。
②正の数・負の数を用い仮平均を求めて
資料の平均を求める。
③時差の問題を、正の数 0負の数を使っ
て考える。
を出し合う。
②③説明し合う。
活用
①
3半J財折
10対象→操作
②③
5関係付け 6
筋道
7的確に記録
8分類整理
11評価洗練
5数の
集 合 と
四則
1
①数の集合の広がりを四則計算と関連
づけて理解する。
②①について、数直線で確かめながら理
解を深める。
①②説明し合う。 数の広がり必要
①②
3半J断
10対象→操作
11評価洗練
計算 の練
習と復習
?
。
?
1章のまとめと練習
??????
?
?
。
?
1章のまとめのテス トと振り返り。
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【資料 8】 プロジェクト実習授業計画
1.実習期間 :平成25年5月7日 (火)～6月7日 (金)
2.実習校 :Y市立N中学校
3.担当学年・組 :1年1, 2, 3組(少人数Aクラス)4.教科 :数学
5.授業計画
時間 節・項 内 容 グループ学習と思考力
留意事項
1 挨拶、調
査 1
「数学的思考力」測定問題 3問
質問紙調査
2 授業の進
め方
グループ学習の進め方  ノー
トの使い方
「4つの考える」の意義を知る。
。当面のグループ作り
。今後の授業に期待を持たせる。
3 加減混合
1
①加法の交換法則、結合法則が成
り立つことを理解し、それらを使
つて効率よく計算する。
・個人→2人組→4人組
☆特に (2頭の外、1頭の中)
4 加減混合
2
②加法と減法の混じった式を項
事:「並べた式になお熙当計算
・個人→4人
☆特に (1頭の中、3情報の活用)
5 加減混合
3 計算練習と小テスト
。個人→4人→個人
◎ (4つの考える)。 自分たちで活用する
6 乗法 1 ①「速さ。時間。道のり」の関係
の復習、「どこにいるかな?」 ゲ
ーム
・2人組・4人組
☆特に (1頭の中、3情報の活用)
7 乗法2 ②「どこにいるかな?」 ゲームを
もとに、数直線を用い乗法の計算
方法を考える。
。4人グループ
☆特に (3情報の活用、4筋道を立てて順
序よく考える。)
8 乗法 3 ③乗法の計算方法を理解し、それ
に基づいて計算をする。
。個人→2人組→4人組
☆特に (2頭の外、1頭の中)
9 乗法4 ④乗法の結合法則、交換法則、⑤
3つ以上の数の乗法
。個人→4人組
☆特に (3情報の活用)
10 乗法 5 ⑥累乗の意味とその計算 。個人→2人組→4人組
☆特に (2頭の外、3情報の活用)
11 除法 1 ①乗法をもとに除法の計算方法
を理解し計算をする。
・個人→4人→個人
☆特に (2頭の外 3情報の活用)
12 除法2 ②逆数の意味 除法を乗法にな
おして計算する。
。個人→4人→グループ交流
☆特に (3情報の活用)
13 除法3 ③乗除の混じつた計算 ・個人→4人
☆特に (1頭の中、情報の活用)
14 四則混合
1
①四則やカッコの混じった計算
の順序理解、その計算
・個人→4人
☆特に (3情報の活用、2頭の外)
15 四則混合
2
練習 1
②分配法則
これまでの復習と整理
・個人→4人特に (1頭の中、2頭の外)
◎ (4つの考える)。 自分たちで活用する
16 活用 1 ①仮の平均 ・4人で考えをまとめ説明できるようにす
る。☆特に (1頭の中、2頭の外)
17 活用 2 ②時差 ・4人→全体 (グループ交流)
◎ (4つの考える)。 自分たちで活用する
18 集合 ①数の集合の広がり 。個人→4人
☆特に (1頭の中 3情報の活用)
19 まとめ 練習と単元テス ト
20 調査 2 「数学的思考力」測定問題3問  質問紙調査
‐10‐
【資料9】 プロジェクト実習指導案
プロジェクト実習1年数学 本時案1
【利寺】 2加法・減法  3.加法と減法の混じった計算 (1/3)
【目標】 。加法の交換法則、結合法則が成り立つことを理解し、それらを使つて効率よく計算する。
【本時の展開】
学習内容 学習活動 学習形態←思考力 留意点?
? (1)本日の
ベル °日U時の復習を含む5問
|・全体で答え合わせ
・各自プリントにや
る。
。自分で丸つけ
必要なことはメモ
「4つの考
例・∠
える」を提示し意識付けをする。
ド日はどれを多く使うかな?
?
? (2)数枚のト
ランプの合計
得点を計算す
るときの方法
を調べること
により、加法の
交換法則、結合
法則が成り立
ちことを帰納
的に理解する。
③ i関埋妻Pの
問題を計算し
やすい方法に
して計算する。
④加法を減法
の混じつた式
を加法だけの
式になおして
計算すること
に気づき、加法
の式に直して
①トランプ4枚の合計得点を
計算するとき、自分がどのよう
に計算しているかを考え、式に
表す。
・2人組でトランプを4枚ずつ
ラ|く。
→合計御点を出す式を引いた
順に表す。
→カードを見ながら合計得点
をどのように出すか考える。
②カー ドを交換したり、集めた
りしても答えが等しいことに
気づく。
・数回上詞①を行い、自分の作
った式とカードを比べながら、
理解を深める。
C加法の交換法則、結合法則と
言う言葉を知る。
加法の交換法則
a+b=b+a
加法の結合法則
(α+b)+θ=α+(b+ε)
①教科書P26例1を全体で計算
して交換法則、結合法則を使
っているところを確認する。
C教科書P26問2を計算し
やすい方法で計算する。
C減法の混じつた式を加法だ
けの式に直す。
。(+2)十(-5)―(-4)
=←2)+←5)螂
|
②項、正の項、負の項の言葉を
知る。
C激劇膳P27問3を各自でや
る。
・2人組で トランプを
弓|く。
・個人で式に表す。
・2人で確認しながら
式に表丸
(1頭の中、2頭の
外)
。お互いの計算の仕方
で、効率がよいのはど
れか考える。(1.頭
の中、3情報の活用)
2期、 4人
・計算の順序や、組み
合わせを変えて計算
できることであるこ
とを確認する。
(2.頭の外)
・全体→個人で
(3.情報の活用、
頭の外)
。個人→4人
答え合わせ、確認
(2.頭の知
・個人→4人で確認
・引き算の性質を思い
出し、「なぜ ?」 をグ
ループで解決できる
ようにする。(2.頭
の外、4.筋道)
・ トランプの
“
を―
針を十とする。
引いた順に加法の式
に表すことと、計算し
た順を式に表すこと
の区別をさせる。
。わからない子がその
ままにならないよう
に配慮する。
・グループになれてい
ないので細かい点に
西断針する。
。問3間4は両方同じ
ように使われたり、混
じつて使われること
に角蜘 ‐てホ3く。
‐
11‐
計算する。 →4人で確認
C加法の式では、かっこ ( )、
と演算記号の「十」をはぶいて、
項だけの式を並べて書くこと
ができることを知り、そのよう
に表された式を計算する。
・教科書P27問4は計算をする。
0答え合わせと共に、
教えあえるようにす
る。(2.頭の外)
個人→4人
間3と問4を区別で
きるようにグループ
で確認する。(1.頭
の中、2.頭の外)
?
?
?
(6)「A今日のなぜの回数」「B今日、わかったこ
と」‐「C質問・感想」をノー トに書く。
0自分の考えを個人で
記入する。
。ノー トは回収する。
Ⅲ12‐
プロジェクト実習1年数学 本時案2
【本時】 2加法・減法  3.加法と減法の混じった計算(2/3)
【目標】 。加法と減法の混じった式を項だけを並べた式になおして計算する。
【本時の展開】
学習内容 学習活動 学習形態←賠 力 留意点?
? (1)本日の
ベル
学習
°日1時の復習を含む5問
。全体で答え合わせ
・各自プリントにや
る。
。自分で丸つけ
必要なことはメモ
「4つの考,
例 。今
とる」を提示し意識付けをする。
日はどれを多く使うかな?
?
? (2)前時の復習
加法の式で項を
並べた式の意味
を考え:それを
計算する。
(3)加法と減法
の混じつた式を
項を並べた式に
なおす。
14)いろいろな
形の式に対応で
きるように練習
する。
(5)他の班に問
題を出そう。
①項を並べたの式をかつこの
ある式になおしてみる。
03-8   0-5-4
0-2+10-5    03-7-4+8
0計算する
①教科書P28例2
・加法に直す。
・項を並べた式にする。
・計算する。
②似たような問題を数問提示
し、2人、4人で考え、確認
する。
→馴 郭こつなげる。
①教科書P28問6,問7を確認
しながら解く。
①自分たちの班の作つた問題
を、他の班に出す。
条件 :力日法と減法、かっこなど
が混じっている間退
分たじヽ 口ま20以下
工夫して解く問題
・個人→周りで教え合
つ。
(1頭の中、2頭の
外)
・個人、2人組
(1.頭の中)
0自分の計算し易いイ
メージを大切する。
0個人→4人
答え合わせ、確認
(1.頭の中)
・個人→4人で確認
(1.頭の中、2.頭
の外)
・答え合わせと共に、
教えあえるようにす
る。(2.頭の外)
0終わったグループは
問題を作り、お互しヽ こ
解き合い練習する。
・出された問題を班で
解く。個人で→やり方
を確認→代表が黒板
て前子く。
(2頭の外、3情報の
活用)
。必ずしも項を並べた式
になおさせなくともよい
かも。(生徒のイメー カ
対応できるようにしてお
く。
0必要に応じて、1問
ずつ、2問ずつなど指
示する。
。わからない子がその
ままにならないよう
に配慮する。
・グループ毎に差が出
てもいいので確実に
計算させる。
?
?
?
(6)「A今日のなぜの回数」「B今日、わかつたこ
と」「C質問0軸 をノー トに書く。
・自分の考えを個人で
記入する。
・ノー トは回収する。
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プロジェクト5凛]1年数学 本時案3
【本時】 3乗法・除法  1.乗法 (1/5)
【目標】 。(どこにいるかな?ゲー ム)」 を行いそのゲー ムの意味を理解し、どんなカー ドを引いたときに勝てるのかに注目し、その理由を考える上で、ゲー ムが乗法であることを知る。
】
学習内容 響 慟 学習形態←思考力 留意点?
? (1)本日のベル学
習
°日1時の復習を含む5問
・全体で答え合わせ
。各自プリントにやる。
・自分で丸つけ
必要なことはメモ「4つの考ジ
例 。今
Lる」を提示し意識付けをする。
日はどれを多く使うかな?
?
? (2)「どこにいる
かな?」ゲームを
する。
(3)どんなカー ド
が出ると1券ち易か
つたか (答えが大
きな数になるか)
パター ンに分けて
考える。
“
)(3)のわけを説
明するためにゲー
ムが乗法であるこ
とを知る。自分た
ちのゲー ムを式に
直す。
①「どこにいるかなゲー
仕方を知る:
ワークシー ト参照。
|ポ鋼端濶 。卜
`iう
]
人組で確認する。
②2人組でゲームをする。
・白→黄色→水色→ピンクの1贋
にカードを引き、出たカードを
記入→どこにいるかを考え記入
する。
→大きい数になった人の勝ちな
ので、勝った人は数の横に○
負けた人は数の横に×をつ
ける。
③8回終わつたら、4硼州可敗過
確認し、今日の勝者を決定する。
①どんなカー ドが出ると勝ち易
かつたかな?
。大きい数の時
・時間とか、速さとか
。+くん
。後のとき
○+くんでも前だと勝つわけ
でもないよ。
②グループで相談して、そのわ
けも説明できるようにしましょ
う。
0+くんだったら～
・一ちやんも大丈夫でしょう。
0数が大きくても大きな数に
ならないときもあるよ。
C発表しよう。
C■例を取り上げ、立式してみ
る。
04人グループで陥認
。わからない子、できて
いない子は聞く。(1頭の
中)
。2メ悧臥 4ノG且て爾嬌忍
する。(3情報の活用)
2人組でカードを引き、
お互いに確認しながらワ
ークシートに記入してい
く。(1頭の中、2頭の外)
0個人で思いついたこと
を言う。
→4人組で言い合う。
・他の人の意見に対して
の反論も言えるように。
(1頭の中)
全体で
→分からない生徒には4
人班で確認させる。
(2頭の外)
黒板に大きな
ワークシ‐ ト
を貝占うて確認
する。
磁気艶繰をうま
く使わせる。
0ゲー ムがうま
く進められな
いチームには
アドバイス。
☆イメー ジや、
断 を対 に
させる。
。わからない子
がそのままに
ならないよう
に画課ヨする。
?
?
? “
)「A今日のなぜの回数」「B今日、わかったこと」
「C質問。感想」をノー トに書く。
0自分の考えを個人で記
入する。
・ノー トは回収
する。
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プロジェクトリ暉:1年数学 本時案4
【本時】 3乗法・除法  1.乗法 (2/5)
【目標】 0ゲームの内容の意味を、数直線を使い考えることで、正の数・負の数の乗法の計算の方法を、
帰納的に見いだすことができる。 。正×正=正
。正×負=負
。負X正=負
・負×負=正
(0。。今
+の向きに進んでいて、今より後なので 0→●
+の向きに進んでいて、今より前なので、●→→0
-の向きに進んでいて、今より後なので、●←←0
-の向きに進んでいて、今より前なの40←←●
●・ 。どこ力⇒
【本時の展開】
学習内容 学習活動 学習形態←思考力 留意点?
? (1)本日のベル学
習
°日1時の復習を含む5問
0全体で答え合わせ
0各自ノー トにやる。
。自分で丸つけ
必要なことはメモ「4つのう
例 。
与える」を提示し意識付けをする。
今日はどれを多く使うかな?
?
? (2)前回のゲーム
を振り返ろう。
(3)ゲームを乗法
の式に表す。
(41式に着日し、乗
法の計算のルール
を見いだす。
①どんなゲームだったかな?
0「どこにいるかな?」ゲーム
0かけ算だったんだ。
②式に表すとどうだったかな?
①(a)白「一ちゃん」「+くん」
は速さの向き  つまり符号
黄色「1時間にOkm」は速さ
の
絶対値
(b)水色「○時間」は時間の絶
対
値
ピンク「後口前」は時間の
符号
であることを知り、自分のカー
ドの内容をワー クシー トに立式
する。
①次は、式を見てどんなルー ル
があるか考えてみましょう。
0(+)× (+)= (+)
。(十)× (―)= (―)
。(―)× (十)= (―)
。(―)× (―)= (+)
0個人に聞く。
前時を振り返る。
・2人組で
・まちがえていないか、
必要に応じて4人で確認
(1頭の中)
・2人組、4人組でカー
ドの意味を確認する。鮨
に符助
(1頭の中→2頭の外)
・自分の立式が合ってい
るかのい プ榔 す
る。
・まちがえていたら、も
う一度グループで仕組み
獅編まし、やり直九
(3情報の活用、 1。 2
0グループで数直線を見
ながら、話していく。
+くんが出たときは～
一ちゃんなら～
○「今」を意識して話し
合いを進める。説明し合
つ。
(1頭の中、4筋D
Oグループでまとめる。
☆反論や、質問
を拾えるよう
にする。
☆イメー ジや、
劇乍を嬉 に
させる。
0なるべく生徒
から「なぜ?」
を出させたし、
‐15・
(5)考えたルール
とそのわけをみん
なで話l娑〉う。(共
村 る。)
(6)かけ算のこと
を 味法」と言う
ことを知る。
①パターンに分けて発表しまし
よう。
・質問や、意見を言う。
C教科書に線を引く。
。「なぜ?」 か考える。
・数直線のプリントを使
い、式を文に戻して説明
しあう。(2頭の外)
・他のグループの説明を
自分のグループで、もう
一臨 する。
・みんなで共有する。
(1頭の外)
・わからない子
に配慮し、なる
べく剣ミが説
明できるよう
にする。
?
?
?
(7)「A今日のなぜの回数」「B今日、わかったこと」
「C質問・感想」をノートに書く。
・自分の考えを個人で記
入する。
・ノー トは回収
する。
・ 16・
プロジェクトリ専:1年数学 本時案5
【本日寺】 3乗法。除法  1. 乗法 (3/5)
【目標】 0正負の数の乗法の計算方法をまとめ、それにもとづいて正負の2数(整数・J地い分数)の
積を求めることができるようにする。
【本時の展開】
学習内容 学習活動 学習形態←思考力 留意点?
? (1)本日のベル |:蛛霧更綿暮5問 ・各自プリントにやる。・自分で丸つけ
必要なことはメモえる」を提示し意識付けをする。
日ヽはどれを多く使うかな?
?
? (2)前時の復習
をしながら、正
負2数の積の求
め方をまとめ
る。
(3)正負の2つ
の整数の積を求
める8
141正負の2数
(含む小数、分
数)の積を求め
る。
①前時のゲー ムの言葉で表す。
(+2)X(+3)
Yくんは1時間に2kmの速さで進
んでいます。3時間後はどこ?
どうように
(-4)X(+3)
(+5)X(-2)
(-6)X(-5)
②正負の数の乗法についてまとめを
する。
☆正負の数の乗法
●同符号の2数の積は、絶対値の
積に正の符号をつける。
②異符号の2数の積は、絶対値の
積に負の符号をつける。
C板書された問題をノー トにやる。
② (+1)をかけても積はそのままで
ある。(-1)をかけると積はもとの
数の符号を変えた数になることを確
認する。
C教科書の問題、補助教材 (ワー ク)
の中の問題をやる。
②指示された問題が終わったら、
4人グループで問題を作りお互い
に出し合う。
・はじめ全体で行う。
・2人組で言わせる。
お互いに教え合い確認
する。(1頭の中、2頭
の外)
口「なぜ?」だったかを
意識しながらまとめら
れるようにする。(1頭
の中)
・個人で問題をやる。
→2人組で確認
→4人で答え合わせ
・生徒同士で間違いを
指摘し直す。(2頭の
外)
・各自→4人で答え合
わせ
・4人グループ (1間
ずつ出し合う)
(1頭の中、2頭の外)
。みんなは声
を出せるよう
にする。
☆常に数直線
のイメー ジを
持たせるよう
にさせたし、
。まちがえた
子に配慮
0答えを写す
のみにならな
いように注意
する。
・必要によっ
て「1問ずつ、
2問ずつ」な
ど、解く問題
数を指示す
る。
?
?
?
(6)「A今日のなぜの回数」「B今日、わかったこと」「c
質問・感想」をノー トに書く。
・自分の考えを個人で
記入する。
。ノートは回
収する。
・17・
プロジェクト実習1年数学 本時案6
【本時】 3乗法・除法  1.乗法 (4/5)
【目標】 。乗法の交換法則、結合法貝Jが成り立つことを理解し、それらを用いて乗法の計算ができるよ
うにする。03つ以上の数をかけ合わせた時の積の符号や絶対値について理解し、その計算ができるようにする。
【本時の展開】
・前時の復習を含む5問
。全体で答え合わせ
・各自プリントにやる。
・自分で丸つけ
必要なことはメモ「4つの考える」を提示し意識付けをする。
例 。今日はどれを多く使うかな?
(2)前時の
復習
「正負の数
の乗法」の
まとめを思
い出す。
(3)乗法の
「交換法
貝1」「結合法
貝J」 カミ成り
立つことを
知る。
141計算し
やすい方法
を考えて 、
発表し合
う。
6)いくつ
かの数を掛
け合わせた
ときの積の
符号の特徴
を知りまと
める。
る
☆正負の数の乗法
●同符号の2数の積は、絶対値の
積に正の符号をつける。
②異符号の2数の積は、絶対値の
積に負の符号をつける。
①l-41 X C13)=(13)X(-41になること
を各自計算し、「なぜ?」かを説明し
合う。
・ 0・口絶対値の積と符号によって決
まるから。
②I(+2)Xl-411X(-5)
ことを確認する。
C教科書p36問7の問題を計算しや
すい方法を考えて計算する。
日実際に計算する前に、晴十算しやす
い方法」を各自考える。
グループで話す。「なぜ?」かを言え
るようにする。
(時間があるようなら、ワー ク等をや
らせる。)
・これまでの問題から、積の符号は、
掛け合わせる負の数の数によって決
まることに気づき、お互いに説明し合
う。
=(+2)XI←41X←5)}になることを各
③乗法では、交換法則や結合法貝Iを
使つて、数の順序や組み合わせを変
えて計算することができる。
・全体で声に出して配
(2頭の外)
・2人組→4人組
(1頭の中、2頭の外)
口具体的に4人で確認する。
(2頭の外)
・はじめは個人で考える。
→4人で話す。
[例]A:はじめは～～から
やるといいよ。
B:なぜ?
C:だって・・・・。
B:あ、そうか !
(1頭の中、4筋道)
・4人で話し合い、まとめる。
(3情報の活用、4筋道)
。はじめは
何も見ず、
その後新
にカードを
貼つてお
く。
0当たり前
と思ってい
る生徒がい
るので、言
葉に表すよ
うにさせ
る。
・うまく用
語が使えな
くてもお互
いに伝えあ
えるように
する。
・「なぜ?」
かをひとり
で説明して
しまうので
はなく、お
互いに説明
しあえるよ
うにさせた
し、
(6)「A今日のなぜの回蜘 「B今日、わかったこと」
「C質問口感想」をノー トに書く。
。自分の考えを個人で記入す
る。
。ノー トは
回収する。
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【本時】
【目標】
る。
プロジェク ト実習 1年数学 本時案 7
3乗法・除法  1.乗法 (5/5)
。累乗の意味を理解し、式を累乗の形にしたり累乗の計算をしたりすることができるようにす
【本時の展開】
(1)本日のベル学
習
°日1時の復習を含む5問
。全体で答え合わせ
。各自プリントにやる。
。自分で丸つけ
必要なことはメモ「4つの考える」を提示し意識付けをする。
例。今日はどれを多く使うかな?
(2)前時の復習
「乗法の交換法
則・結合法則」「積
の符号と絶対値」
を思い出す。
(3)「累乗」「指数」
の意味を知り、書
き表す、
14)累乗の計算を
する。
C全体で確認する
①l辺5 clnの正方形の面積と、
1辺5 clnの立方体の体積を求め
る式を書いてみよう。
□ 國
5X5   5××5
0×5=52  5×5x5=53
と書くこと、「累乗」「l旨数」と
いう言葉もを知る。
③ ←)、 分数の累乗での表し方
を確認する。
2X2X2   (-4)X←41
(―:)X(―::)
① (-3)2と_32の違いを話し
合い、確認する。
②教科書p37問10を各自やる。
→4人で相談→間違いを見つけ
説明し合う。
②全体で答え合わせ。
・全体で声に出して鵜
(2頭の外)
・各自ノー トに図を描き、
式を書く。
・2人でノー トを確認し
あう。
・2人で問題を出し合い
確認する。
逆の場合も確認しあう。
・言葉で言い合う。
(2頭の外、3情報の活
用)
・2人→4人で式を書き
ながら、答えの違いを説
明し合う。(1頭の中、2
頭の外)
・終わったグルー功ま問
題を作り、お互いに解き
合い練習する。
・必要なカー ド
を駆 に貝占る。
・2畑、4人
組がうまく機
能するように
酉断計する。
・混舌Lしている
生徒に気を配
りながら、生徒
同士で間違い
に気づかせ、修
正させる。
(6)「A今日のなぜの回数」「B今日、わかったこと」
「C質問・感想」をノートに書く。
・自分の考えを個人で記
入する。
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プロジェクト実習1年数学 本時案8
【本時】 3乗法・除法  2.除法 (1/3)
【目標】 0乗法をもとに除法の計算の仕方を理解し、計算ができるようにする。
本時の展開
学習内容 学習活動 学習形態←思考力 留意点?
?
内
日のベル
|
。前時の復習を含む5問
0全体で答え合わせ
,各自プリントにやる。
・自分で丸つけ
必要なことはメモえる」を提示し意識付けをする。
ド日はどれを多く使うかな?
?
? (2)乗法の式の
空欄に入る数を
考える。
②空欄の数を出す式はどうなるか
な?
口・・口わり算だ !
(1)←6)÷(■2)=( )
(2)←6)÷←2)=( )
(3)←6)÷(…2)=( )
14)←6)÷←2)=()
0)わり算のこ
とを除法と言う
ことを知る。
④ 2数の商の
求め方をまとめ
る。
①教科書に線を引く。
C滓詳計は?
⑤教科書の問
題を練習する。
・教科書p39間3をノーHこやる。
IR呉藁鼻儀身 IG警
科書p39「クロー ズアップ」で確
☆正負の数の除法
●同符号の2数の積は、絶対値の
積に正の符号をつける。
②異符号の2数の積は、絶対値の
積に負の符号をつける。
・個人で考える
→4人グルー女 確認
(1頭の中)
・4人グループで式を
作る。(3情報の活用、
2頭の外)
口全体でまとめる。
(2頭の外)
・各自やる。
(3情報の活用)
・4人で答え合わせ。
・終わったグループは
問題を作り、お互いに
解き合い練習する。
・ 0+3・0・OK
・3÷00・0区別す
る
(1頭の中)
。必要なカー
ドを黒板に
員占る。
・2期、 4
畑 がうま
く機能する
ように酉臆
する。
・混舌Lしてい
る生徒に気
を酉己りなが
ら、生徒同士
で間違いに
気づ力せ、修
正させる。
・具体靭こ例
をさして説
明してもよ
し、?
?
?
(6)「A今日のなぜの回数」「B今日、わかったこと■■Q
質問・感想」をノ∵卜に書く。
・自分の考えを個人で
記入する。
0ノートは回
収する。
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プロジェクト実習1年数学 本時案9
【本時】 3乗法。除法  2.除法 (2/3)
1暴辱λ展畠F数
の意味を確認し、ぃ法を乗法になおして計算できるようけ る。
(1)本日のベル学
習
。前時の復習を含む5問
。全体で答え合わせ
。各自プリントにやる。
・自分で丸つけ
必要なことはメモ「4つの考える」を提示し意識付けをする。
例 。今日はどれを多く使うかな?
(2)分数の除法は
どうしたらいい
だろう。
(3)逆数の意味
を確認する。
(4)逆数を使っ
て、除法を乗法に
なおして計算す
る。
q―∋÷(-1)はどのようた計
算するのだろう?
0わり算はひっくり返してかける。
・マイナスがついてぃるよ。
・逆数をかければいいんだ !
。マイナスの逆数って?
①逆数とはどんな数?
。かけて1になる数
。負の数の逆数は?
・かけて1になるんだったら負の数で
も分母と分子をひっくり返せヤか い
んじゃない・
。符号は?
。かけて1なんだから負の数になる
よ。
②負の数の逆数について確認する。
2つの数の和が1になると
き、一方の数を他方の数の
逆数という。
q_∋.(_〕を計算してみよう。
(―
‐
:)÷ (-1)==(―:)X(―ザ)
途中で約分することを臨
醐 書p41問5をノートにやる。
・教科書p39問3をノー トにやる。
①自分たちの班の作つた問題を、他の
班に出す。
条件 :途中で約分する問題
分たじヽ升は20以下
。個人で考える
→4人グンレー プで考え
る
(3情報の活用)
・4人グル 刻ー 目談
(3情報の活用、2筋
コ
・グノい プk癖昇陀妊換し
ながら、逆数の意味を確
認する。(2頭の外)
・全体でまとめる。
(2頭の知
・全体で、声を出して言
つ。
(2頭の外)
・各自やる。
(3情報の活用)
・4人で答え合わせ。
小学校で学習
したことを思
い出させる。
「逆数」と言う
言葉はなるベ
く生徒から出
させたし■
必ずしも文章
で覚えるので
はなく、イメー
ジを大切にさ
せる。
・つまずいてい
る子にはIJIで
教えあえるよ
うにさせる。
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(5)他の班に問題
を出そう。 0終わったグループは間
題を作り、お互いに解き
合い練習する。
・出された問題を班郵
く。個人で→やり方を確
認→代表が黒板で解く。
(2頭の外、3情報の活
用)
。条件にあつた
問題になつて
いる力郷 し
ていく。
?
?
?
(6)「A今日のなぜの回数」「B今日、わかったこと」「C
質問・感想」をノートに書く。
0自分の考えを個人で記
入する。
0ノー トは回収
する。
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プロジェクト実習1年数学 本時案 10
【本時】 3乗法。除法  2.除法 (3/3)
【日標】 ・乗除の混じつた計算は乗法だけの式になおして計算することが便利であることに気づき、そ
れを使つて計算する。
【本時の展開】
判 内容 学習活動 学習形態←思考力 留意点?
? (1)本日のベル学
習 :理塀質進爾影璽認暮5問 。各自プリントにやる。・自分で丸つけ
必要なことはメモ「4つのリ
例 。
争える」を提示し意識付けをする。
今日はどれを多く使うかな?
?
? (2)24■
(-3)×2
をいろいろなや
り方で計算して
みる。
(3)除法は全て乗
法に直すと間違
いにくいことに
気づく。
(4)乗法になおし
て計算する。
①24÷(-3)×2を計算しよう。
・前から順番に計算する。
a (-8)×2
・全てかけ算に直す。
b  24×
(―:)×2
0後ろから計算してしまう。
c 24÷(-6)・・間違い
②どのやり方がいいのかな?
0どれでもいいよ。
0答えが違うよ??
③c力｀なぜいけないのか考える。
_24×■×2なのに、-24Xlx■
になっちゃう。
①どれが一番便利?
Oaかな?
Obじゃなし、
②どんなときも使える方法は?
Obだれ
①教科書p41問7をノー トにやる。
②ワー クの問題をやる。
:個人で計算する。
・4人グル∵プで相談
(3情報の活用、2筋
道)
04人→グループ交流
24÷(-6)に注目し、
いいのか?意見を出し
合う:(1頭の中、2頭
の外)
・4人
2うの違いに注目して
確認する。(1頭の中)
0全体で
(3情報の活用 1頭
の中)
・各自やる。
(3情報の活用)
04人で答え合わせ。
場合によつて1間、2
問ずつ。
いろいろな方
法が出てきて
ほしυヽ
・績括Lしている
生徒には整理
するようにア
ドバイス
。つまずいてい
る子には班で
教えあえるよ
うにさせる。
?
?
?
(5)「A今日のなぜの回数」「B今日、わかつたこと」「C
質問口感想」をノー トに書く。
。自分の考えを個人で
記対 る。
0ノートは回収
する。
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プロジェクト実習1年数学 本時案11
【本時】 3乗法。除法  3.四則の混じつた計算 (1/2)
【目標】 ・四則やカッコの混じつた計算の順序を確認し、その計算をする。
【本時の展開】
学習内容 学習活動 学習形態←思考力 臨 点?
? (1)本日のベル学
習
。前時の復習を含む5問
。全体で答え合わせ
・各自プリントにやる。
・自分で丸つけ
必要なことはメモ「4つの考 :
例 。4
れる」を提示し意識付けをする。
日｀はどれを多く使うかな?
?
? (2)小学校で学
習した四則言十算
の順序を確認す
る。
③順序を考え
て、四則やカッ
コが混じつた計
算をする。
④ ③の学習を
もとに、教科書
P43間4、間5を
やる。
C吹のような式で表すことのできる
問題を考えてみよう。
ア 500-(1401260)
イ 150×3+(75+50)×2+200
②吹の直方体の高さを求めましょう。
甍面6cmの正方形
3 6 0cd
③四則計算の順番を確認する。
・累乗があるときは累乗が先
。カッコがあるときはカッコが先
。加減と乗除が混じつているとき
は、乗除が先
①教科書例題1日 ●累乗
の計算の仕方を確認し、それぞれノー
トに教科書P42問1をやる。
②教科書例題2・・乗除と加減
の計算の仕方を確認し、それぞれノー
トに教科書P42間2をやる。
③教科書例題3・ロカッコのある計算
の仕方を確認し、それぞれノー トに教
科書P43問3をやる。
①4人力卜 女 問題を解く。
・4人グループ
(1頭の中 2頭の外)
・文だけでなく、絵に書
いてみる。
。計算のルールを①②の
問題より確認する。
。個人 (3情報の活用、
2頭の外)
。自分が終わつたらグル
ープの仲間に気を配る。
(1情報の活用、2頭の
外)
… ・教え合い
4人で確認
・個人→4人で確認
答え合わせ→間違いに
気づく
。終わつたグループは間
題を作り、お互しヽ こ解き
合い練習する。
。問題作りがう
まく進むよう
に、ヒントを出
丸
ケーキ屋さん
文房具
。お互いに気を
配り、自然な形
で教えあえる
ようにさせた
し、
。ひとりだけ先
行したり、遅れ
る生徒が出な
いように気を
配る。
?
?
?
(5)「A今日のなぜの回数」「B今日、わかったこと」「C
質問口感想」をノー トに書く。
。自分の考えを個人で記
入する。
。ノー トは回収
する。
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プロジェクト実習1年数学 本時案12
【本時】 3乗法・除法  3.四則の混じつた計算(2/2)
【目標】 。剣諦唄Jの意味を理解し、必要に応じて分配法則を使つて計算することができる。
)本日のベル学 。前時の復習を含む5問
・全体で答え合わせ
・各自プリントにやる。
・自分で丸つけ
必要なことはメモ「4つの考える」を提示し意識付けをする。
例。今日はどれを多く使うかな?
(2)長方形の面
積の求め方を確
認し、面積を使
つて分配法則の
意味を理解す
る。
③必要に応じ
て分配法則を利
用して計算す
る。
f41分配法貝Jを
利用して計算を
する。
(5)他の班に問
題を出そう。
。縦×横
0図で確認する。
5.5cm 2.5cm
rCm   l
ア 3×5。5+3×2.5
イ 3×(5。5+2.5)
アとイが等しくなることを理解す
る。
②「分配法則」言葉と共に理解する。
αX(b+C)=αXb+α×6
(b tt C)×α=b×α+ε×α
CM×(-1/6+1/9)を各自計算して
みる。
ア54×
(―:)+54x:
イ54×
(―f:十f〕
・アとイの方法のどちらが簡単か
な?
・先に約分した方がいし、
。通分の方がいい
。・・分配法則の意義
C激劇嗜P43問6を計算する。
①自分たちの班の作つた問題を、他
の班に出す。
条件 :分配法則を使つた方が効率よ
く解ける問題
答えば甕敦になる問題
分母分子は20以下
。個人で考える。
→ カ ト 椰
(2頭の外)   l
図で確認する。
。縦横が入れ替わつて
も同じことを確認す
る。
(1頭の中)
0文字を使つて一般イヒ
する。(1頭の中)
・個人で計算 (3情報
の活用、2頭の外、1
頭の中)
。自分が終わつたらグ
ループの仲間に気を配
る。(2頭の外)
・個人→4人で皓認
答え合わせ→間違しヽ こ
気づく
0終わつたグ
'レ
ープは
問題を作り、お互いに
解き合い練習する。
・出された問題を班で
解く。 個人で→やり方
を確認→代表が黒板で
解く。
(2頭の外、3情報の
活用)
わからない子
には知颯里に文
字を使うので
なく、数字で確
認させる。
増問哩にアにし
なくても自分
でアが簡単だ
と気づいてほ
しし、
・条件にあつた
問題になって
いるか確認し
ていく。
(6)「A今日のなぜの回数」「B今日、わかつたこと」
質問・感想」をノー トに書く。
0自分の考えを個人で
記入する。
25
【本時】 3乗法。除法
【日標】 。「仮の平均」
にする。
プロジェクト実習1年数学 本時案 13
4.正の数・負の数の活用 (1/2)
の考え方を理解し、必要に応じて効率的に「仮の平均」を使うことができるよう
)本日のベル学 °日1時の復習を含む5問
・全体で答え合わせ｀
。各自プリントにやる。
・自分で丸つけ
必要なことはメモ「4つの考える」を提示し意識付けをする。
例 。今日はどれを多くイ吏うかな?
(2)平均の求め
方を確認し、教
科書P44?の文
の平均を出す。
③櫛 轄 P44□
の問題を考え
る。
→式を言葉で表
す。
“
)教科書
P45□
の問題を考え
る。
(5)グループで
基準を決めて、
平均を求める。
(6)教科書
P45□を効率よ
く基準を決めて
角翠く。
①「平均とは?」
・全体を等しくならすこと。
②どんなときに使う?
0テストとか。・ 0
C平均の求め方
・ 動
=資料の値の合計■資料の個数
。?の問題の場合は
(181■208+169+194)÷4
①)孝婦撻許P44□
式 1941(-13+1ケ25 0)÷4のそれぞ
れの数字の意味とこの式の意味を、
グループで説明し合う。
→ノー トに記入する。
②指名して、発表させる。
③この式で答え (平均)を求めさせ
る。
C教科書P45□
150cmを基準にして考える。
式を作る。
150+(30+58+19+44)÷4
答えを出丸
②出した感想を聞く。
・めんどう
0普通に平均を出しても変わらな
しヽ               |
①なるべく面倒にならないように基
準を決めよう。
→計算して平均を出丸
感想をノー トに書く。
②他のグループの基準を聞いてみ
る。
自分たちの基準と比べてみる。
①自分たちで、基準を決めて平均を
求める。
・基準を、9.0秒にする。
。個人で考える。
→計算する
。全体で確認
。4人グループ
(1頭の中)
話し合い、教え合
つ。
・個人でノートに言葉
を記入する。(2頭の
外)
0個人→4人で確認
答え合わせ
。班で相談して基準を
決める。
効率よく決められる
か?
(3.情報の活用)
効率よさ→計算が楽と
実感する。
・全体、個人の場
面でも必要に応
じて、周りの生徒
と相談や質問の
できる雰囲気を
作る。
・計算をまちがえ
る生徒や、「面倒」
と感じる声を拾
いたし、
・分かる生徒ひと
リノぎけ/J高ヾiす1た
況にならないよ
うに、分からなυヽ
生徒は質問でき
るように配慮す
る。
0自分たちで、
基準として
は、どれが適
切力半J断でき
るとよし、
(7)「A今日のなぜの回数」「B今日、わかったこと」「C
質問・感想」をノー トに書く。
0自分の考えを個人で
記入する。
‐26‐
プロジェク ト実習1年数学 本時案 14               1
【本時】4「正負の数の活用」・・・2/2                             1
【目標】 。「正負の数」で学んだことを使い、時差に関連する課題を「4うの考える」を適切に     |
用いながらグループ毎に解決し、それを他のグループにも伝える。                   |
参考URL httpソww_jalocoojp/worldcloclc/
【本時の展開】
学習内容 学習活動 学習形態←思考力 留意点?
?
(1)JALのホーム
ページ「世界時
計・カレンダー」
の見方を確認す
る。
い
①HPを開き、グループで見方・
操作の仕方を確認ずる。
②時差について思い出す。
4人グループ ・HPの見方や
使い方は前時に
説明しておく。
・時差について
は前時に簡単に
説明 (小学校で
学習している。)
|える」を提示し意識付けをする。
今日はどれを多く使うかな?
?
? (2)前時に提示さ
れた「お話5個」
のそれぞれの課題
を把握し、その中
から担当するグル
ープを決める。
(3)「4つの考え
る」を意識し、そ
れを適切に使いな
がら、グループ毎
に課題を解く。
①グループで簡単に「お話5個」
の内容と何を聞かれているのかを
確認する。
②全体でどの課題を担当するかを
決める。
・やりたい課題が重なっても、1
グループに1個の課題になるよう
に調整する。
①それぞれグループで、WEBの時
差情報を使い課題解決の方法を考・
える。
②状況を見て、他のグループの様
子を知る。
口「○班は△番をどのように解い
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
?
?
「
―
?
―
』
????
?
?
。??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
4人グループ
。それぞれの課題の意
味が分かるように、グ
ループでイメージす
る。(1頭の中)
4人グループ
(4つの考える)
・他のグループの状況
を聞いて、自分たちの
課題に使える方法は
ないか考える。
→自分たちなりに用
いて解決を試みる。
????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
』
?
‐?
。前時のプリン
トにはお言舌だけ
が載つていて、
何を出すのかは
書かれていな
レヽ。
・ 5この課題を
黒板に掲示す
る。
・混乱している
生徒に気を配 り
ながら、みんな
で相談しあえる
場を作る。
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(4)それぞれの課
題の解決法を発表
する。
ウ*わかりやすいように、絵
に描いてみました・
工*世界地図に情報を記入し
ています。
。発言の訳
予想を立てる
ひとりのでき
る生徒だけが
独走しないよ
うに注意
・全てのグル
ープが答えを
出せていなく
ても発表させ
る。(途中まで
でもよい。)
・他のグルー
プの発表から
ヒントを得ら
れる?
題1:時差、往復問題 東京→パリ→東京
・・東京・パリ間の時差 (東京基準に直す)
・ 。時間の流れと共に整理
問題2:時差、日本→ダラス→サンパウロ間。00かった時間についての整理
・・・図に表す (表)
問題3:時差、マドリッド→モスクワ→日本
・・・情報の整理 ・各地の現地時間の整理時間000図に表す (表)
4:日本との時差の整理 時間の
。図に表す (表)
の 用
5:日本との時差の整理 現
。図に表す (表)
間
①ホワイトボードを使い、説明
②聞いている班は質問をする。
→意見交換
・なぜその答えになる
のか説明できるよう
に話し合 う。
・「なぜ ?」 を説明す
る。
・疑間を日にできる。
・他の班の発表ついて
も、グループ内で意見
や質問を話す。
・自分なりにメモをし
てもよい。
?
?
?
(5)「A今日のなぜの回数」「B今日、わかつたこと」「C
質問・感想」をノー トに書く。
・自分の考えを個人で
記入する。
・ノートは回
収する。
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プロジェク ト実習1年数学 本時案 15
【本時】 3乗法 0除法  5。数の集合と四則 (1/1)
【目標】 ①数の集合の広がりを四則計算と関連づけて理解する。
②①について、数直線で確かめながら理解を深める。
【本時の展開】
学習内容 学習活動 学習形態←思考力 留意点?
? |:基糠寒祗更暮禽尊5問 ・各 自プリン トにやる。・ 自分で丸つけ
必要なことはメモ「4つの考え
'例 。今日
5」 を提示し意識付けをする。
はどれを多く使うかな?
?
? (2)/1学ヽ校から
学習してきた
「数」について
思い出す。
(3)(2)で確認し
た数を数直線で
表す。
(4)図に表す。
①小学校1年生で初めて学習
した数は何だつただろう?01, 2, 3・00。
0自然数
☆物を数えるときに使う数が
自然数と言うことを確認
00もあつたよ。
・自然数と0で整数だ。
②O, 1, 2,3,日… の他
は?
0小数、分数
0小学校3年で学習したよ。
③では、中学校1年で初めて
でてきた数は?
。負の数
☆小学校で学習してきた数は
全て正の数であることを確
認 。
① 負の数←  →正の数
全体
。個人で思い出す
(3.情報の活用)
・ 2人、4人で確認
0個人、4人
0それぞれの数の大き
さなどをイメージしな
がら整理する。(1.頭
の中)
・個人
ノー トに数直線をか
く。
・個人→4人で確認
(2。頭の外、3情報
の活用)
個人
図をノー トにかく。
。小学生の時
を思い出させ
ながら進め
る。
・言葉と数の
イメージが一
致するよう
に 。
0数直線では
数の大きさに
着目させた
い 。
分数、小数の
意味 (数の表
し方が違う)
を捉えさせた
・整数には負の数も含まれる
ことを確認。教科書P12
②数直線を見ながら、分数、
小数についても確認。
①集合の意味を知り自然数→
整数→すべての数
と数が広がっていく様子を理
解する。・・・板書
ヨ人→4人
築え合わせ、確認
②教科書P46問1の数を図に
かきいれる。 ?
?
‐29‐
(5)数の集合と
四則の関係を表
に書き入れなが
ら帰納的に理解
する。
①P47問2の表の意味を確認
しながら埋める。
・×の時はその例も記入す
る。
②全体で確認
・4人
相談しながら埋め
る。
(1.頭の中)
×の時の例を
しっかり出さ
せる。
。黒板に提示
し、確認する。
?
?
?
(5)「A今日のなぜの回数」「B今日、わかったこ
と」「C質問口感想」をノートに書く。
。自分の考えを個人で
記入する。
・ ノー トは回
収する。
・30‐
考えて解こう 問題セットB
この9コのマス言:こ数を入れて、を、接,ななめの数い審が全て等し
くなるよう:こ立 たヽものを羅法尊といいます.鐘の場合:i3方薄)
で:ま、再露です.岩の空機に1～9までの政りの数を入れて、縦、横、
ななうの数が等しくなるようにしなさい。
(ヒント:1から9までの数の積は,,
【2】
A君、Btt C言の3人:まい‐つし
=:こ
あるスポーツのチームたぃます.
3人にごん象スポーツのチームか舞いたところ.次のよう:こ答えました,
3人の うち2たが うそをつき. 1人だけが本当らことを言つています.
きて、3ミは何のスボータのチームにいるのでしょぅか?
テニスでもハス
タ′トボール●
tれ｀よ。
【31
A言:まある本
'・
3連続したベージを毎杖か薇りとってしまいました.歌,とつた事分の一番上のベージ数:ま
183ベージで、最後のベージは最材のベージを目じ数字が異なる穎事で菫んでいます。A君が破りこった0
:ま全議で打ベージでしょうヵ、?
【?
?
?
?
】
?
?
?
?
?
?
?
?
「
?
?
?
?
?
【?
?
】
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?「??
?
」
????? 問題セットA
1ll
A君は1から111までの奇数番号だけをカードに書き込んで数字カードを作りました。
1人日に、1のカードを渡しま丸
人日に、3と5のカー ドを渡します。
3人日に、7,9,11のカー ドを渡しま九
4人日に、13,15,17,19のカー ドを渡しま丸
このように渡していくとA君は何人の人にカー ドを渡すことができますか?
121
ある年の1月の金曜日は4回ありました。また月曜日も4回ありました。この年の1月20日は何曜日で
うか?
131
A君、B君、C君、D君、E君、F君の6人で100m競争をしました。
OE君は、D君より早くゴールした。
②F君は、D君、A君より早くゴールした。
③A君は、C君より早く、D君より遅く、B君と同時にゴールした。
て、3番目にゴールしたのは誰でしょう?
?
?
【
?
∞
た0
考えて解 こう!は_1)
問題 は3間あ ります。 このプ リン トは 1枚目です。
組   番 氏名
次の問題を、下の①―Oの質問に答えながら解きましょう。
A君は■から111までの奇数番号だけをカードに書き込んで数字カードを作りました。
1人目に、1のカードを渡します。
2人目に、3と5のカードを渡します。
3人目に、7, 9, 11のカー ドを渡します。
4人目に、13, 15, 17, 19のカードを渡します。
このように渡していくとA君は何人の人にカー ドを渡すことができますか?
①この問題を読んで思ったことを右の吹き出しに
書いて くだ さし、
②下の空欄を使つて答えを出してください。また、あなたの考え方を教えてください。(絵や図、表、グラフ
など必要なものをかいてもかまいません。)
考 え方
答 え
人
③あなたの出した答えは正しいと思いますか?理由を吹き出しに書いてくださし
(   )正しし、
(  )正しくない
【?
?
?
?
】
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
【?
?
〓
】
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
問題セットC
111
くぎが24kg分袋に入つていま丸右のような天枠ばかりを使い、
kg分だけ、くぎを取り出すにはどのようにすればよいでしょうか?この天粋
にはメモリがなく、釣り合っているかどうかだけがわかるようになってい
Ъ絵や図にかいて説明してください。
【21
この部屋にいるのは、鈴木さん、佐藤さん、
ころが3人がつけている名札には、「た
し」「みらい」「つよし」としか書かれて
まヽせん。
さんは本当のことを言つていますが、
2人の言つていることは本当かうそ
りません。
こにいる3人の氏名は?
〔31
デジタル時計の時間表示で、同じ数字が連続して3つ以上並ぶのは、1日のうち何分間あるでしょうか?
だし、このデジタル時計は12時間表示で、正午、真夜中の12時は12:00と示しま丸
(12時台は、たとえば12:34というように示すということですJ
考えて解こう
?）????
【資料12】改善実習単元指導計画
2章:文字式
【単元構成】・・。19時間のうちの13時間
項・節 時数 内  容 グループ学習 思考カ
2.文字式の表
し方
3/
5
①文字式の積や商の考え方を理
解する。(チョコボール)前時の
問題をグループで取り上げて深
める。
①グループで
確認
②難しい点を
確認し合う
③教え合い、聞
き合い
文字式の利便性
①
8分類整理
9数学的解決
②
1目的 6筋道
7的確に記録
9数学的解決
10対象→操作
③
2見通し
4使える資料
5関係付け
10対象→操作
②文字式の積や商の表し方に基
づいて速さや割合を含んだ数量
や図形の面積などを文字式で表
す。
・速さの考え方
・割合 %、割
・小学校で学んだ図形の面積
③具体的な場面での文字式を読
みとる。
式→具体ヘ
3.式の値
2
①代入、式の値の意味を具体的な
場面を想像しながら理解する。
・前時までに学習した「式」に
値を代入し、式の値を求める。→
②ヘ
②文字にいろいろな数を代入し
式の値を求める。
①教え合い、聞
き合い
→理解
②グループで
練習
代入の考え方
①②
2見通し
5関係付け
10対象→操作
練習しよう 1 まとめと小テス ト
2式の計算
1.1次式
1
①「1次式」「項」「係数」言葉の
意味を理解する。
②同じ文字を含む項は1つにま
とめられることを理解し、その計
算のをする。
・チョコボール
0面積   分配法則
②教え合い
き合い
意味理解、具体
→抽象
①
5関係付け
7的確に記録
9数学的思考
2.1次式の計
算
4
①l次式と数の乗法・除法の計算
をする。・チョコボールで考える。
0面積で考える。分配法則
②l次式どうしの加法・減法の計
算をする。チョコボールを使つて
グループで相談しながら理解を
深める。
③分配法則を使つてやや複雑な
1次式の計算をする。カッコをは
ずす意味。
①②③
グループで考
える。
→理解ヘ
具体から抽象ヘ
式化
①②③
2見通し
5関係付け
8分類整理
9数学的思考
まとめと練習 まとめ、小テス ト
3.文字式の活用 1/
2
①活用問題にツヒ戦
文字式を用い、その意味を考え
る、解決に導く。
①グループで
考える。
②グループで
身の周りに活用
①
8分類整理
・33‐
②「ス トローの本数」問題で作っ
た文字式を用い、その意味を考
え、全ての式が同じ式で表せるこ
とに気づく。
考える→発表
→共有
9数学的思考
②
1目的4使える
資料
6筋道7的確に
記録 |
8分類整理
11評価洗練
まとめ 1 単元テスト 振り返り
・34‐
【資料 13】改善実習授業計画
1.実習期間 :平成25年6月25日(火)～7月12日(金)
2.実習校 :Y市立N中学校
3.担当学年・組 :1年1, 2, 3組(少人数Aクラス)
4.教科 :数学
5.単元 :2章 文字式
6.授業計画
E寺間 節 0頂 容内 グル…プ学習と思考カ
留意事項
1 文字式の
表し方 1
速さ×時間=道のり (距離)
。表に表す
個人→4人で復習
表に表す (2頭の外、1頭の中)
2 文字式の
表し方2
割合
割、%
個人→4人で復習
(1頭の中、2頭の外、4筋道)
3 文字式の
表し方3
面積、体積
式の表す量
個人→4人
図 (2頭の外、 1頭の中、 3情報)
4 式の値 1 代入の意味
「量」としての捉え 文字の意味と共に
チョコボールの箱を使いながら
個人→4人
イメージ (1頭の中、2頭の外)
5 式の値2 文字2種類
復習と小テス ト
個人→4人:練習
(2頭の外、3情報)
6 式の計算
1.1次
式
1次式の意味・ 0チョコボニルの箱で
項、係数、1次の項、1次式
同じ文字はまとめられる。
<分配法則 。・・面積で>
個人→4人:理解、問題作り
(3情報 2頭の外)
7 1次式の
計算 1
1次式×数    ザ挙6の意
味
分配法則
かけ算を使 う問題作り4人(3情報)
個人→4人・・練習
途中式 (2頭の外)
8 乗法2
前時の授業が終わらなかったため、指導案(4)より。
9 1次式の
計算2
1次式÷数
割る数が分数の時、逆数をかける。
除法を乗法に直す。
個人→4人00練習
途中式 (2頭の外、1頭の中03情
報)
10 1次式の
計算3
1次式の加減
。減法は加法に直す
個人→4人・・練習
途中式 (2頭の外、1頭の中、4筋
道)
11 1次式の
計算4
いろいろな計算
0係数が分数、小数
個人→4人
途中式 (2頭の外、1頭の中、4筋
道)
12 1次式の
計算5
練習
小テス ト
13 活用 「文字式」で学んだことを使い、やや高度な具体的な課題を「4つの考える」
を適切に用いながらグループ毎に解決する。
「数学的思考力」淑1定問題3問  質問紙調査
‐35・
【資料 14】改善実習指導案
改善実習1年数学 本時案 1
【本時】 2文字式の表し方 。いろいろな数量の表し方 (1/3)
【目標】 。「速さ。時間。道のり」の関係とその意味を的確に捉え、文字式を使つて表す。
【本時の展開】
学習内容 学習活動 学習形態←思考力 留意点?
?
‥
?
各 自プリン トにやる。
自分で丸つけ
必要なことはメモ
′つ百百4ぃ風 . ■百西 ハ´r「■ヽ
・声を出させ
る。
。何を使 うか
意識させる。
「4つの考える」を提示し意識付けをする。
例 。今 日はどれを多く使うかな?
を使 うことを示唆す
る。
?
? (2)「速さ」と
はどんなこと
だつたか思い
出す。
(3)速さ、時間、
道のりの関係
を表に表して
みよう。
①「速さって何 ?」「どんなとき
に使 う?」
・スピー ド
・速い、遅い
。小学校でやった。
・時速、分速、秒速
・各自考える。(今まで
に学んだ情報を活用し
て3)
。②③をうま
く絡ませら
れるように
する。
0～倍のイメ
ージを持た
せる。
02を使つて
いることを
意識させる。
・図にかくと
きは1だと
・個人→4人
経験を生かして (情報
3)考える。
図で確認する。
①それぞれ、絵 (図)
②それぞれ表にする。
。個人→4人
(頭の外 2)
・4人で確認
(イメージ 1、 図
2)
速さとは、単位時間 (1時間、 1分、 1秒)に進む距離
時速 :1時間に進む距離 分速 :1分間に進む距離
秒速 :1秒間に進む距離
②時速、分速、秒速はどんなと
きに使われているか考えてみよ
う。
。時速 :車、人、電車
・分速 :人、自転車
・秒速 :音、光 など
鉤焼√1爾|々』亀①速さの意味をふまえて、「速さ×時i
しながら、表に記入する。(単位をつける。)
それをもとに教科書P61例4を考え、表に記入する。
にする。
・ 5長
速 さ 時間 道のり
例 α b αXb
α
?
?
?
C
?
?? b C
?
? 7 0 (m/
秒)
α(分) 70α(rn)1500mの残り
1500-70α(m)
‐36‐
(4)教科書P61
問9、 間10を
図や表に表し
て、解こう。
速 さ 日寺間 道のり
60(m/多)) α(分) 60αfm)
問 9(1)
問9(2)
問 10(1)
問 10(2)
③できた班は類似問題を、作りあつて、練習する。
速 さ 時間 道のり 残 り
χ(km/日寺) 2日寺間 2 χfたm) 140-2χ(km)
速 さ 日寺間 道のり
4(km/日寺) |(日寺FH5) χ(た71)
速 さ 時間 道のり
・Zυυ
 ⑩/分)
α (分) 1200(77う
気づかせた
い 。
。苦手意識を
なくすよう
にさせたい。
?
?
?
(6)「本時の振り返り」を記入、ノー トに貼る。 。自分の考えを個人で
記入する。
。ノートは回
収する。
‐37‐
改善実習 1年数学 本時案 2
【本時】 2文字式の表し方 。いろいろな数量の表し方 (2/3)
【目標】 。「割合」の表し方とその意味を確認し、それを文字式に表す。
【本時の展開】
学習内容 学習活動 学習形態←思考力 留意点?
?
まを紹介する。
各自プリントにやる。
自分で丸つけ
必要なことはメモ
(2頭の外 。1頭の
中・4筋道)を使 う
とを示唆する。
。声を出させ
る。
。何を使 うか
意識させる。
「4つの考える」を提示し意識付けをする。
例 。今日はどれを多く使うかな?
?
? (2)「
～割」「～%」
について知って
いることを言つ
てみよう。
(3)教科書P62例
5を図式化して
考える。
(4)教科書p62問
H,問12を図式
化しながら考え
る。
①「～割」ってどんなこと?
「～%」 とは?
②図に表してみよう。
・各自考える。(今まで
に学んだ情報を活用 し
て3)
。図に表すことで、具
体化する。(頭の外2)
・思いついた
ことを言わ
せる。
・2を使うこ
とにより、視
覚的に確認
することを
意識させる。
・図式化した
のちに、順を
追つて考え
ていること
を意識させ
る。
1割・・ 。1/10、0。 1
1°/o。・・1/100、. 1
③どんなときに使われるか、
考えてみよう。
・～割引
・～%off
・～害1り増し
①全校生徒を100個に等し
くわけた分のワ4個/77Nである
・ ノ
4人
経験
3)
・ 4
(イ
。個
わか
― 卜に書く個人→
を生かして (情報
考える。話し合う。
人相談しながら
メージ 1、表記2)
人→4人
らない生徒には、
こ と 00個に等分
,4佃ハ
①問11
(1)χgの17%0…希χ
(2)y円の5%。・・嘉y
図を使つて説明しあ
つ。
(図式化 2、 筋道4)
・4人・・確認しなが
ら考える。(図式化2)
‐38‐
(5)具体的な問題
を考え、解きあ
う。
(3)α人の3害10 0
②問 12
(1)2割引きなら、
う?
・面α
何割で買
(2)3%増えるとは 0
3%増える
①身近な問題を考え、解きあ
つ。
・4人0。・引き、増
えるの意味を理解す
る。
(筋道4)
。図式化した
後、～割引
き、
～%増える
の意味を具
体的に考え
る。(4筋道、
～の場合)
0苦手意識を
なくすよう
にさせたい。
・4人・・練習する。
?
?
?
(6)「本時の振り返り」を記入、ノー トに貼る。 ・自分の考えを個人で
記入する。
・ノートは回
収する。
‐39・
改善実習 1年数学 本時案 3
【本時】 2文字式の表し方 。いろいろな数量の表し方 (3/3)
【目標】 。図形の面積や、簡単な体積を文字式で表す。
文字式の表す意味を理解する。
【本時の展開】
学習内容 学習活動 学習形態←思考力 留意点?
? 響)本日のベル学|:基凍寒祗瓦暮禽
『
問 。各自プリントにやる。
・自分で丸つけ
必要なことはメモ
(2頭の外 。1頭の
中 。3情報)を使 うこ
とを示唆する。
・声を出させ
る。
・何を使 うか
意識 させる。
曇暑「1,。卜F「メI卜や、話し,IIFよかつた物
I LT驚1鰊、軍孔
?
? (2)小学校で学習
した図形の面
積・体積の出し方
を思い出そう。
(3)(2)で出した
図形の、必要な長
さを文字で表し、
それぞれの面積
や体積を文字式
で表す。
(4)教科書P63例
6問14、 をもと
に、文字式の表し
ている意味を理
解する。
魃
①小学校で学習した図形には
どのようなものがあったか、思
いだそう。
○名前を書いてみよう。
○見取り図をかいてみよう。
○面積や体積はどのように出
したかな?
長方形、正方形、平行四辺形
台形、三角形、菱形、円
①それぞれの図形の、面積や体
積はどのように出したか思い
出す。
②必要な辺の長さを文字で表
そう。
③②の文字を使つて、面積・体
積を文字式で表す。(文字式の
決まりに従つて表す。)
。長方形 :αb ・正方形 :a2
1ゴ晩響‰講
④全体で確認をする。
①例6を全体で確認。
②問 14、p663の式 意味をノ
ートに言葉。文で記入する。
。各自考える。(今まで
に学んだ情報を活用し
て3)
。図に表すことで、具
体化する。 (頭の外2)
。ノー トに書く個人→
4人
経験を生かして (情報
3)
教え合い、確かめる。
・全体で確認
0かいた図を使 う。
・4人で相談しながら
導く。(3情報、2頭の
外)
4人で確認しながら。
(3情報、2頭の外)
。思いついた
ことを言わせ
る。
・2を使 うこ
とにより、視
覚的に確認す
ることを意識
させる。
。あらかじめ、
図形を要して
おく。
・ただ公式を
言うのではな
く、どこの長
さのことなの
かも確認す
る。
。一般的に使
う文字を紹介
する
・3情報を文
字に置き換え
て整理してい
る過程を意識
させる。
・具体的な場
面をイメージ
させる。(1頭
の中)?
?
?
(5)「本時の振り返り」を記入、ノー トに貼る。 ・自分の考えを個人で
記入する。
。ノートは回
収する。
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改善実習1年数学 本時案4
【本時】 3式の値 (1/2)
【目標】 ・代入の意味を理解し、式の値を求める。
【本時の展開】
学習内容 学習活動 学習形態←思考力 留意点?
?
。各自プ リこ/卜にや
る。
・ 自分で丸つけ
必要なことはメモ
(2頭の外・ 1頭の
中)を使 うことを示
唆する。
・声を出させ
る。
・何を使うか
意識させる。
「4つの考える」を提示し意識付けをする。
例 。今日はどれを多く使うかな?
?
? (2)チョコボー
ルの箱を見なが
ら、チョコボー
ルの個数を考え
よう。
(3)(2)で表した
文字式の、文字
に具体的な数を
あてはめえて、
チョコボールの
数を求める。
(4)代入の意味
を理解し、教科
書(P64,65)の間
題を解く。
(5)宿題の確認
①チョコボー ルのルール
・同じ色の箱の中にはチョコボ
ールが同じ数だけ入つている。
がわかる。
②それぞれのチョコボールの1箱
の個数を、文字で表し、いくつかの
パターンについて、文字式で表す。
例 。一箱α個 3箱と5粒では、
全部で何粒? 3α+5
①4つの箱それぞれの具体的な1
箱の数を決め「全体で統一」、チョ
コボールの数を求める。 例α=12
のとき、3×12+5=41
①「代入」、「式の値」の言葉の意味
を捉える。
代入する。・文字を数でおきかえること。
式の値・・代入して計算した結果
②教科書P64例1・P65例2を全体
で確認する。注 ;一の数を代入する
ときは、( )をつける。
一χとは-1×χのことと確認す
る。
③教科書P64問1問2、 P65問3を
班毎に確認しながら解く。
・小テストの予告をしておく。
・全体→個人→4人
(ひと箱の数イメー
ジ化、頭の中1)
全体で一箱の個数を
文字で表し、→個で
4つのパターンの全
部の個数 (つぶ)を
考え→IJIで確認。
4人で相談しながら
答えを出す。(実際の
イメージを大事にす
る1頭の中)
・教科書で確認
。4人
(途中式頭の外2)
・4人で確認しなが
ら。
(数のイメージを持
つ1頭の中、途中式
2頭の外)
・4色の箱に
ついてそれ
ぞれ考える。
。実際に箱に
入つている
イメージを
持たせる。
。一つずつ確
認しながら
溶かせる。
・「わかる」
感を持たせ
たい。
・班活動がう
まくできて
いる班を評
価する。?
?
?
(5)「本時の振り返り」を記入、ノー トに貼る。 。自分の考えを個人
で記入する。
。ノー トは回
収する。
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改善実習 1年数学 本時案 5
【本時】 3式の値 (2/2)
【目標】 ・2つの文字を含む式の値を求める。
・班毎にこれまでの学習 (1時～5時)の復習をし、定着を図る。
【本時の展開】
学習内容 学習活動 学習形態←思考力 留意点?
? (1)本日のベル学
習
。前時の復習を含む5問
・全体で答え合わせ
・各自プ リン トにやる。
。自分で丸つけ
必要なことはメモ
(2頭の外・ 3情報)を
度うことを示唆する。
。声を出させる。
・何を使 うか意
識させる。
:前回のノー トのコメントや、話し合いでよかっ_鱈憮 鳳 鳳魚聰 ¨
?…?，?
「4つの考える」を提示し意識付けをする。
例 。今日はどれを多く使 うかな?
?
? (2)前時の復習と
宿題の答え合わ
1ビ「。
(3)チョコボール
の箱2種類使い、
文字が2種類の代
入を理解する。
(4)教科書(P65問
4)の問題を解く。
(5)これまでの学
習の復習 (問題を
解く)を班毎にし
よう。
①「代入」、「式の値」の確認。
②班毎に宿題の答え合わせをす
る。
。小テストの予告をしておく。
①例2χ+3y χ=8′y=10のと
き
2〉く8+3)く10=16+30=46
②教科書P65例3を全体で確認
一の数を代入するときは
( )をつける。
①―の数を代入することに注意
しながら、問題を解く。
Э範囲は、教科書P61～P66
ただし、P66は2(4)以降であ
ることを確認し、班毎に問題を
解きながら、復習する。
次回小テス トの確認
10分、10間程度)
・ 4人
まちがいをお互いに指摘
しあい、教えあう。
(途中式を大事にさせ
る。2頭の外)
。全体→個人
(ひと箱の数イメージ
化、頭の中1)
0途中式の大切さ
(2頭の外)
4人で相談しながら答え
を出す。(途中式 。日で確
認
2頭の外)
・4人で、教えあう。
(実際のイメージ1頭の
中)
(表、図など適切な物を
随用する、2頭の外)
(途中式を大切に2頭の
外)
ら、「P65トラ
イ」を班で考え
る。
。一度やつた問
題でも何度やっ
てもよいことを
言う。
・一つずつ確認
?
?
?
(6)「本時の振り返り」を記入、ノー トに貼る。 。自分の考えを個人で記
入する。
0ノー トは回5
する。
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【本時】
【目標】
改善実習 1年数学 本時案 6
2.式の計算 1次式 (1/1)
。「1次式」「項」「係数」言葉の意味を理解する。
・同じ文字を含む項は1つにまとめられることを理解しその計算をする。
【本時の展開】
学習内容 学習活動 学習形態←思考力 留意点
尊ヌ 前時までの10間(10分)
前回のノー トのコメントや、
を紹介する。 奮■島瑠
?
?
?
?
?
・自
、要なことはメモ
頭の外 。3情報)を
'ルわ 弄t口が嗜―ス
・回収→採点
。何を使 うか意
哉させる。
「4つの考える」を提示し意識付けをする。
例 。今日はどれを多く使 うかな?
巳 壁 (2)「項」「係数」「1
次式」「1次の項」
という言葉を理解
する。
(3)チョコボール
の箱を提示し、同
じ文字はまとめら
れることに気づ
き、その計算をす
る。
(4)教科書P68問
2、 間3をやる。
(5)問題作りと練
習
①教科書の大字に線を引きなが
ら、言葉の意味を知り、使える
ようにする。
②教科書の間をやりながら意味
を確認する
Эチョコボールの箱の具体を見
ながら、文字を用いた式に表す。
2箱+5粒+4箱+3粒
2χ+5+4χ+3=6χ+8
0教科書P68例2例3を全体で
確認する。
Эノートに、途中式を確認しな
がらかかせる。
終わつた班は、問題作り。
分数は20以上の数を使わな
全体→個人
(3)情報
・わからない生徒には周
りで、確認しあう。
・個人→・4人で、確認。
(具体の情報3操作して
2→式化2頭の外)
具体を操作することで、
理解を深める。
。(一)の項に注意させる。
・4人 一問一問解かせ
る。
まちがいはその場で訂
正
・具体を思い浮かべさせ
ながら。
・途中式 (2頭の外)
。お互いに解きあい、定
着を図る。
。正負の加減の
計算を思い出さ
せながら、全て
加法で処理して
いることを意識
させる。
・ただ、計算方
法だけでなく具
体をイメージさ
せる。
。時間があつた
ら、チョコボー
′レを使い、お話
昨りから計算
まと
う
(6)「本時の振り返り」を記入、ノー トに貼る。 。自分の考えを個人で記
入する。
。ノー トは回収
ケる。
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【本時】
【目標】
改善実習1年数学 本時案 7・8
2.式の計算 2.1次式の計算 (1/4)
1次式と数の乗法の意味を理解し、その計算をする。
【本時の展開】
学習内容 学習活動 学習形態←思考力 留意点?
? (1)小テス トの見
直しと追試に向け
ての学習
前時の小テス ト返却
まちがいをグループで直し、
が理解できるように教え合
,
回のノー■ 卜のコメントや、話し合いでよかつた物 :
紹介する。                 :
・各自答え合わせ
・グループで分からない
ところを聞きあう。
時間は10分
15分程度
・何を使うか意
哉させる。「4つの考える」を提示し意識付けをする。
例 。今日はどれを多く使うかな?
頭の外・3情報)を
ことを示唆する。
?
? (2)チョコボール
を使い、文字式の
乗法算を使 うお話
を考えよう
(3)(2)で考えたお
話を、他の班で式
|ヒし、計算する。
①各班、チヨコボールの箱 (一
色)を持つていき、乗法を使う
お話をホワイ トボー ドにかく。
②自分たちの作つたお話の答え
を出す式を作り、計算する。
①他の班と、ホワイトボー ドを
交換し、式化し計算する。
②計算の結果をチョコボールの
箱で確認する。
③発表 (簡単に)
4人で考える。
(情報3)
4人で、確認。
(→式化2頭の外)
。4人
お話を確認→相談して式
|ヒ
→結果
・4人で確認 (2頭の外)
。あまり時間を
取らず、短い時
間で活動させ
る。
発表も簡単に
実際には、時間がなくなり7時間目終了。【まとめ】(6)本時の振り返り
ここから8時間目 【導入】0「復習小テスト (本時案6で実施)の追試」10問
コメント紹介、「4つの考える」意識付け
(4)(3)より分配法
則を確認。
(5)問題練習
(6)やや高度な問
題
式の意味を考え
て、計算する。
D長方形の面積を使い、分配法
ミJを説明。
α(b+6)=αb+ε
⊃教科書P69問1、 P70問2
Dザ×6の計算をチョコボー
アレの箱で考えよう。
2(χ-5)x3になることを確認
Э教科書P70問3をやる。
・個人・ 。わからなけれ
ゴ4人
4人、分数に注意
(途中式、2頭の中)
。4人で考える。(簡単に)
(情報の整理 3)
・4人
先に通分することを確認
(2頭の外)
・生徒に説明
せる。
。わからない子
こ苦手意識を
時たせない。
ま
め
と
(6)「本時の振 り返り」を記入、ノー トに貼る。 ・自分の考えを個人で記
入する。
・ノートは回ウ
する。
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【本時】
【目標】
改善実習 1年数学 本時案 9
2.式の計算 2.1次式の計算 (2/4)
1次式と数の除法の意味を理解し、その計算をする。
【本時の展開】
学習内容 学習活動 学習形態←思考力 留意点
尊ヌ 前時の復習を含む5問
全体で答え合わせ
回のノー トのコメントや、1話し合いでよかつた物
紹介する。
(1)本日のベル学
習
各自プリントにやる。
自分で丸つけ
。声を出させる。
・何を使 うか意
哉させる。
2要なことはメモ
萌 の 妹 .R倍編 。 1
「4つの考える」を提示し意識付けをする。
例 。今日はどれを多く使うかな?
を使 うことを示
?
?
展隣
(4)問題練習
(2)いくつかの文
字式の除法の意味
を考える。
(3)分配法則を使
う除法の式の意味
を考える。
①示された式の意味を、チョコ
ボールで考える。
・ア 6χ÷3  イ 6χ÷4
②計算の仕方を確認する。
整数に割り切れない (イ)の場
合、
分数にするか、かけ算に直す
か 。
③割る数が分数の場合は、かけ
算に直すことを確認。
12χ―■:=12χ x:
Э (3χ+9)÷3チョコボール
の箱でお話にしよう。
分配法則を使う。
・箱も粒も両方等分する。
②割る数が群数の時は、かけ算
に直すことを確認する。
Э教科書P71問5をやる。
Э問6
時間がある班は、お互いに説
明しあう。
全体に、投げかける。
教科書P763.4を練習す
?
?
4人で考える。
(情報 3、 イメージ
4人で、確認。
(→式化2頭の外)
・除法を乗法に直す数の
計算と同じイメージ (頭
の中1)
4人でお話作り
4人、分数に注意
(途中式、2頭の中)
・4人で考える。
(途中式 2頭の中
イメージ 1、 分数にす
るのか?かけ算に直すの
か?3情報)
。復習、4人FJIで
(情報 3、 途中式2
イメージ1)
。時間はかけな
い 0
0イメージは大
切にさせる。
・わからない子
に苦手意識を持
たせない。
まと
め
6)「本時の振り返り」を記入、ノー トに貼る。 。自分の考えを個人で記
入する。
・ノートは回収
する。
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改善実習1年数学 本時案 10
【本時】 2.式の計算 2.1次式の計算 (3/4)
【目標】 ・1次式加法と減法の計算をする。(減法は加法に直すことを理解する。)
【本時の展開】
学習内容 学習活動 学習形態←思考力 留意点?
?
????】．?，?
???????
各自プリントにやる。
自分で丸つけ
。何を使 うか滝
哉させる。
」
r
要ヽ な ことはメモ
頭の中 。2頭の外・
「4つの考える」を提示し意識付けをする。
例 。今日はどれを多く使うかな?
を使 うことを示
?
?
?
?
?
?
ー
?
? (2)1次式どうし
の加法を具体的に
表して、計算をす
る。
(3)1次式どおし
の減法の計算をす
る。
(4)問題練習 教
科書P72問8
①示された式の、チョコボールの
箱で表す。(ホワイ トボード)
。
(α+7)+(2α+5)
の示す数量をチョコボールの箱
を使つて表す。
・箱は箱、粒は粒を確認。
②計算の答えを出す。
③縦の式も紹介する。
項の文字をそろえる。
④教科書P72問7をノー トにや
る。
なるべく横の式でやらせる。
①正負の数の減法の方法を思い
出す。 。ひき算はたし算になお
した。
② (2α+3)―(5α-4)
足し算に直す
=(2α+3)十(-5α+4)
カッコをはずす
=2α+3-5α+4
Э確認しながら、途中式をしつか
りかいて、問題を解く。
②終わった班はP765
4人で考える。
(イメージ1)
4人で、確認。
4人で計算
(途中式2)
個人で思い出す
(1イメージ)
全体で確認
(途中式 2、 筋道4)
・4人、一間ずつ
正確に解く。(104イメ
ージ2途中式)
・あまり時間を
取らず、短い鴫
司で活動させ
る。
・お互いに途中
式を見させる。
・わからない子
に苦手意識を
時たせない。
・教える側の生
産に充実感が
当るよう声か
|すをする。
?
?
?
(6)「本時の振り返り」を記入、ノー トに貼る。 ・自分の考えを個人で記
入する。
0ノートは回収
する。
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改善実習1年数学 本時案 11
【本時】 2.式の計算 2.1次式の計算 (4/4)
【目標】 ・分配法則を使つて (  )をはずす1次式の加減の計算をする。
【本時の展開】
学習内容 学習活動 学習形態←思考力 留意点?
?
。各自プリントにやる。
・自分で丸つけ
必要なことはメモ
(1頭の中・2頭の外・
4筋道)を使 うことを示
唆する。
・声を出させ
る。
。何を使うか滝
裁させる。「4つの考亥
今例 。
_る」を提示し意識付けをする。
日はどれを多く使うかな?
?
? (2)教科書P73例9
bl1 1 0の計算 仕
方を考えよう。
(3)問題練習 教科
書P73問9問10
(4)次回予告
前半班で練習、
後半小テス ト。
Э分配法則を使つた式どおしの
加法であることに気づく。
例9
2(α-4)+3(5α+2)
2(α-4)と3(5α+2)のカロ法
例10
3(2χ+1)-8(χ-2)
3(2χ+1)と-8(χ-2)のカロ
法
②それぞれ一本の式にかくこと
を知る。
例 9
2α-8+15α+6=17α-2
例 10
3(2χ+1)-8(χ-2)
=6χ+1-8χ+16
③全体で計算の仕方を確認
項毎に捉えさせて、分配法貝l
を使う。ことを確認する。
①確認しながら、自分の一番わ
かりやすい途中式をかくように
する。
②終わつた班はP766
Э小テストの範囲
P763. 4.  5。 6P771.  2.
3. 4
個人で考える。
(イメージ1)
4人で、確認。
聞き合 う、教えあう。
(途中式の意味2
道4)
。個人で考える
(1イメージ)
途中式をかきすぎて混乱
するときはイメージで
(頭の中1)(自分にあつ
た途中式2.筋道4)
。全体で確認
。4人、一問ずつ
正確に解く。(1・4イ
ージ2途中式)
。今までに学蓄
した事柄の活
用であること
を思い出させ
る。
。必ず全ての遊
中式をかく必
要がないこと、
自分が一番わ
かりやすくか
くことを伝え
る。
。お互いに途中
式を見させる。
。わからない子
に苦手意識を
時たせない。
・教える側の生
徒に充実感が
出るよう声か
けをする。
?
?
?
(6)「本時の振り返り」を記入、ノー トに貼る。 ・自分の考えを個人で記
入する。
・ノートは回収
する。
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改善実習 1年数学 本時案 13
【本時】 3。文字式の活用
【目標】 ・。「文字式」で学んだことを使い、やや高度な具体的な課題を「4つの考える」を適
切に用いながらグループ毎に解決する。
【本時の展開】
学習内容 学習活動 学習形態←思考力 留意点
?
?
師唸舞士芸鷲‖ぶり
を紹介する。
「4つの考える」全てを
度うことを示唆する。
。どこで何を使
うか意識させ
る。(適切に使う
ことを意図させ
る。)
「4つの考える」を提示し意識付けをする。
例 。今日はどれを多く使うかな?
?
?
(2)前時に提示され
た「お話5個」のそ
れぞれの課題を把握
し、その中から担当
するグループを決め
る。
(3)「4つの考える_
を意識し、それを適
切に使いながら、 グ
ループ毎に課題を解
く。
Эグループで簡単に「お話5
固」の内容と何を聞かれている
のかを確認する。
2全体でどの課題を担当する
かを決める。
・やりたい課題が重なっても、
1グループに1個の課題にな
るように調整する。
Эそれぞれグループで問題を
読み返し、必要な情報を適切に
処理する。
速さ0時間・道のり・・既習
事項
図式化、パターンを図式化
式化、文字式を使う。
2状況を見て、他のグループの
隊子を知る。
・「〇班は△番をどのように
解いているの?」
。「4つのどの考えを使つて
いるの?」
ア*速さ。時間 。道のりの
問題なのでまず、絵を書いてそ
の後、表を作つています。  .
イ*問題をイメージして
図に表しています。
ウ*わかりやすいように、
4人グループ
・それぞれの課題の意味
が分かるように、グルー
プでイメージする。(1藤
の中)
4人グループ
(4つの考える)
。他のグループの状況を
聞いて、自分たちの課題
に使える方法はないか考
える。
→自分たちなりに用いて
解決を試みる。
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
。前時のプリント
にはお話だけが載
つていて、何を出
すのかは書かれて
いない。
・ 5この課題を黒
板に掲示する。
・混乱している生
徒に気を配りなが
ら、みんなで相談
しあえる場を作
る。
・ホワイ トボー
ドは発表のため
の物ではなく、
「考えるために
使う」ことを確
認する。
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(4)それぞれの課題
の解決法を発表す
る。
会に描いてみました。
工*場合にわけて考えて
☆必要な支援
・図に表すこと(2)
。表にすること(2)
。わかつているこ
と必要なことを整
哩すること(4.3)
。速さ。時間 。道
のりの関係(1)
。重要な事柄はそ
うでない事柄をわ
けてみる。(3)
1文章の意図を受
けくみ取る。(1.3)
・絵に表す(2)
・予想を立てる
(1.4)
。場合にわけて考
えてみる。(4)
。順を追つて考え
てみる。(4)
。全てのグルー
プが答えを出せ
ていなくても発
表させる。(途中
まででもよい。)
・他のグループ
の発表からヒン
トを得られる?
問題1:峠を越えて往復、会話を参考に状況を絵または
図に表す→線分図に→往復を1本の線分図に→
文字式に
問題2:野比中学校から奥阿賀地区までの道のり
問題から必要な情報を取り出す。→不足してい
る情報は何か→何を求められるのか 。00
問題3:サイクリング 速さ 時間 道のり
状況を整理する絵、→表に表す
式の表す意味を的確に捉える。
司題4:問題の意味を正確に捉える
。・・→パターン化するための図→式に表す。
司題5:巽雷25雅1番芦重緻求」万三襄I曇:]
Dホワイトボードを使い、説リ
Э聞いている班は質問をする。
→意見交換
。なぜその答えになるの
か説明できるように話し
合う。
・「なぜ ?」 を説明する。
・疑間を目にできる。
0他の班の発表ついても、
グループ内で意見や質問
を話す。
・自分なりにメモをして
もよい。
?
?
?
(6)「本時の振り返り」をワークシー トに記入。 ・自分の考えを個人で記
入する。
0ワー クシー ト
は回収する。
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【資料 15】プロジュクト実習活用授業課題
課題 1
Y市に住む、ちはるくんは商店街の福引きで特等が当たりました。
特等の賞品は6月8日にパリで行われる、サッカ 『ー 日本対フランス戦』の観戦ご招待です。「や
つた～ !!」もちろん交通費も主催者側が出してくれます。ちはるくんは楽しみでワクワクしな
がら家に帰りました。すると、家ではお姉さんが「ちはる!やつたわよ。6月9日のAKBのコ
ンサードのチケットを手に入れたわ。一緒に行きましょう。19:00開演よ。」と誘つてくれま
した。「すごいぞ!6/8はパリでサッカーの試合で、翌日は東京でAKBかあ～・・・いいこと
は続くなあ。」ちはるくんは運の良さに大喜びです。ところがその話を聞いていたお兄さんが言い
ました。「ちはる。両方は無理じゃあないか?東京―パリ間は、行きが12時間、帰りは11時間
もかかるんだぞ。パリの試合は18:00開始なんだろ。」ちはるくんは困つてしまいました。
「サッカーの試合も見たいし、でもAKBのコンサー トにも行きたいし・・・」そこで、ちはる
くんは飛行機の時間を調べてみました。すると、パリに6/8の16:00に到着し、帰りは東
京に6/9の17:00に到着する飛行機があることが分かりました。
「よし!これなら両方見られるぞ |!」ちはるくんは大喜びです。
さて、ちはるくんはパリに何時間滞在できるのでしょうか?また、行きと帰りの飛行機の現地
出発時刻も求めてみましょう。(ここでいう、滞在時間は、行きの飛行機がパリに到着してから、
帰りの飛行機がパリを出発するまでの時間とします。)
課題2
日本に住むナナさんのもとに、ブラジルのサンパウロに住んでいる友人のヒロくんから、お誕
生日パーティーの招待状が届きました。
ハロー ナナ
お元気ですか?
6月9日の午前11:00からサンパウロのぼくのおうちでお誕生日のパーティーをするよ。
飛行機のチケットも同封したので、ぜひナナも来てね。
このチケットはどこの航空会社でも使えるけど、日本からサンパウロまでの直行便はないから、
必ずアメリカのダラスで乗りついでね。サンパウロに飛行機が着いてからぼくのおうちまでは、2
時間あれば大丈夫だよ。あと、日本からダラスまでの飛行時間は12時間、ダラスからサンパウロ
までの飛行時間は10時間で、ダラスでの乗り継ぎには2時間はかかるよ。
じゃあ、パーティーで会えるのを楽しみにしているね。
気を付けてね。
ヒロより
ナナさんがヒロくんのパーティーに間に合 うためには、遅くとも、何月何日の何時よりも前に、
日本を出発しなければならないでしょうか?                ・
課題 3
マ ドリッドに住んでいるマミさんから日本のまもるくんのところに電話がかかつてきました。
下の会話は2人の電話の様子です。
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マミ:まもる、元気?これから日本に行くわ。空港まで迎えに来てね。
まもる :え― !!突然だね。
マミ:今から1時間後にモスクワ行きの飛行機が出発するのよ。
まもる :えつ !!それに乗るの?モスクワに行くの?
マミ:そうよ。モスクワで日本行きの飛行機に乗り継ぐのよ。
まもる :何時の飛行機?
マミ:モスクワで1時間の乗 り継ぎ時間があるから、モスクワ発16:00の飛行機よ。
まもる :えつ|!!!今何時なの?
マミ:今は朝の7時よ。
まもる:?????わけが かんないよ。
マミ :ま、いいから明日の朝7:00に飛行機が着くから、空港に迎えに来てね。
この会話を読んで、マ ドリッドー モスクワ間、モスクワー日本間の飛行時間を求めましょう。
課題4                        、
Y市に住んでいる、こうすけ君は『世界子どもテレビ会議』に参加しています。テレビ会議では
現地にいながら、世界中の人たちと会話をし、意見を交わすことができます。参加者はこうすけ
君の他に4人です。今回の議長はこうすけくんです。下は会議のはじめの会話です。
課題 5
Y市に住んでいるれいこさんには世界のいろいろなところに友だちがいます。
メキシコシティーに住むノブ君、ローマに住んでいるクミちゃん、ソウルに住んでいるヨン君、
ハワイ島コナ
に住んでいるカナちゃんです。
ある日、れいこさんは「世界の人と話そう !」 というポスターを見て、「そうだ !」 と思い、学校
から帰ると
すぐ、4人の家に電話を掛けました。電話の反応は次の通りです。
こうすけ :みなさん、そろいましたか?それでは始めます。
Aさん :ちょつと、待ってください。私は今起きたばかりなの。まだ、朝ご飯も食べていないのよ。
だって、まだ7時ですから。朝ご飯を食べるまで待つてて。
Bさん :そうだね。じゃあ、ぼくは昼ご飯にしようかな?今12:30だし。
Cさん :だったら、私も夕飯食べちやおうかな。ちょっと早いけど。まだ18:00だから。
こうすけ :えっ～ !!みんな食事するの?
Dさん :ぼくはさっき夕飯を食べ終わったばかりだよ。今、20:00だからね。ちょっと休憩だ。
こうすけ :だつたらぼくはおやつにしよつと。15:00だし。
さて、この4人はどこの都市にいるのでしょうか?
1軒目:お母さんが出て「あら、○○は学校で授業を受けているわ。」
2軒目:本人が出て、「今から歯を磨いて寝ようと思っていたところなんだ。」
3軒日:お父さんが出て、「今、何時だと思つているんだ!!みんなまだ寝ている時間だ。常識がな
い ||」と怒られました。
4軒目:本人が出て、「ちようど今学校から帰ってきたところよ。今17:00だから夕飯までには
まだ時間があるから、テレビを見ようか、勉強しようか迷つていたの。」
さて、れいこさんはどんな順で電話をしたのでしょう。1軒目から4軒目まで当ててみましょう。
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【資料16】改善実習活用授業課題
<課題1>
次の会話は、ちはる君が自分の家 (A地点)とおじいさんの家 (B地点)を、峠を越えて往復したとき
の会話で九 (これからはちはる君の家をA、 おじいさんの家をBとして話を進めていきますつ
問題① 上の会話をヒントにして、ちはる君がA地点とB地点を往復するのにかかつた時間を表す式を作
つてみましょう。
問題② A地点からB地点の道のりを測つてみたら、7 kmでした。ちはる君が「帰りはそんなにかからな
かったよ。」と言つたわけはなぜか、具体自釧こ説明しましょう。
問題① N中学校から、奥阿賀地区までの道のりを出すためには、何がわかればいいでしょうか? ただ
し、直接道のりを調べることはできません。(道のり以外のことを考えてください。)
問題② 「あつ!」、てつや君は同じクラスのみのりさんから下のような話を聞いたことを思い出しました。
みのり:N中学校から奥阿賀地区までつて、ちょうど4 0 0kmの道のりなのよ。あとねえ、私た
ち力鰤 行に行つたとき、ふつうの道路は時速4 0kmで走っていたんだって。運転手さんに聞い
たわ。
この、みのりさんの話から、何を求めることができるでしょうか?また、その値を求めてみましょ
う。
ちはる:ぼくの家 (A地点)からおじいさんの家 (B地点)まで、峠を越えて往復したんハ
上りは3km/時、下りは6km/時の速さで歩いたら、行きは2時間かかつたけど帰りはそん
なにかからなかつたよ。
のりこ:ふ―ん。ということは、Aから峠までの道のりと、峠からBまでの道のりのどっちが長いかすぐわ
かるオ乳
たつじ
のりこ
たつじ
ちはる
たつじ
のりこ
ちはる
だったら、図にもすぐかけるれ
図をかいたら、線分図にも表せるわれ
だけど、AからBまでの道のりはどれくらい何kmなんだろう。
文字式を使うんだろうな。
AからBまでの道のりをχにしてみよう。
往復にかかつた時間を表す式を作れ|れヽいのよね。ひとつの式で表せるわ。
うん?
御 2>
N中学校の今年の修学旅行は、5月に新潟県の奥阿賀地区ヘバスで行きました
てつや君は、修学旅行から帰つてきてお姉さんに次のように報告しました。
てつや :すご～く楽しかつたよ。雨だつたけど、畑の作業もしたし、食べ物もおいしかつた バスレクは
盛り上がったよ。でも、バスの時間が長くて。・・行きはN中学校を6:30に出発しただろ
う。はじめふつうの道路を30分間走たんだ:それから高速道路を走って、その後ふつうの道
路に降りて1時間走つて奥阿賀地区に着いたんだ:奥阿賀地区に着いたのは、ちょうど12:
30だつたよ。そうそう、途中、高速道路のサービスエリアで30分休憩したよ。
すると、お姉さんは次のように質問しました。
お姉さん:そうなの!だいたいさぁ、N中学校から奥阿賀地区までの道のりはどれだけなの?
てつや :え???
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<課題3>
よしてる君、こうすけ君、ななさんの3人がサイクリングを計画しました。      .
下の会話はサイクリング当日の出発前の3人のものです。
よしてる:ぼくは、のんびりと景色を見ながら走るのが好きなんだ。だから、今日のぼくの自転
車の速さは、 1 0km/時だよ。
こうすけ :ぼくも景色を見ながら走るのが好きだけど、よしてる君はちょつと遅すぎじゃない。
ぼくの自転車の今日の速さは、1 2km/時だね。
なな:2人ともずいぶんゆつくりね。わたしはスイスイ走りたいから、今日の私の自転車の速さ
は、 1 8km/時よ。
よしてる:じゃあ、ぼくが一番最初に出発するね。
こうすけ :ぼくは、よしてる君が出発してから30分後に出発するよ。
なな :それなら、私は一番最後に出発するわ。
問題① こうすけ君が自転車で出発してから、χ時間後の、よしてる君とこうすけ君の間の距離を、
χを用いて表しましよう。
問題② こうすけ君が出発してから、2時間半後のよしてる君と、こうすけ君それぞれの自転車
の位置はどのようになっているでしょうか?
問題③ ②の状況の時、ちょうどななさんの自転車がよしてる君の自転車に追いつきました。な
なさんは、追いついた時間より、どのくらい前に出発したのでしょうか?
<課題4>
まもる君の所属するクラブでは下のようなルールに従って先生からの連絡を回すことになって
います。
ア.先生からは、まもる君にだけ連絡がくる。
イ。まもる君は、グループAの人に連絡する。
ウ。グループAの人はグループBの人に連絡する。
工・グループBの人はグループCの人一人にだけ連絡する。
オ.同じ人には連絡しない。
オ.グループAの人はまもる君が連絡した同じ人数の人にそれぞれが連絡する。
例 1
まもる君がグループAの人一人に連絡すると、
となり、まもる君の含め全部で11人の人に連絡できる。
まもる君がグループAの人2人に連絡すると、
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問題① まもる君がχ人の人に連絡するとき、まもる君も含め全部で何人の人に連絡できるか、χを
使つた式で表しなさい。
問題② まもる君が9人の人に連絡すると、まもる君を含め何人の人に連絡できるでしょう。
<課達i5>
れいこさんは次のようなレンガを使つて花だんを作ろうとしています。
レンガの、たては1 0cm、よこは2 0cmです。
レンガは下のように外側もぴつたりと重なった正方形にし、花だんはレンガで囲まれた中に作り、
その形は正方形にしなければなりません。
1番目に狭い
花壇 2番目に狭い花だん
上の図のように、一番狭い花だんはレンガを4個使います。2番目に狭い花だんは、レンガを1
辺1個ずつ増やします。このように、1辺1個ずつ増やして、3番目に狭い花だん、4番目に狭
い花だん・・・・を考えます。
問題① χ番目に狭い花だんの面積を、χを用いた式で表しましょう。
問題② れいこさんはレンガを買うために、お母さんから5000円もらつて、近くのホームセ
ンターに行きました。そこでは、レンガが1個130円で売つていました。れいこさんが
お母さんからもらったお金で作ることのできる最も広い花だんの面積を求めましょう。
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